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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　【死霊使いネクロマンサー】のお仕事




プロローグ




「モモの子が産まれたんです！」

　百もも香かが、弁当の包みを開くなりニパッと笑みをひろげた。

　春日かすが理り刀とは、わずかに眉まゆ根ねを寄せた。

　モモ？　子どもが産まれた？

　理刀の左隣に座ったスイートも、ちょこんと首を傾かしげている。

　キュートや巴ともえ、そして黒くろ媛ひめは〝モモ〟の正体を知っているらしい。三人とも目もとをゆるめ、理刀とスイートの反応を眺めている。

　黒媛が、妹の背を愛いとおしそうになでた。

「百香、理刀とスイートには、まだ〝モモ〟のことを説明していないぞ」

「あ、すみません。モモは、うちで飼ってる黒ラブで……この子が、きのうの夜、子どもを五匹産んだんです。もう、これが信じられないくらい可愛かわいいんですよ！」

　胸の前で両手を握にぎり合わせた百香が、またまたニパァァァと笑顔になった。

　昼休み。いつものメンバーが理り刀とのクラスに集まっている。

　毎度のことながら、理刀にむかって教室のあちこちから羨せん望ぼうや憧どう憬けいや嫉しつ妬との視線がビシバシ飛んでくるのだが、百もも香かの元気がそのすべてを弾はじき返してくれるからありがたい。

　口の中で、「くろらぶ？」とつぶやいたスイートに、

「ラブラドルってイヌのことよ。黒ラブは、〝黒い毛のラブラドル〟って意味なの」

　キュートが、すかさずこたえを投げる。どこか得意気な顔で。

「なるほど。〝モモ〟という名で、黒い毛色の〝らぶらどる〟という種類のイヌが子を産んだ……ということですわね。ようやく合点がいきましたわ」

「人間界の子犬って、あたし、生で見たことないわ」

「わたくしも、直接目にした経験はありません」

　キュートとスイートが、理刀を挟んで顔を見合わせた。そしてほぼ同時に、正面に座っている亜あ威い姉妹へ顔をむける。

「今週末、ウチへ遊びにこないか？」

「ぜひ遊びにきて下さい！　子犬の名づけ親になってもらえたら、とっても嬉うれしいです！」

　亜威姉妹のＷスマイルに、

「あたし、子犬を抱っこしてみたいわ」

「名づけ親ですか？　ふふ、責任重大ですわね」

　フォンターナ姉妹もＷスマイルを返す。

「ぁ、今週末は……」

　不意に、巴ともえが消え入りそうな声を出した。申し訳なさそうな顔を亜威姉妹、そしてフォンターナ姉妹へむけた。そして理刀にも。

「巴ちゃん、もしかして今週の土日って、用事が入ってたりとかするの？」

　百香の問いに、巴が小さな弁当箱のフタを開けながら、コクッとうなずいた。

「ご、ごめんね。土曜に、ちょっとした仕事が入ってて……も、もしかしたら、日曜も潰つぶれちゃうかもしれないから……」

　続けて、みんながいっせいに弁当箱のフタを開ける。

　箸はしを動かしながら、キュートが口を開いた。

「巴がこられないのは残念ね。仕事って、あたしたちにも手伝えるようなことかしら？　土曜に終わらせたら、日曜に子犬を見にいけるかもしれないでしょ？」

「手伝うなんて、そんなこと……も、申し訳ないから……」

　スイートが、遠慮する巴に少しばかり尖とがった目をむけた。

「わたくしたちの間に、〝申し訳ない〟は必要ありませんわ。〝ありがとう〟という言葉を頂いただければ、それで十分です」

　黒くろ媛ひめが、隣に座った巴の肩に自分の肩をこつんとぶつけた。

「わたしも、スイートと同じ意見だぞ」

「わたしも手伝いまぁ～す！」

　百もも香かが、ビシッと右手をあげる。

「オレも」

　理り刀とも、小学五年生に負けじと右手をあげた。

「え、っと……ぁ、ありがとぅ」

　巴ともえが身を縮めながら、理刀へチラッと視線を送ってきた。

　彼女の頰ほおはきれいな桜色に染まっていて……、チラッ、だけで心臓がドキッと跳ねる。




　巴が「週末の仕事」を教えてくれた。ひと言でいえば「除霊」だった。

　Ｎ県Ｓ市の山奥にある〝二に九く鼓つづみ〟という名の村に悪霊が棲すみついたという情報が入ったから、除霊にいくという。

「巴って、そんなことやってたの？」

　理刀やスイートの驚きを代弁して、キュートがたずねた。

　巴が、どこか恥ずかしそうに下唇を口の中に巻き込んでいる。

　そんな彼女の代わりにこたえたのは、黒くろ媛ひめだった。

「日本死霊協会ＮＳＫってところがあってな、巴はそこの非常勤職員なんだ。ちゃんとそれなりの給料ももらってるんだぞ」

「美み々み津つさんは、すでに社会人として働いていらっしゃったのですか？」

　スイートが、両の眉まゆを跳ねあげた。

「そ、そんなんじゃないの。ＮＳＫは人材不足だから、勧誘がしつこいの。それで、バイトくらいならって、ときどき手伝ってるだけで……」

　理刀も話に加わった。

「そんなにすごいことやってるなら、どんどんアピールしたらいいのに。あの｛謎エニグマ｝が所属してるってわかれば、ＮＳＫってところの知名度も上がるんじゃないかな？」

　巴の性格上、それはないかな？　なんてことを考えつつも、〝とにかくすごいよ！〟という気持ちを伝えた。

　途端、巴が寂さびしそうに微笑ほほえんだ。

「が、学院の外じゃ、ほ、ほとんどの人が｛謎｝ってふたつ名は知ってても、美々津巴って名前や、わ、わたしの顔は、知らないから……や、やっぱり、あんまり目立ちたくなくて……み、みんなにも、なんだか恥ずかしくて、言えなくて………………ごめんなさい」

　理刀は、内心で自分の頭を殴りつけながらも、巴に笑いかけた。

　彼女は、【死霊使いネクロマンサー】という自らの能力が他人に怖がられていると思っている。出力にムラがあるためエメラルドクラス第二級にランクわけされてはいるものの、実際にはレゾン学院ナンバーワンの能力値を誇っているから、なおさら自分が怖がられてしまう、というマイナス思考に陥おちいっているのだろう。

「目立ってても、そうじゃなくても、巴ともえちゃんは巴ちゃんだよ。おれらの仲間だ」

　理り刀とは箸はしを握にぎったまま、グッと親指を立てた。

「その通り。巴は巴。なにをしてようとわたしたちの仲間だ」

　黒くろ媛ひめがまた、こつんと巴に肩をぶつけた。

　キュートが、スイートが、百もも香かが、ホッと気持ちが安らぐような笑みを浮かべている。

　頰ほおの血色がさらによくなった巴が、心地ここちよさそうに目を細めた。




　土曜日の早朝。

　理刀たちはＮ県ゆきの新幹線、その車中にいた。

　車窓の景色を眺めることもなく、巴があらためて今回の仕事内容を説明してくれた。

　目的地はＮ県Ｓ市の山中にある二に九く鼓つづみ村。平均年齢五〇を超えた過疎の村だという。

　なんの予兆もなく突然、村に悪霊が現れた。

　ある目撃者は「龍りゆう神じんだった」と言い、またある人は「鬼だった」と震え、他ほかにも「首が五つもある巨大な山犬だった」「牛のように大きな猪いのししだった」「口裂け女だった」などなど、証言がバラバラで悪霊の正体を特定できていないのが現状だという。

　悪霊と遭遇した人全員に共通していることは、「煙のようにいなくなった」という消えたときの証言のみ。

　日本死霊協会ＮＳＫから送られてきたというプリントを手に、巴が村人の証言をいろいろと教えてくれた。

「御お祓はらいしても効果がない」「最近の霊はしぶとい」「警察もお手あげ」「ひと晩で五軒も窓を割られた」「村長の怨おん霊りようかも」「村長はいい人だった。村の者にひどいことをするはずがない」「村長は腕のいい猟師だったから、彼に鉛玉を食らった獣が、いま頃ごろになって化けて出てきたのかも」「何人も骨をへし折られた」「みんな殺される。逃げるしかない」

　などなど。

　後ご藤とう田だ源げん助すけという村長が亡くなってから三日と経たたないうちに悪霊が暴れ始めたから、なんらかの関連があるのかもしれない。

　骨にヒビを入れられた人が三名。骨を折られた人が五名。幸い、死者は出ていない。

　村人はいま、安全な麓ふもとの公民館や町役場に避難している。

「骨を折るなんて、ひどいヤツね」

「性悪な霊のようですわね」

　理刀の前に座っているキュートとスイートが、顔を見合わせ、むぅ、と唇を曲げた。

「話を聞いただけだと数を特定できないな。目撃証言はバラバラだし、一夜に五軒も窓を割られたと言っていたが、すべて同じヤツがやったという確証はないんだろ？」

　黒くろ媛ひめが、握にぎった右手をアゴに押し当てるようにして、視線を上へむけた。

「もしかしたら、悪い人が霊の仕業に見せかけているのかも……」

　姉の意見に、百もも香かがさらに自分の考えを上のせする。

　キュートとスイートが、そろって身をのり出した。

「それじゃあ、霊がたくさんいるかもしれないし、そもそも霊の仕業かどうかもわからないってこと？」

「フタを開けたあと慌あわてなくてもいいよう、心構えをしっかりしておけば大丈夫ですわ。ふふん。でも、あなたの場合は心構えをしていても心配ですけど」

「きゅっ!?　あたしが慌てんぼだって言いたいの？」

「うふふ、狼狽うろたえすぎて、みなさんの足を引っ張らないようお願いしますわ」

「ふん、見てらっしゃい。霊でも人間でも、あたしがガツンとやってやるんだから」

「ふふん、どちらが先に悪者を退治できるか、勝負ですわね」

「望むところよ」

　ふたりとも、巴ともえの仕事であることを忘れているようだ。

　通路を挟んだ隣席に座った巴が、やんわりとした笑みをキュートとスイートへむけた。

「悪いことをしてるのが、霊でも人間でも、ＮＳＫにとってはどちらでもいいみたい」

「ふむ。意外と曖あい昧まいなスタンスなんだな」

　少し呆あきれた様子の黒媛を横目に、巴が苦笑いを浮かべた。

「ＮＳＫはマイナーな組織だから。少ない予算で、少しでも知名度を上げなきゃって、必死なの。だからね、とにかく【死霊使いネクロマンサー】に活躍してほしいって、思ってるらしくて」

　静かな空気をまとった巴が、言葉を続けた。

「わたしね、こんな自分にでもできることがあるなら、なるべく、なんでもやりたいって、思ってるの。【死霊使い】のイメージが、少しでもよくなったら、嬉うれしいから……自分のためにもなるし、全国にいる、顔も知らない仲間のためにだって……」

　世界中ではいま、盛んに能力者育成が行われている。その競争に大きく出遅れた日本だから、能力者に対する誤解や偏見を払ふつ拭しよくしきれていないのは確かだ。

【死霊使い】に対するイメージは特に悪い。いまの社会は、霊魂の存在が眉まゆ唾つばものとして扱われているから……、視みえざる住人を召喚よぶ【死霊使い】が疑わしい存在として見られるのも、仕方がないのかもしれないけど……。

　巴は、そんなイメージを変えていきたいと考えているらしい。

　新幹線は、Ｎ県Ｓ市にむかって走り続ける。




　新幹線を降りたあと私鉄とバスをのり継いで、大きな川沿いにあるバス停にたどり着いた。川幅は三〇メートルほど。

　対岸には、ぽつりぽつりと瓦かわら葺ぶきの民家が見える。遠くには藁わら葺ぶきの屋根もあった。畑がひろがっているからだろうか、土の匂においが微風にのってくる。

　のどかな場所だが、人の匂いがあるのは川のむこう側のみ。

　がらがらのバスから降りた川のこちら側には、人の跡がまるでない。

　唯一あるとすれば、錆さびてボロボロになったバス停の標識と、腐ってボロボロになったバス停のベンチだけ。もはや粗大ゴミ状態だ。

　ほとんど消えかかってはいるものの、標識の文字はかろうじて読めた。

『二に九く鼓つづみ』

　地図を手にした巴ともえが、バス停の後ろにある山を不安げに見あげた。

「ここから入るみたい」

　細い道がある。木々が覆おおい被かぶさっているため、先のほうがまったく見えないけど……。




　理り刀とは、先頭になって山道に入った。

　キュートとスイートがすぐ後ろにつく。そして百もも香かと続き、妹の背を守るようにして黒くろ媛ひめ。黒媛にくっつくようにして巴。道が狭いから、ほぼ一列になって進んだ。

　途中、何度も道がわかれていたものの、どこを通っても最終的には二九鼓村にいきつくということなので、可能な限り山の上へむかっているルートを選んだ。

　植物の匂い。水や土の匂い。動物の匂い。空気の中に溶け込んだ様さま々ざまな匂いが、鼻び孔こうを擦こするようにして肺に流れ込んでくる。

　次々と耳に飛び込んでくるのは、種類などまるでわからない鳥の声だ。

　理刀は、土や草や石や木の根を踏みしめながら、女の子たちの歩調に合わせて進んだ。

「みんなにきてもらって、ほんとによかった。こんな道、ひとりじゃ、無理だったかも」

　後ろから巴の声が聞こえてきた。か細い声こわ音ねには、不安が色濃くにじんでいる。

　一流の【死霊使いネクロマンサー】だから、〝恐怖〟という感情とは縁遠いような気がするのだが……。彼女は、とても恐こわがりだ。

「みんながいれば大丈夫！　巴ちゃんが不調でも、春日かすがさんの力でバシッと除霊しちゃえばいいもん！」

　百香が、山道の薄暗さを吹き払うような声を響かせた。

「名案だな」

　すぐに黒媛の声も聞こえてくる。

「きゅ。それいいわね。理刀が触ったら、悪霊なんてすぐに浄化できるじゃない」

「悪霊が物理的な攻撃をしてこなければ、という条件つきですわよ。触れればことがすむとはいえ、むこうが刃物を振り回すような礼儀知らずなら……」

「危ないわね」

「そういうことですわ」

　理り刀とは、肩越しに振り返った。

「オレにできることなら、なんでも言ってよ。でも、刃物を振り回すようなヤツだったら、ん～、スイートか巴ともえちゃんにバトンタッチだな」

「わたくし、理刀を守るためだったら、この身を捧ささげてもかまいませんわ」

「あっ！　いいことを思いついたわ。あんたを囮おとりにして悪霊を誘い出すって方法はどうかしら。あんたの骨、頑丈だからなかなか折れないでしょ？」

「ふふん。囮になる者は、太古の時代から狩猟チーム内の最弱者だと決まっています。理由は、もし失敗してその者が脱落しても、チームに不利益がないからですわ」

「きゅっ!?　もしかして、あたしがこの中でいちばん弱いって言いたいの!?」

「うふふふ。直接言って聞かせないとわかりませんか？」

「集団の中でいちばん弱い人がなるんなら、囮はわたしの役目ですね！」

「も、百もも香かがやる必要はないんだぞ？　もし囮が必要なときはわたしがやる」

「黒くろ媛ひめは大切な戦力ですから、ここはやはり……」

「ちょっと、なにあたしを見てんのよ！　人間の骨を折るのが好きな悪ヤ霊ツみたいだから、打たれ強いあんたがやりなさいよ」

「あ、あの、じょ、除霊、わたし、がんばるから……囮なんて……」

　女の子たちがわいわい騒いでいるのを背に、理刀は周囲を見回しながら進んだ。

　ピクニック気分も悪くないが、いまは悪霊が暴れている村を目指しているのだ。

　悪霊から見れば、自分たちは招かれざる客になる。いきなり襲われるかもしれない。

　聴覚や嗅きゆう覚かくが鋭いスイートがいてくれるし、死霊の気配に敏感な巴もいるから安心だけど……。自分ができる範囲のことはやっておきたい。

「ひ、ひとりだけっていうのは、よくないと思うから、み、みんなで囮になれば……」

　巴が出した案に思わず噴き出しそうになりながら、理刀は歩き続けた。

　みんなでやったら、囮の意味がない。それに我らがチームは……。

　レゾン学院で最高の能力値を誇る【死霊使いネクロマンサー】がひとり。

【時の統治者タイムルーラー】の姉妹。

　姉は、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝というふたつ名をもつトップクラスの少女。

　妹は、｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝の異名をもつ仮定未来視の能力者。

　魔族でありながら、四分の一だけ獣人の血をもつスイート・フォンターナ。

　同じく、魔界人であり幻げん術じゆつを操るキュート・フォンターナ。

　そして、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者。

　闘いになれば、巴の死霊とスイートの魔術、そして腕力が爆発するだろう。

　亜あ威い姉妹とキュートが要所をサポートすれば、理り刀との出番なんてほとんどない。

　応援に徹するのも悪くないけど……。




「そっち、遠回りでち」

　山に入り、何度目かの分かれ道を左に折れた直後、後ろから声が聞こえた。

　見ると、道からわずかに外れた藪やぶの中に着物姿の少女がひとり、ぽつんと立っていた。

　いつの間に？　周りを見回しながら進んでいたのに……。

　一三歳前後だろうか、小学生と中学生、そのどちらでも通用するような幼い顔立ちをしている。黒髪のおかっぱだから、幼く見えるだけかもしれないけど……。

「もう一方の道をいくでち。そっちのほうが絶対いいでち。おもしろいでち」

　おかっぱ頭の少女が、理刀のつま先がむいた先とは違う方向を指差した。

　巴ともえが、静かに少女を見つめている。

　黒くろ媛ひめが、早くもコンパクトを握にぎっている。

　百もも香かが、姉の背にくっついている。

　キュートが、唇を引き結んでいる。

「あなた、ご自分の臭においにお気づきですか？」

　スイートが、そう問いかけた。

　少女が、ニィィィィィと薄気味の悪い笑みを浮かべた。

「退ひくことをお勧めしますわ。ここで闘やり合えば、あなた、無事ではすみませんわよ？」

　スイートが、半歩、足を踏み出した。

　途端、おかっぱ頭の少女が着物の袖そでをひるがえし、すべるように森の奥へ逃げていった。




「二に九く鼓つづみ村を襲った犯人は、変へん化げかもしれませんわね」

　スイートの言葉に、百香がぴょこんと眉まゆをあげた。

「ヘンゲって、なんですか？」

「人間界の変化がどうなのか、くわしくはわかりませんが……魔界では、なんらかのキッカケで自らの魔力に気づき、長い時間をかけて変化術式を体得した人外のことですわ。年経へた獣に多く見られます」

　スイートの説明に、百香がふぅ～んと大きくうなずいている。

　そんな妹の肩を抱き寄せながら、黒媛が口を開く。

「さっきの子、変化だったのか？　わたしには普通の子に見えたが……」

「獣人とは似て非なる臭いを発していました。毛皮をまとったり、獣の血を体に塗っても、あの臭いは出せませんわ。皮膚の下にこもっていましたから」

　女の子たちが、互いに顔を見合わせる。闘う相手は悪霊だと思っていたのに、変化だったなんて……。まだそう確定したわけじゃないけど……。

　微妙な空気の中で動きをとめた彼女たちに、理り刀とはそっと声をかけた。

「ところで、どっちに進む？」

　敵が悪霊であれ変へん化げであれ、このメンバーなら大丈夫。引き返す、という選択肢はないと思ったから、とにかく意識を〝前〟へむけるキッカケをつくった。

　フォンターナ姉妹が、理刀に目をむけ、続いて道の先へ顔をむける。亜あ威い姉妹も気持ちを先へむけてくれた。巴ともえも静かな目を山の上へ。

　二択。理刀は最初、左へいこうとした。しかし、変化の女の子が右を指し示した。

「左に進むと、〝へとへとだね〟といった顔でだれもいない村につきます。右に進むと、〝あ、もうついちゃった〟といった顔で、だれもいない村につきます」

　水鏡を手にした百もも香かが、ニパッと笑った。

　仮定した未来を視みることができる彼女が言うことは、怪しい変化娘の言葉よりずっと信用できる。どちらにしろ村には着くらしい。違いは、遠いか近いかだけのようだ。

　選ぶなら、もちろん……。




　百香の未来視は正しかった。変化娘の言葉も、正しかったことになるけど……。

　分かれ道を右に進むと、五分も歩かないうちに開けた場所に出た。くねくねと曲がりながら、なだらかにのぼっていく道。そんな道の両側にひろがる段々畑。点々と見える家々。

　二に九く鼓つづみ村だ。

　人の姿は見えない。自然豊かな、それでいて薄ら寒い景色である。

「ふん。風に変化の臭においが混ざっていますわ」

　スイートが、鼻にしわを寄せた。

「敵は変化、というわけか」

　黒くろ媛ひめが、目を細めて周囲を見回した。百香が、そんな姉にピタッとくっついている。

「変化なんかに負けてたまるもんですか」

　キュートが、右肩をぐるぐる回している。やる気満々、といった様子だ。

「ほ、ほんとに、みんながきてくれて、よ、よかった。も、もしひとりだったら……」

　巴が、不安そうに身を縮めている。

　ふと見ると、上り坂のずっと先におかっぱ頭の少女が立っていた。距離にして五〇メートルほどだろうか。

　理刀たちの姿を認めるなり、少女は身をひるがえして逃げ出した。そして、先に見える大きな屋敷へ駆け込んでいく。

「百香、どうだ？」

　黒媛が、水鏡を覗のぞき込んでいる百香に顔を近づけた。

「んと、あのお屋敷に入ったら……楽しいことがあるみたい。わたし、笑ってるから」

「楽しいこと？　変へん化げは？」

「ん～、よくわかんない。〝もし、あのお屋敷に入ったら〟って仮定したから。他ほかにどんな仮定をしたらいいのかな？」

　亜あ威い姉妹の会話を聞いていたスイートが、

「笑っているのであれば、心配する必要はないと思いますが？」

　肩にかかった三つ編みをサッと払ったあと、坂道をのぼり始めた。

「そうね。時間を無駄にしてたら、変化が逃げちゃうわ」

　キュートも、スイートの背を追って歩き出す。

　うなずき合ったあと、黒くろ媛ひめと百もも香かも歩を進める。

「が、がんばる」

　妙に力んでいる巴ともえも、ちょこちょこと狭い歩幅で歩き出す。

　理り刀とも、屋敷にむかって強い一歩を踏み出した。




　開け放たれた玄関から入り、悪いと思いながらも、理刀は靴のまま屋敷へあがった。

　午後に入ったばかりの時間であるにもかかわらず、家の中は暗かった。住人が、避難するときにすべての雨戸を閉めていったらしい。

　それでも建物自体が古いため、雨戸の隙すき間まから差し込んでくる光だけで、十分に廊下を進むことができた。歩くたびにギシギシ音をたてるから、変化には位置が筒抜けだけど。

「獣臭いですわ」

　ゆっくりと廊下を進みながら、スイートがつぶやいた。

「れ、霊の気配は……………な、ないみたい」

　理刀の隣を歩く巴は、なんだか泣きそうな顔をしている。

　霊魂相手だと凛りんとしているのに、それ以外にはてんで弱い女の子である。

　前を歩く黒媛が、肩越しに苦笑いをむけてきた。

「ＮＳＫの情報収集能力は、あまり信用できないな。悪霊が相手だったら、巴ひとりでも楽勝だったはずだが……変化とかいう人に化ける獣が相手だと、ちょっと心配だ」

「でもでも黒くろ姉ねえ様さま、これで巴ちゃんがヘンゲをやっつけたら、｛謎エニグマ｝とＮＳＫの名前がドカンと有名になるかもだよ」

「もちろん、そうなるようわたしたちがサポートしなきゃな」

「あ、そっか。サポートが成功したから、未来のわたしが笑ってたんだね」

「ふふ、いい未来だ」

　黒媛が、百香の肩を愛いとおしげに抱き寄せた。

　直後、薄暗い廊下の先からパタパタパタッ、と足音が聞こえてきた。

「ぃや!?」

　巴ともえが、反射的に理り刀との腕にしがみついてきた。ふにっ。

　やわらかな感触が、肘ひじの辺りに……、ぷにん。

「ぁ、ごご、ごめんなさい！」

　ササッと身を離した巴が、弱い光でもハッキリとわかるほど顔を紅あかくして、理刀の顔をチラチラ見あげてくる。

　すぐにまた。パタパタパタッ。

「ひゃ!?」

　足音に驚いた巴が、また理刀の腕に飛びついてきた。ふにゃ。が、すぐに、

「ごごご、ごめん、なさぃぃ」

　ぴょんと飛び離れる。顔を真っ赤っかにして。

　最強の【死霊使いネクロマンサー】は、霊以外のことにはとことん弱いようで……。




　雨戸の隙すき間まから差し込む光を頼りに、足音を追いかけた。ゆっくりと廊下を進む。

　ギシギシ、ギシギシ、と一歩を踏むたびに軋きしむ廊下の先を、足音が逃げていく。

　パタパタッ。パタパタパタッ。

　時折、小さな背が薄うす闇やみにぼんやりと浮かびあがるのだが、走って追いかけようとするとスゥ～ッと消えてしまい、なんだか肩すかしを食らったような気分になった。

　少女が、現れたり消えたりを繰り返しながら、理刀たちを案内するように、そして誘うようにパタパタパタッと逃げていく。

「罠わながある、とみて間違いないですわね」

　スイートが、どこか嬉うれしそうにつぶやいた。

「んふふ、望むところよ」

　キュートが、胸の前で拳こぶしを握にぎる。

　彼女も、なんだか楽しそうな様子だ。緊張感をプラスにうけとめているのだろう。

「一〇秒くらいなら、屋敷中の時間をとめられる。もちろん、みんなは自由に動いてくれ」

　黒くろ媛ひめが握っているのは、ゴルゴンゾラからもらったというコンパクトのようだ。

「ねぇ黒くろ姉ねえ様さま、ヘンゲって人に嚙かみついたりするのかな？　カプッ、て……ふふ、想像しちゃった。カプッ、てわたしの手を嚙むの。ふふふ、なんだかおかしい」

「ハハハ、百もも香かはわたしから離れるな。大丈夫。いま、この瞬間を楽しめばいい」

　亜あ威い姉妹の声は微妙に上うわ擦ずっていて、楽しげで……。

　理刀は、女の子たちの様子をそれとなく窺うかがった。

　得体の知れない存在を追っているというのに、みんなどうしたのだろう？

　再び、パタパタパタッ、という足音が聞こえてくる。

　理り刀とは、曲がり角の多い廊下の先に意識を戻した。

　ひと呼吸後。バタァァァァァン！　と木戸を乱暴に打ちつけたかのような音が、廊下の澱よどんだ空気を刺し貫いた。

「にゃっ!?」

　尻尾しつぽを踏まれた猫のような悲鳴をあげながら、巴ともえがまた理刀の腕に抱きついてきた。

　ふにっ。すぐにまた、

「ぁぅ、ぁぁあ、ごごごぉ、ごめん、なさぃぃ」

　人に慣れていない野良猫のように、ぴょんと飛び離れた。

　何度も何度もごめんなさい。いちいち驚いてごめんなさい。情けなくてごめんなさい。

　いろんな〝ごめんなさい〟を凝縮した「ごめんなさい」を口の中でもごもごとこね回しながら、チラチラと理刀に視線を投げながら、これでもかというくらいに顔を真っ赤にしている。

「みんないるから、大丈夫だよ」

　理刀は、耳や首筋まで紅あかくなっている巴に笑いかけた。

　おそらく、先ほどの音は襖ふすまを乱暴に開けたか、もしくは閉めたときのものだろう。変へん化げが、薄暗い廊下からどこかの部屋へ入ったらしい。

　いきなり、キュートたちの歩調が変わった。

　するりと理刀を追い抜き、足早に廊下を進んでいく。

「ん？」

　キュートが、スイートが、黒くろ媛ひめが、百もも香かが、ギシギシと古びた廊下を踏みしめていく。

「く、黒媛？　キュート？　ぁ、ス、スイートも……百香ちゃん、あ、危ないよ？」

　巴だけが、理刀の隣でおろおろしている。

　四人の女の子たちは、廊下の角を曲がり、ギシギシと床板を踏みしめながら先へ先へ。

　理刀と巴は、「？」と顔を見合わせながらも、キュートたちの背を追うことしかできない。なにがどうなってる？

「暗いのは、やっぱりよくないな」

　黒媛が、いきなり木戸と雨戸を開け始めた。

　午後に入ったばかりの陽光が、薄暗かった廊下を明るく照らす。

「ふゃぁっ!?」

　巴が、理刀の腕をぎゅっと握にぎってきた。

　光が入ってきた廊下の隅を、数匹のネズミがちょろちょろと逃げていく。

　ネズミにも弱々な【死霊使いネクロマンサー】が、「ごめ……ぁ、ぃ」と蚊の鳴くような声で謝りながら、またまた頰ほおを紅くして理刀からスッと体を離した。

　ネズミなど気にも留めない様子で、キュートたちが廊下に面した部屋の襖を開け放ち、その中へ入っていく。

　雨戸の外を見やると、荒れ果てた庭があった。屋敷の裏手に回ってきたようだ。

　雑草だらけのひろい庭から、キュートたちが入っていった部屋へ目を移すと……。

「ちょ!?」

　見て、理り刀とは息を吞のんだ。

　キュートたちが、服を脱ぎ始めていたから。

　すでに上着を脱ぎ捨て、スカートのチャックに手をかけているキュート。いまから脚線美を惜しげもなく披露しますよ、という瞬間のドキドキ感がたまらない。

　なんでもてきぱきとこなすスイートや黒くろ媛ひめは、すでに上下とも下着姿になっていた。

　スイートが、髪と同色の薄紫色の下着。もちろん上下おそろ。慎つつましさの中からにじみ出ている色気が、上品な、それでいて強い吸引力をもっている。

　黒媛が身につけているのは、目にまぶしい水色のブラ。下は濃い青。妖あやしいほどの曲線美は、相変わらず破壊力抜群だ。

　百もも香かも、スポーツブラとパンツ姿。ブラとパンツのヒヨコマークが小学五年生の可愛かわいらしさを演出している。

　差し込む光が、女の子たちの半裸をこれでもかと照らし出す。

　バクバクバクバクバクッ、と心臓が駆け足を始めた。

「え？　み、みんな、なにを……」

　理刀の声で、巴ともえもキュートたちに目をむけ、

「りり、理刀くん、ダ、ァ、ダメッ！」

　部屋の中に飛び込んだと思いきや、後ろ手にぴしゃん！　と襖ふすまを閉めてしまった。

「…………………………」

　廊下にとり残された理刀は、ただただ呆ぼう然ぜんと突っ立っていることしかできなくて……。


　　　★★★



　美み々み津つ巴は、理刀の視線を襖で遮さえぎったあと、混乱しそうになる頭を懸命に落ち着かせながら、できるだけ素早く部屋の中を見回した。

　一二畳の部屋がみっつ、奥にむかってつながっている。

　左右の壁に五〇センチほどの間隔でロウソクが置かれ、そのすべてに火が灯ともされている。

　この屋敷に足を踏み入れたときからずっと、霊の気配は感じない。部屋の中にも霊気はない。ロウソクに火をつけたのはだれ？　敵は悪意をもつ変へん化げ？　それとも人間？

　心に潜ひそむ〝怯おびえ〟を抑え込みながら、巴はあらためて黒媛たちに目を移した。

　下着姿。理刀に見られちゃった。

　そう思うと、自分が見られたわけでもないのに顔が熱くなった。

「く、黒媛、どうして服を脱ぐの？　みんなも、そ、そんなに暑くないでしょ？」

　声をかけると、ようやく彼女たちがこちらに顔をむけてくれた。でも、「あ、巴ともえがいたの忘れてた」といった目で……。

「どうしたんだ？　早く着替えないと始められないぞ？」

　黒くろ媛ひめが、やさしい笑みを浮かべた。でもそれだけ。すぐに顔をそらしてしまう。

「始めるって、な、なにを？　みんな、なんだか……」

　ふと目をむけると、奥の壁に様さま々ざまな服がズラリとさがっていた。

　色違いのメイド服が数着。チャイナ服。フリルをふんだんにあしらったドレス。シックなドレス。ゴシックロリータのワンピースも何着か。他ほかにも、いろんな種類の服が……。

　巴は、部屋の中、その隅々にまで気を配った。やっぱり霊気は感じない。だとしたらスイートの言う変へん化げか、あるいは人間が隠れているということ。

「あたし、これがいいわ」

　いちばん奥の部屋へ入っていったキュートが、メイド服風のワンピースを手にとった。

「わたくしも、その服がいいですわ」

「他にも似たような服があるでしょ。あんたはそっちのヤツにしなさいよ」

「わたくし、暖色は好みじゃありませんの。そっちの青を基調とした服のほうが……」

「きゅっ！　早い者勝ちよ！　これはあたしが着るの！　手ぇ放しなさいよ！」

「そんなに強く引っ張ったら、服が破れてしまいますわ。あなたのきれいな銀髪には、ほら、こちらの素晴らしいドブねずみ色の服がお似合いだと思いますけど？」

「きゅ───っ！　そんな色なんて絶対に嫌よ！　あたしはこっちの服にするの！」

「ちょっと、そんなに引っ張ったら、服が……」

　キュートとスイートが、一着のメイド服をとり合っている。そして、左右から引っ張り合うこと数秒……、ビリビリィィィとスカートを引き裂いてしまった。

　すると、ふたりともポイッとメイド服を畳の上に投げ捨て、

「あんたのせいよ」

「あなたが強く引っ張るからですわ」

　文句を言いながらも、すぐに次の服をさがし始めた。

　なにかがおかしい。

「あたし、これにしよっと」

　百もも香かが、真っピンクなゴスロリのワンピースを選び、体に合わせている。

「ふむ、わたしの体に合うヤツは……」

　黒媛が、最愛の妹へ慈愛に満ちた微笑ほほえみをむけようともせず、自分の服を選んでいる。

　もしかしたら、みんな操られてる？

　どうして自分だけ正気でいられるの？　という疑問には、すぐにこたえが出た。屋敷に入ってから何度も理り刀とに触れたから。

　胸の奥が、ぽわわわっとあたたかくなる。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者である彼と接触したことにより、何者かの支配をはね除のけることができたのだろう。だとしたら……、この部屋でもたもたしていられない。

　意識を集中させ、仲間たちを視つめた。

　すると、繰り糸のような霊気の流れが視みえた。死霊たちを操るときに使用するモノとは違った、初めて目にする霊い色ろ。黒くろ媛ひめ、キュート、スイート、百もも香かのひとりひとりを包み込んだその力が、それぞれ天井裏へ四本の霊い糸とを伸ばしている。

　この屋敷には、少なくとも四体のなにかが潜ひそんでいる。

　理り刀とに触ってもらえば、黒媛たちを呪じゆ縛ばくから解放できるはず。急いで……。

「みんな、早く服を着て！」

　だれもこちらに顔をむけてくれない。

　有無を言わさず襖ふすまを開け、理刀を引き入れてもいいけど……、みんな、まだ下着姿だから……。友だちのそんな姿を彼に見せることが、なんだか躊躇ためらわれて……。でも、妖あやしい霊気の存在は無視できなくて……。

　いま、自分がやるべきことは？

　黒媛たちの意識を支配し、彼女たちを霊気で包み込んでいる者たちへの牽けん制せい、そして不意の攻撃に備えるためにも、死霊を召喚しておこう。

　巴ともえは、意識を集中させた。媒体である白金プラチナのブレスレットに力を注そそぎこむ。

「病苦の蝕むしばみ、夢遊の腐り、破傷の爛ただれ。雷雲の苗なえ床どこに……」

「巴、着替えないのか？」

　下着姿の黒媛が、歩み寄ってきた。

　こたえず、巴は呪じゆ文もんの詠唱を続ける。

「根を張りし絶叫花うたひめよ、汝なんじら……」

「ほら、手伝ってやるから」

　いきなり胸もとのボタンに手をかけられ、それを素早く外されたから、

「ぁ、やん」

　一瞬にして集中力が途切れてしまった。黒媛を包み込んでいた霊気も視えなくなる。

「巴、まだ服着たままなの？」

「みんな、もう脱いでますわよ？」

　いつの間にか、キュートとスイートがすぐ横にいた。彼女たちも下着姿のまま。

「巴ちゃん、急いで着替えないと間に合わないよ？」

　百香も、すぐ後ろに。

「ま、間に合わないって、なにが……」

「ふふ、急がないとみんな待ってるぞ」

　黒くろ媛ひめから、流れるようなスピードでシャツのボタンを外された。ぷちぷちぷちっ。

「く、黒媛、やぁ、ぁ、め……」

「ほらほら、早く早く」

「時間を無駄にしてはいけませんわ」

「うわぁ、巴ともえちゃんってスタイルいい」

　キュート、スイート、百もも香かの三人が、まるで何度も練習を重ねてきたかのような動きで、左右と後ろから巴のシャツをつかみ、サササッとはぎとっていく。

　脱がされた、という実感が湧わかないほどの素早さだ。

「ゃ、んん、ちょ、ちょっと、やめ……………ゃん、んぁっ！」

「ふふ、恥ずかしがらなくていい。ここにいるのは、みんな同性なんだぞ？」

　黒媛が、大きな胸を押しつけるようにしてくっついてきた。

　顔と顔の距離は、ほんの数センチ。

「く、ろ、ひめ、やぁ……ひゃん！」

　彼女の指が、巴の脇わきをツツツゥと這はい下りた。くすぐったさが寒気となり、ゾクゾクゾクッと波打ちながら全身へひろがっていく。

「巴ったら、恥ずかしいの？　顔、真っ赤になってるわよ？」

「うふふ。ここには、女性しかいませんのに」












「巴ともえちゃんって、照れ屋さんだから」

　キュートとスイートが左右から。百もも香かが背後から。

　素肌を合わせるようにして、身を寄せてくる。ぴとぴとぴとっ。

「ちょ、みみ、みんな……ぁっ、ん、ゃだ。そんなとこ、やめ……」

　胸を触っているのはだれ？　あ、お尻しりに手が。太ももの内側にも……。

「ひゃ！」

　耳もとに息を吹きかけられ、ぞわわわっと肌が粟あわ立だった。

「前から思ってたけど、巴の体って、すっごくバランスがいいのよねぇ」

「胸もほどよく張りがあって、余分な肉もなくて、肌もなめらかで、羨うらやましいですわ」

「巴ちゃんみたいな人って、〝いいとこどりのスレンダーちゃん〟っていうんだよ」

「絶妙な大きさだな。うん、さわり心地ごこちもいい。このサイズなら、見た目も美しいし、全体のバランスも崩れない」

　みんなが、よってたかって巴の体をなでさすってくる。

　ぺたぺた。なでなで。さわさわ。むにむに。すりすり。たわんたわん。むぎゅむぎゅ。

　正面の黒くろ媛ひめなんか、ブラの上から両胸に手を当て、もみもみもみもみもみ。

「きゃ、ん、ほ、ほんとに、もぅ、やめ、てぇぇ、ぁ、んんん、ゃぁあああぁぁぁん！」

　巴は、わたわたと両腕を上下させながらも、どうしていいのかわからなくなった。

　友だちを力まかせに突き飛ばすこともできず。理り刀とが部屋に飛び込んでくるかもしれないから、大きな声で叫ぶこともできず。ただただ身をよじるばかり。

「だめぇ」

　くねくね。わたわた。むにむに。あせあせ。ぺたぺた。なでなで。さわさわ。もみもみ。

　顔が熱い。気持ちが崩れ、徐々に意識が霞かすみ、いけない、このままじゃ、自分も……。


　　　★★★



　理刀は、気持ちを落ち着かせながら廊下で待ち続けた。

　キュートたちが、いきなり服を脱ぎ始めた。どうして？　理由は不明。

　直後、部屋に飛び込んだ巴が後ろ手に襖ふすまを閉めた。

　こちらの理由は明確だ。友人たちの下着姿を理刀に見せたくなかったから。

　見ちゃったけど……。

　それにしても遅い。もう、五分以上経たっている。中からは物音ひとつ聞こえてこない。

　なにかあったのか？　この屋敷の中には、間違いなくなにかが潜ひそんでいる。仲間がバラバラに行動するのはよくない。

「巴ちゃん？」

　思いきって、呼びかけてみた。

「…………………………」

　返事がない。

「開けるよぉ？」

　言いながら襖ふすまに指をかけ、そろそろと開けてみた。と、

「あ、り、理り刀とくん、もう少しだから、ちょ、ちょっと待ってて、ぁ、とと、んしょ」

「うぉ！　あ、え、っと？」

　全裸!?　の巴ともえが立っていた。

　理刀は、数回瞬まばたきを繰り返した。

　彼女が、いままさに着ようとしていたのは……………………、真っ赤なドレスだった。

　巴が、頭からかぶるようにして深しん紅くのドレスを身につけ、肩かた紐ひもの位置を直したり、腰や太もも付近にできたシワを丁寧に伸ばしていく。薄い両肩が丸見え。胸もともひろく開いていて……。

　胸の部分にあしらわれた刺し繡しゆうは、翼をひろげた鳥をイメージしているのだろうか、とても上品である。体にピッタリと貼はりつくような生地であるため、彼女の細さが強調され、ドキドキだ。でも、どうして下着を上下とも外して着る必要が？　それ以前に、どうしてドレスに着替える必要があるの？

「巴ちゃん、そ、それは？」

　理刀の問いかけに、巴が嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　いや、微笑まれても……。

「じゃじゃ～ん！」

　いきなりの声。

　部屋の隅に身を寄せるようにして立っていたのは、キュートたちだった。

　彼女たちが、どこかもったいぶった足どりでひろい部屋の中央へ歩いていく。

　なにがどうなってる？

　巴も、理刀にしっとりと濡ぬれたような視線を投げたあと、部屋の真ん中へ足を進めた。

　理刀は、部屋へ一歩も踏み込むことができず、ただただ女の子たちの行動を見ていることしかできない。

　フリルだらけのメイド服を着たキュートが、くるっと一回転。その際、ふわっと浮かびあがったスカートが、なんとも可愛かわいらしい。

　正統派のメイド服を身につけたスイートが、襟えりもとのリボンを整えたあと、お腹なかの前で手を重ね合わせた。楚そ々そとした立ち姿が美しい。

　カウボーイスタイルの黒くろ媛ひめが、自らの胸を下から支えるようにしてたぷたぷとゆらしながら、「これはすごいな。〝ぽろり〟すれば、効果絶大だ」なんてことをつぶやいている。

　ゴスロリスタイルの百もも香かが、キュートのマネをするようにくるくる回っている。

　そして、体の線を強調しまくりな深紅のドレスを身につけた巴が、まるでファッション・ショーのモデルのように腰を突き出すような色っぽいポーズをとっている。

　みんなどうした？　確かに、似合ってるし、きれいだし、笑顔も華やかだけど。

　それは、いきなりだった。

　ちゃんかちゃんかちゃんちゃん♪　ちゃかちゃかちゃん♪　ちゃかちゃんちゃん♪

　全身の力が抜け落ちてしまいそうな、間抜けな音楽が聞こえてきた。

　ここでようやく、理り刀とは部屋の中へ足を踏み入れた。

　廊下側の隅、ロウソクの明かりに浮かびあがっていたのは、畳の上に置かれた古いラジオだった。緊張感のない音楽は、そこから流れ出ている。

　スイッチを押したのはだれだ!?　キュートたちは全員、理刀の視界の中にいた。彼女たちはラジオに近づいてさえいない。

「さあ、栄光の座を勝ちとり、祝福の〝はぐ〟をうける少女はだれなのかち！」

「っ!?」

　声に、理刀は部屋の中央へ目を戻した。

　キュートたちの前に、ひとりの少女が立っていた。

　山道の途中で、二に九く鼓つづみ村への近道を教えてくれた着物姿の子だ。スイートに詰め寄られ、森の中へ逃げ込んでいった、おかっぱ頭の女の子。

　ラジオの音楽に気をとられ、キュートたちからちょっと目を離した隙すきに……。

　理刀は、少女をにらみつけた。

　着物姿におかっぱ頭という、日本人形のような少女が、半歩だけ身を退ひく。

「怖い顔をしないでち」

「お前、みんなになにかしたのか？」

「いまから〝みすこん〟を始めるでち。わたちはヨウコリン。大会の進行係でち」

　おかっぱ頭の少女、ヨウコリンが、どこか泣きそうな顔で両手をひろげた。

　身長が百もも香かよりほんの少し高い程度のヨウコリンが、いまにも涙をあふれさせそうな顔をしているから……、強く出にくい。

　それでも、ヨウコリンはおそらく変へん化げだから……、と理刀は気持ちを引きしめた。

　でも、〝みすこん〟って？　ミス・コンテストのこと？

　つまり、ここで美人コンテストをやりたいのか？　なぜ？　どうして？

「つき合ってられるか」

　理刀は、ずかずかと部屋に足を踏み入れた。

「おさわりはダメでち！」

　ヨウコリンが、壁際へサッと身を退きながら叫んだ。

　ほぼ同時に、キュートたちも部屋の奥へ逃げていく。

　おさわりって……。

　理り刀とは、女の子たちに目をむけたあと、あらためてヨウコリンへむき直った。

　見た目は、とてもひ弱そうな子だ。それでも、正体は危険な獣かもしれない。

　ヨウコリンが、着物の袖そでをくるっと腕に巻きつけた。

「不満でちか？　でも、参加女子を守るのはわたちの役目でち。だから、おさわりは辛抱してほしいでち。あとで〝はぐ〟をしてもらうでち。それまで待ってほしいち」

「はぐ？　なに言ってんだよ。お前のやってることは……」

「大会進行係は、観客の目を楽しませることも忘れないでち」

「いったい、なにがやりたいんだ？」

「〝みすこん〟に水着審査はつきものでち。でも、水着がないち。だから、参加女子の脱ぎっぷりを審査してほしいでち」

「お、おい」


　　　★★★



　巴ともえは懸命に抗あらがった。呪じゆ縛ばくを押しのけようと精神を集中させた。

　でも、体が勝手に動く。勝手に服を着て。勝手にしゃべって。

　黒くろ媛ひめも、キュートも、スイートも、百もも香かも、みんなこの状態なのだろう。

　彼女たちの表情は、いつも通り。声こわ音ねにも変化はない。なのに体を操られている。

　自分も、意志に反して窮きゆう屈くつなドレスを着てしまった。下着の線を出さないよう、上下とも脱ぎ捨てて。だからいま下着は一枚も身につけていない。それがなんだか、恥ずかしくて……。理刀にも、裸、見られて……。ほんの数秒だったけど……。

　彼の姿は見えている。声も聞こえている。

　ヨウコリン、という怪しい少女の動きも捉とらえることができている。

　でも、動けない。

　恥ずかしい。それ以上に悔しい。そして、悔しさを保てないほど怖い。すごく怖い。

「不満でちか？　でも、参加女子を守るのはわたちの役目でち。だから、おさわりは辛抱してほしいでち。あとで〝はぐ〟をしてもらうでち。それまで待ってほしいち」

「はぐ？　なに言ってんだよ。お前のやってることは……」

「大会進行係は、観客の目を楽しませることも忘れないでち」

「いったい、なにがやりたいんだ？」

「〝みすこん〟に水着審査はつきものでち。でも、水着がないち。だから、参加女子の脱ぎっぷりを審査してほしいでち」

「お、おい」

　体が、また勝手に動き始めた。右手が、肩かた紐ひもを横へずらしていく。そして、左手も肩紐を……。それ以上やると、ドレスが下にずれて、胸が、見え……、やだ。

　黒媛たちも、服を脱ぎ始めている。

　どどどどど、どうしようっ!?


　　　★★★



　理り刀とは躊躇ためらわず、服を脱ぎ始めた女の子たちに駆け寄り、次々とその体に触っていった。

　百もも香かの背に。黒くろ媛ひめの腕に。キュートの肩に。スイートの頭に。

　巴ともえだけが、素早く身をひるがえして逃げようとしたから、ヘッドスライディング気味に飛びついてドレスのスカートをつかんだ。

「きゃん」

　勢いのまま彼女の足首をつかんだため、

「ひゃん」

　巴が、バタ～ン、と前のめりに倒れてしまった。

　でもこれで、もとに戻ってくれたはず。

　理刀は、巴の足首から手を離した。

「あ、あのっ、りり、理刀くん、ぁぁ、あ、ありが、とぅ」

　彼女が、顔を真っ赤にしてサッと立ちあがった。ずれた肩かた紐ひももササッともとに戻す。

　一方、キュートたちはその場にパタンと倒れたまま動かない。気絶してる？　なぜ巴だけ意識を保つことができているんだ？　勢いよく倒れたことで、気つけになった？

　すぐ近くで、ヨウコリンがおかっぱ頭をぷるぷると振っている。

「操り術が破られたち!?」

　いきなり畳に倒れ込み、ゴロゴロと転がり始めた。

「あわわわわわわわぁ、あの男子怖いち。操り術、ぶち壊したち。どうするち。〝みすこん〟できないち。もうダメち。じいちゃんに顔むけできないち。申し訳ないち」

　じいちゃん？

　理刀は、ヨウコリンの言葉に引っかかりを覚えた。

　そのとき、パタパタパタッと天井裏をなにかが走るような音が聞こえてきた。

　大きなネズミ？　音は、庭のほうへむかっていく。

「怖いちぃ！」

　ゴロゴロと転がっていたヨウコリンが、畳を蹴けってぴょんと跳ねた。そして、理刀が開けた襖ふすまから外へ逃げていく。

　理刀は、倒れたまま動かないキュートたちに素早く目を投げたあと、庭へむかって駆け出した。ここでヨウコリンを逃がすわけにはいかない。

　巴もついてくる。




「ギャオオオオオオオオオオオォォォウち！」

　微妙に迫力のない咆ほう吼こう。

　雑草だらけの庭、その中央付近に巨大な竜がいた。

　純和風といった竜の頭は、人間などひと吞のみにできそうなほど大きい。胴の太さはひと抱かかえほど。長さは一〇メートル以上はあるだろうか。前足のかぎ爪づめが、午後の陽光をぎらりと弾はじいている。

「な、なんだよ、あれ……」

　理り刀とは、自分の声が微妙に裏返っていることを意識しながら、竜と対たい峙じした。刺とげ々とげしい牙きばでガブリとやられたら、腕の一本くらい簡単に食いちぎられそうだ。

「ガオオオオオオオオオオオオオゥち！　ウゴウゴオオオオオオオオオオオオオオち！」

　竜が、いまいちピリッとしない咆ほう吼こうを繰り返している。

「理刀くん、ここはわたしが……」

　理刀と肩をならべていた巴ともえが、ゆっくりと足を進めた。

「毒煙けむりの宴うたげ、禍か風ぜの祝、棘筵むしろの寝床。とめどもなく吞み、際限なく食らう大口蟲むしたちよ。我が声を聴け。見よ、腐臭漂ただよう食卓は汝なんじらの鼻先にあり。顎あぎとをあげよ。怠慢なる触手てあしを伸ばし、疾とく幽光ひかりに集つどえ」

　彼女の落ち着いた声に呼応し、地面の下から姿を見せたのは、巨大なイモムシだった。

　一匹ではない。二匹、三匹、四匹、五匹……、とにかくぞろぞろと出てきた。

　胴回りは理刀のウエストほど。体長は二メートル前後か。竜よりかなり小さいが、数の面では圧倒的である。

　理刀は、肩越しに屋敷を見た。倒れているキュートや黒くろ媛ひめの姿が見える。

　黒媛は、意識を失っていて正解だったかも、なんてことを考えた。虫がとんでもなく苦手な女の子だから。

　巴が、竜にむかって右手を突き出した。

「往ゆけっ！」

「ガオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオち！　ガウウウッち！　ガウガウち！」

　竜が、群がってくるイモムシを懸命に威い嚇かくしている。だが、威嚇しているだけで、火を吐こうともしなければ、鋭い牙で攻撃しようともしない。

　巨大イモムシが、いもいもむしむしと竜に群がっていく。

「ガ、ガオオち。く、くるなち。あぁ、あっちいけち。やめろち。嚙かむなち。痛いち」

　竜が、鋭いかぎ爪でペシペシとイモムシを叩たたきながら、声を震わせている。迫力ゼロ。

　いもいもむしむしにペシペシで応戦しつつ、涙混じりの声で「ガ、ガォ、ガオオち」と威嚇を続けること一〇数秒。

　竜が、とうとう悲鳴をあげた。

「たぁぁぁすぅぅぅけぇぇぇてぇぇぇち」

　巨大な蛇身が、パッ、と消えてしまう。

「散っ！」

　巴ともえがすぐさま、右手で宙をつかんだ。

　途端、巨大イモムシの大群も煙のように消える。

　その直後だった。

「隙すきありぃぃぃちっ！」

　竜がいた場所から、突然ヨウコリンが姿を現した。と思いきや、素早い動きで巴に飛びかかり、

「あっ!?」

　まさに一瞬だった。

　交差する巴とヨウコリン。その際、勢いよく引っ張りあげられた深しん紅くのスカート。

　流れるような動きでのスカートめくりは、まさに妙技。

　理り刀との目に、白い太ももがもろに飛び込んでくる。

「ぃやん!?」

　反射神経のいい巴が、股またの間ギリギリのところでスカートを押さえることに成功した。

　お尻しりの丸みが、ちょっとだけ見えているけど……、とにもかくにもギリギリセーフ。

　彼女はいま下着をつけていないから……、心臓に悪すぎる。

「戦略的撤退ち！」












　スカートめくりを完全に成し遂とげることができなかったヨウコリンが、庭をとり囲むように生い茂っている藪やぶの中へ逃げ込んでいく。

「り、理り刀とくん、み、みみ、みんなをお願い！」

　顔を真っ赤にした巴ともえが、スカートを素早く下ろしたあと、ヨウコリンを追って駆け出した。ヨウコリンを追う、というよりも、恥ずかしいからこの場を離れたい、といったようにも見える。

「巴ちゃん、無理に追わないほうが……」

　理刀の声に振り返ることなく、耳や首まで紅あかくした彼女が藪のむこうへ体をすべり込ませていく。

　巴が心配だけど……。

　理刀は、屋敷にむき直った。キュートたちのほうも心配だから……。

「？」

　彼女たちの姿が見えない。あれ？

「こっちよ」

　声に顔をむけると、庭の隅にキュートたちが身を寄せ合うようにして立っていた。

　いつの間に？

　スイート、そして黒くろ媛ひめと百もも香かもちゃんといる。みんな目を覚ましたようだ。

　ガサッという音に、理刀は心持ち身構えながら振り返った。

　巴が姿を消した藪から、ヨウコリンが飛び出してきた。

　巴は？

　なんだか嫌な予感がした。

「〝はぐ〟ち！　いろいろ流れを端折はしよって、〝はぐ〟に入るち！」

　ヨウコリンが、理刀から距離をとりつつ、ススス───ッと屋敷のほうへ回り込む。

　はぐ？

　入れ替わるように、キュートたちが藪へ歩み寄っていく。ヨウコリンには目をむけようともしない。

　なんだ？　もしかして、また操られているのか？　だったら……。

「そこな男子！　おさわりするなら覚悟を決めるち！」

　ヨウコリンの言葉に、理刀は出そうとした足をとめた。

「覚悟って……」

「ふはははははぁ～ち！　そこな男子は、優勝者に〝はぐ〟をするという大役を担になってるち。だから、軽い気持ちでのおさわりは慎んでほしいち」

　はぐ、って……。〝抱きしめる〟という意味の〝ハグ〟ってこと？　でも、優勝者とか、さっぱり意味がわからない。それに、つき合ってやる義理もないから……。

「ったく」

　理り刀とは、ヨウコリンを無視してキュートたちへ再びむき直った。が、

「女子たちの中にホンモノはひとりだけち。あとは全部ニセモノち。そこな男子は、ホンモノだと思った女子を〝はぐ〟するち。そうすれば、残りの仲間も無事に返してやるち」

　また、踏み出そうとした足をとめた。

　ニセモノ？　キュートたちが？　本物がひとりだけということは、三人が偽者？

　理刀は、キュートを、スイートを、黒くろ媛ひめを、百もも香かを、ひとりずつ見つめた。これといって、変なところはないようだけど……。でも、また操られているだけだとしたら……。

　そのとき、ガサガサッと藪やぶがゆれ、巴ともえが戻ってきた。
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　ヨウコリンの後ろ姿を見失い、薄暗い森の中を深追いするのも怖いから……、巴はすぐに屋敷の庭へ引き返した。

　スカートをめくられた、という腹立たしさはそんなにない。そんなことよりも、理刀の目に足のつけ根までさらしてしまった、ということが恥ずかしくて。下着、つけてないのに。でもでも、操られているときに着替えを見られたし、ちょっと前にも封印庭アークの温泉でビキニ姿を披露したことだってあるし。彼になら、見られても、嫌じゃないから……。

　様さま々ざまな理由をこじつけて自らを納得させながら、巴は入ってきた藪を抜け、理刀が待つ場所へ戻った。と、

「仲間は預かったのん」

　いきなり目の前に現れたキュートが、わけのわからないことを言ってきた。

　無事に目を覚ましたの？　でも……、のん？

　続けて、黒媛が顔を寄せてくる。

「あんたはしゃべったらダメだよぅ。ずっと下をむいてるんだよぅ。口を動かしたらよぅ、仲間の命は保証しないよぅ」

　彼女の瞳どう孔こうがひろがり、目が黒一色に染まる。

「っ!?」

「動くなし。言うとおりにすれば、仲間は傷つかないし」

　スイートに右腕をつかまれた。

　どういうこと？　また操られて……。いや、目が違う。それに、先ほどのように繰り糸のような霊気が視みえない。とすると、ヨウコリンの仲間が化けている？

「あのだんしをみちゃダメなのねぇ。したをみてるのねぇ」

　巴の左横に立った百香が、小さな唇の端からチラッと鋭い牙きばを覗のぞかせた。

　少し離れた場所に理刀の姿が見えた。彼から五メートルほど離れたところにヨウコリンも。藪のむこうへ逃げ込んだと見せかけて、先にこの庭へ戻ってきていたようだ。

「下をむいてるんだよぅ」

「かおをあげちゃダメなのねぇ」

　黒くろ媛ひめと百もも香かに化けた何者かのささやきに続き、

「目で合図を送るなし」

　スイートが、つかんだ手に力を込めてくる。

「仲間に会いたかったらのん、言うこと聞くのん」

　キュートの目も黒に染まっている。が、瞬またたく間にもとの空色に戻り、笑顔になる。

　黒媛が、顔を近づけてきた。

「あの男子の気を惹ひきたければよぅ、〝ぽろり〟をやればいいよぅ。それ以外はよぅ、なにもやったらダメだよぅ。〝ぽろり〟限定だよぅ」

「ぽ、ぽろり、って？」

「簡単だよぅ。ここをよぅ、思いっきり下げればいいよぅ」

　黒媛が、巴ともえのドレスの襟えりぐりに指をかけ、そっと引き下げた。

「ぃやっ!?」

　巴はとっさに彼女の手を振り払い、身を縮めた。

　ぽろりって、まさか、胸を……、ってこと？　下着、つけてないのに。下着つけてても、理り刀との前でそんなことできないのに。着替え見られたけど、足のつけ根まで見られたけど、それは不可抗力で……。自分から見せるなんて、そんなの、絶対、無理。無理無理無理。

　ぽろりが無理なら、闘う？　それとも、下へ手たに動けばみんなが傷つけられるかもしれないから、しばらく様子を見る？　どうする？　ぽろりなんて……、どうしよう……。

　迷う巴に構うことなく、ヨウコリンが両手をひろげた。

「さあ、そこな男子！　ホンモノだと思う女子に〝はぐ〟するち！」

　この場で闘うか否か……、という二択が、一瞬のうちに頭の外へ弾はじき飛ばされた。

　代わりに脳内へ飛び込んできたのは……。

　はぐ？　剝はぐ？　ハグ？　……もしかして、抱きしめろ、ってこと？　え？　えぇ!?

　偽者の黒媛たちが、サササッと横一列にならんだ。

　偽スイートも、巴の右腕を離して横に立つ。その際、

「顔をあげるなし。目であの男子になんらかの合図を送ったらし、仲間が危険にさらされるし。あんたがやっていいのは、〝ぽろり〟だけし。肝に銘じておくし」

　笑顔のままつぶやいた。

　巴は、言われるままに深く頭こうべを垂れた。視線も靴の上に落とす。

　みんなの安全が最優先だから……。しばらくの間は従うフリをしておこう。

　ぽろり、とか……。ハグ、とか……。もう、頭が、ぐちゃぐちゃで……。


　　　★★★



「さあ、そこな男子！　ホンモノだと思う女子に〝はぐ〟するち！」

　トーンの高いヨウコリンの声が、荒れた庭に響き渡った。と、藪やぶのむこうから戻ってきた巴ともえを真ん中にして、キュートたちが肩をならべた。

　巴を除き、みんなキラキラの笑顔。

　巴だけが、うつむいたまま顔をあげようとしない。

　理り刀とは、仲間たちからヨウコリンへ視線を移した。

「お前ら、いったいなにがしたいんだ？」

「男子なら、ご託をならべる前に〝はぐ〟するち！　話はそのあとち！」

　ヨウコリンが、ぶんぶんと両手を振りながら眉まゆを逆さか立だてる。警戒しているのだろう。五メートルほど距離をとったまま、決して近づいてこようとしない。

　細い息を吐いたあと、理刀は再び女の子たちへ目をむけた。

　巴以外、全員がニッコリと微笑ほほえんでいる。爽さわやかなほど。

　また操られているのなら、全員が本物ということになる。もし、ヨウコリンの仲間が化けているのであれば、本物のキュートたちはどこかに囚とらわれている、ということで……。

　巴だけが顔を伏せている理由は？　操られている？　先ほど女の子たちだけでなにやら話していたから、脅おどされている、とか？

「〝はぐ〟するち！」

　ヨウコリンの声に顔をしかめながら、理刀は女の子たちにむかって足を進めた。

「理刀、どう見たってあたしが本物でしょ？」とキュートが笑顔を輝かせた。

「わたくし以外、みんな偽者ですわ」とスイートが目を細めた。

「ふふ、わたしには、みんな本物に見えるぞ」と黒くろ媛ひめが、余裕に満ちた笑みを浮かべた。

「はい。わたしがホンモノでぇす」百もも香かが、元気に右手をあげた。

　巴だけが、黙ってうつむいたままそろそろっと右手を動かし、ドレスの襟えりもとに指をかけた。その手は微かすかに震えている。

　下をむいていても、彼女の顔が真っ赤っかになっているのがよくわかった。首どころか、剝むき出しになった鎖骨あたりまで紅あかくなっている。

　女の子たち全員が本物に見えるけど……。素早く全員にタッチしてみる？　でも、そんなことをしてヨウコリンが気を悪くしたら？　操られているのではなく、もし獣が化けているのであれば、本物のキュートたちを危険な目に遭あわせることになる。

　みんなの安全が最優先だから……。ここは従うフリをしておいたほうがいいだろう。

　問題は、だれを選ぶか……、だけど。

　自分の感覚を信じるなら……。
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　理刀がゆっくりと歩み寄ってくる。顔を伏せていても、気配でわかった。

　巴ともえは、血流が速くなっていくのを感じた。どんどん速くなる。速く速く速く。

　そのせいで、どう我慢しても顔が熱くなっていく。心臓が痛いほど跳ね回っている。

　ぽろり。ハグ。ぽろり。ハグ。ぽろり。ハグ。ぽろり。ハグ。ぽろり。ハグ。ぽろり。

　頭の中がぐるぐるぐるぐる回り続けている。ぐるぐるぐるぐるぐる。

　はわわわわわ。ぽろりなんて絶対絶対絶対、無理。ハグなんて……、心臓、耐えられない。パンッて破裂しちゃう。

　いま、ドレスの下、なにもつけていないのに。ブラも、パンツも、なにも……。

　でもでも……、〝抱きしめてもらいたい〟という想おもいがあるのは確かで……。

　彼の胸に頰ほおを押しつけてみたい。

　彼の腕に包み込んでもらいたい。

　彼の心に溶け込んでしまいたい。

　とても恥ずかしいけど、心臓が耐えられないかもしれないけど、身のほど知らずかもしれないけど、春日かすが理り刀とという男の子に抱きしめてもらえたなら……、きっと……、自分という人間をもっと好きになることができそうな気がするから。

　彼が選んでくれた女の子。彼に抱きしめてもらえた女の子。美み々み津つ巴は、そんな子。

　そう思えるようになれたら。…………………………そう思えるようになりたい。

　理刀が、巴の前で足をとめた。少し汚れたスポーツシューズが、すぐ目の前に！

　ぽろりなんかしなくても、彼なら……。ドキドキをさらりと通り越し、バクバクをするりと通過した心臓が、バックンバックンと激しく舞お踏どり始めた。強烈なビート。

　顔、恥ずかしくてあげられない。ぽろり。ハグ。ぽろり。ハグ。ぽろり。ハグ。ぽろり。

　彼の手が、そろりと伸びてくる。ぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐる。

　そして……………………、ポンと……………………、左肩にやさしい重みを感じた。

「巴ちゃん？」

「ぁ……」

　巴は、下へ手たをすると気を失ってしまいそうなほどの立ちくらみを感じながら、そろそろと顔をあげた。理刀の胸、首、アゴ先、が目に映る。それからようやく、彼のホッとしたような顔が見えた。

　彼の右手は、いま、自分の左肩にのっていて……。

　ハグ……、は？

「選んだ女子には〝ハグ〟する決まりし」

　偽スイートが、理刀の腕を小突いた。途端、彼女の体が煙のように消えてしまった。

「なっ!?」

　代わりに現れたのは、四つ足の獣だった。中型犬ほどの大きさは……、キツネ？

「こ、この男子っ、操り術どころか、化け術もぶち壊したのん！」

　偽キュートが、大きく目を見開いた。

「怖いよぅ！」

「サトはねぇ、もういやなのねぇ！」

　偽黒くろ媛ひめと偽百もも香かも騒ぎ出す。

「みんな逃げるち！」

「きゅ──────────────────────────────────っ！」

　ヨウコリンの声を、キュートの叫びが搔かき消した。

　屋敷の縁側から、キュートたちが駆け出してくるのが見えた。

「ふふん、あの程度の麻酔術式なら、ものの数分で分解することができますわ」

　跳躍とんできたスイートが、逃げようとしたサトコリンの前に立ちふさがった。

「不覚ち！」

　身をひるがえしたサトコリンが、その体勢のまま動きをとめた。ふわりと浮いた黒髪も、横に流れた着物の袖そでも、重力に逆らったまま制止している。

　キュートといっしょに、コンパクトを開いた黒媛も庭に下りてきた。続いて百香も。

　巴ともえは、空間に縫いつけられたヨウコリンへ目を移したあと、すぐそばの理り刀とをチラリと見あげた。彼と目が合いそうになったため、慌あわてて視線を落とす。

　ハグの代わりに、肩をやさしく触られただけ。

　それが、ちょっと残念だけど……。本物だと気づいてもらえたことが、嬉うれしくて。
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　理刀たちは、時間をとめられたヨウコリンを囲むようにして、顔を見合わせた。

「巴が見たのって、キツネだったんでしょ？　だったら、この変へん化げの正体もキツネってことになるんじゃないかしら」

　キュートの言葉に続き、

「わたしたちはキツネに化かされた、というわけか？　ハハ、まるで昔話だな」

　黒媛が苦笑いを浮かべた。

「キツネって、やっぱり化けるんだぁ」

　百香がひとり、顔を輝かせている。

「この変化、そして逃げていった連中が村を荒らした犯人ですわね。おそらく、このヨウコリンという変化が主犯格でしょう。美み々み津つさん、どうなさいますか？」

　スイートが、巴に目をむけた。

　二に九く鼓つづみ村を荒らす悪霊を除霊する、という仕事はもともと巴が請うけ負おったものだ。悪霊ではなく、キツネの仕業だったけど。スイートの目は、逃げていった連中も含めて、「どうするの？」と巴に問いかけている。

　この場の全員が、巴に注目する。

「ど、どうしよう？」

　やはりというか、彼女の瞳ひとみには自信のカケラも見られない。

　理り刀とは、時間を凍らされたヨウコリンを見下ろした。必死な表情のまま、彼女は凍りついている。

　村人を傷つけるような変へん化げなのだから、それなりの処置が必要なはず。

　檻おりに入れるとか、本意ではないけれど……、殺すとか。

　そう考える反面。

　なんだか憎めないから、このまま逃がしてやりたいな、という思いもある。

「ちゃんと言い聞かせれば、もうイタズラしないんじゃない？」

「ですわね。今回で懲こりたはずですから、二度と人間に危害を加えることはないでしょう。リーダーが行いを正せば、他ほかもそれに従いますわ。群れで動く獣の習性です」

　キュートとスイートが、顔を見合わせた。

「根本的な部分を解決しないと、また繰り返すんじゃないか？　人を襲った理由や、わたしたちにこんなモノを着せた理由をハッキリさせないと……」

　カウボーイの格好をした黒くろ媛ひめが、革のチョッキ、その胸についた星形のバッジをとんとんと指先で叩たたいた。

「可愛かわいいと思うけど……」

　百もも香かが、自分のゴスロリなスカートをちょんとつまみ上げたあと、隣の巴ともえに顔をむけた。

「巴ちゃんなんか、色っぽいドレスだもんね。理由はわかんないけど、とにかく素敵」

　言われて、巴がすぐに顔を紅あかくする。

　体の線がハッキリとわかる紅いドレスに紅い頰ほお。紅の乱舞に目がくらみそう。

　彼女がチラッと理刀へ目をむけてくるから、とくん、と心臓が跳ねた。

　ギャンギャンギャン！　ガウガウガウッ！　カフガフカフッ！　キャウ、キャフッ！

　突然、獣たちが藪やぶの中から飛び出してきた。牙きばを剝むいて吠ほえまくっている。

「きゅっ!?」

「戻ってきましたわっ!?」

　キュートがツインテールを逆さか立だてている横で、スイートが素早く身構えた。

　百香を背にかばいつつ、黒媛もコンパクトを握にぎりしめている。

　巴も、右手を左手首につけたブレスレットに添え、いつでも死霊を召喚よべる姿勢をとっている。

　飛び出してきたのは、四匹のキツネだった。おそらく、キュートやスイートに化けていた連中だろう。一定の距離から近づいてこようとしない。藪の近くで、ギャンギャンと騒そう々ぞうしく吠えているだけ。

「リーダーを助けにきたのでしょう」

　スイートが、瞳ひとみに鋭い光を浮かべた。

　牙きばを剝むき、必死な様子で吠ほえ続けているキツネたちだが、飛びかかってはこない。明らかにこちらを怖がっている。

　理り刀とは、困ったように眉まゆ尻じりを落とした巴ともえに顔をむけ、どうする？　と目でたずねた。

「に、逃がして、あげたほうが……」

「ふふ、そうだな」

　黒くろ媛ひめが、パタン、とコンパクトを閉じた。

　瞬間、ヨウコリンの時間が息を吹き返す。

　おかっぱ頭の少女は、「あっ」と言う間、という言葉がピッタリくるほどの素早さで理刀と巴の間をすり抜けていった。そのまま、着物の袖そでと裾すそをはためかせながら藪やぶにむかって走っていく。

　ずっと吠えていた四匹のキツネたちも、理刀たちにサッと尻尾しつぽをむける。

「もう、悪いことしちゃダメだぞぉ」

　理刀は、ヨウコリンの背にむかって声をかけた。

　ヨウコリンとキツネたちが、藪の中へ飛び込んでいく。振り返ることもなく。




　変化キツネのことは日本死霊協会ＮＳＫに連絡して、あとのことは任せようということになった。

　死霊協会が変化のことで動いてくれるかどうかは疑問だが、巴がそれを決めたからだれも反対はしなかった。

　可能なら、村人とキツネが共存できる方法を見つけたいけど……。

　なんとなく整理のできない気持ちを抱かかえたまま、理刀は服を着替えた女の子たちといっしょに屋敷の門を出た

「あ……」

　思わず足をとめた。

　道の先にヨウコリンが立っていたから。

　スイートと黒媛が、理刀の隣に立った。

　スイートは、右手に火球。黒媛は、右手にコンパクト。

　ふたりとも戦闘準備オッケー。でも、闘う気はないのだろう。顔に険けわしさがない。

　ヨウコリンが、ペコッと頭を下げた。

　それを見るなり、スイートが火球を握にぎり潰つぶし、黒媛がコンパクトをシャツの胸ポケットに押し込んだ。

　キュートと巴が、涼しい風を楽しむように目を細めている。

　ヨウコリンが、理刀に真まっ直すぐな目をむけてきた。

「妹たちから聞いたち。あんたらは、わたちを殺さなかったち。そいから、妹たちにも手を出さないでくれたち。ありがとち。恩に着るち」

　もう一度、深々と頭を下げた。と、道の両りよう脇わきからのそのそと歩み出てきた四人の子どもたちが、ヨウコリンの後ろで一列にならび、せぇ～のぉ～、で同時にぺこり。

　可愛かわいらしいキツネの姉妹を前にして、理り刀とは思わず頰ほおをゆるめた。

「全部で五匹？　それとも五人と言ったほうがいいのかな？　とにかく、モモの子どもたちと同じ数だから……………なんだか、不思議」

　愛犬の黒ラブが産んだ五匹の子犬たちと、五匹のキツネの姉妹たちを重ね合わせたのだろう。百もも香かが、顔中を笑みだらけにした。




　妖よう狐こ族の長女ヨウコリン。

　二女、ランコリン。三女、アイコリン。四女、ヒナコリン。五女、サトコリン。

　と姉妹の紹介をすませたあと、ヨウコリンが村人を襲った理由を説明してくれた。

　結論から言えば、「村むら興おこし」のためだった。

　なぜ村興しのために村人が傷つかなければならなかったのか？

「村の女子を瘦やせさせようと思ったち。みんな、えるやえるえるさいずち。それじゃ、せっかく用意した可愛い服を着れんち。やけん、脅おどかして無理やり走らせたち。すぱるた式ち。運動すれば瘦せるち」

　なぜ村人に可愛い服を着せなければならなかったのか？

「村祭りで〝みすこん〟をすれば、二に九く鼓つづみの名前がひろまるち。そしたら、若いもんに郷土愛が芽生えるち。村を出ていくもんが減るち。出ていったもんも村が恋しくなって戻ってくるち。みんな幸せち。村が活気づくち。〝みすこん〟で村のカソカを食いとめるち」

　過疎化の意味をよくわかっていない様子だったが、理刀は根気よくヨウコリンの話を聞き、そして怖がらせないようやさしく質問を重ねていった。

　なぜ〝ハグ〟にこだわったのか？

「〝みすこん〟の優勝者は、〝はぐ〟で祝福される決まりち。〝はぐ〟をされれば、みんな喜ぶち。〝みすこん〟の終幕に〝はぐ〟は欠かせないち」

　なぜ家の窓を割ったりしたのか？

「わたちや妹らにむかって投げた石が、窓に当たったち。村の男子も女子もみんな、暴投ばっかりのノーコンち。栄光のきょじん軍には入れんち」

　なぜ村人の骨を折るようなマネをしたのか？

「瘦せさせるために走らせたら、勝手に転んだち。年寄りは骨が弱いち。ちょっとしたことで、すぐにポキッていくち」

　ヨウコリンたちは、過疎化の意味だけでなく、ミスコンのことさえもよくわかっていなかった。とにかく女性であれば、それが中年だろうが老年だろうがＯＫ。可愛い服を着せ、夏祭りの舞台に引っ張り出せばいい。そうすれば村が活性化する、と信じていたようだ。

　理り刀とは、質問を続けた。

　どうして、夏祭りでもないのに自分たちに術をかけ、可愛かわいい服を着せたのか？

「りはぁさるち。じいちゃんは、準備に手を抜くのが嫌いだったち。だから、わたちらもちゃんとりはぁさるをしようと考えたち。でも、村のもんがみんないなくなったち。困り果てていたところにあんたらがきたち」

　リハーサル、だったというわけだ。

　ところで、じいちゃんって、だれのこと？

　この質問で、ヨウコリンの妹のひとりが、いきなり泣き始めた。

「ああああああああああん。うぁああああああああああん。ふぇええええええええぇぇ」

　五歳くらいの子どもに化けた妖よう狐こが、無防備なまでに空を見あげ、見た目そのまま幼おさな子ごのように泣いている。ランコリンだったかアイコリンだったか、正直なところ、どの子がなんて名前だったのか覚えていない。

「サト、泣くなち。泣いても、腹はふくれんち。じいちゃんも浮かばれんち。わたちらが、が、がんばれば、じいちゃんも、きっと、よ、喜んでくれるちぃ、いい子だから、なぁ、泣くなちぃぃ」

　ヨウコリンが声を震わせた。

　自分も泣きたいのだろう。だが、長女である彼女は、妹たちの前で毅き然ぜんとした態度を崩せない。だから涙を堪こらえている。下唇を嚙かみしめた顔を見れば、それがよくわかる。

　サトというからには、いちばん下、五女のサトコリンのことに違いない。よく見ると、五匹の中でもっとも体が小さな子である。

　そんな女の子を抱き寄せ、ヨウコリンが頭をなでてやっている。

　ヨウコリンも、年経へたキツネが化けているとはいえ、外見はおかっぱ頭の幼い女の子だ。

　百もも香かよりほんのちょっとだけ年上。その程度の年齢にしか見えない彼女が、小さな女の子を抱き寄せる姿は、なんだかジンとくるものがある。

　巴ともえと黒くろ媛ひめが、〝どうして泣くんだろう？〟といった顔を見合わせている。

　事情を聞いてもいないのに、百香は早くも大きな瞳ひとみに涙を溜ためている。

　キュートとスイートが、困ったようにふたり仲よくむにっと唇を曲げ、泣き続けるサトコリンを見つめている。




　サトコリンが落ち着いたあと、ヨウコリンがあらためて説明してくれた。

　じいちゃんとは、二に九く鼓つづみ村の前村長、後ご藤とう田だ源げん助すけのこと。

　彼が亡くなったのは、一〇三歳を迎えた秋。

「あれは、もう二〇年以上も昔のことち」

　ヨウコリンが、遠い目をして語ったことをまとめると。

　齢よわい八〇を迎えても現役の猟師だった後ご藤とう田だ村長が、イノシシ族との争いで深手を負ったヨウコリンを助けてくれた。その日から、人間である後藤田村長と妖よう狐こ族であるヨウコリン、そして彼女の姉妹たちとの交流が始まった。

「じいちゃんと知り合わなければ、わたちらは人間をずっと敵視したままだったち。人間の中にも、話がわかる者がおるち。それを知ることができたち。サトは、じいちゃんにいちばん可愛かわいがってもらったち。サトも、じいちゃんが大好きだったち」

　しゃべり続けているヨウコリンの目は、ずっと潤うるんだままだった。が、決して涙が流れ落ちることはなかった。幼い外見からは想像もできないほど、気丈な性格なのだろう。

　後藤田村長が、いつも言っていたという。

「このままだと廃村になってしまう」と。

「なんとか過疎を食いとめなければ」と。

「若い者に愛される村にしなければ」と。

　だから、テレビで観みた〝みすこん〟を村祭りでやることにした。

「村が、昔の賑にぎわいをとり戻したら、じいちゃんの魂も喜んでくれるち」

　ヨウコリンの言葉に、妹たちが口々に言葉を発した。

「また猟を始められても、困るのん」

「火ひ筒づつは、あちきも好かんよぅ」

「じいちゃんは、食うぶんしか獲とらんかったし。肉ば食うのは妖狐も人間も同じし」

「じいちゃんにねぇ、あいたいのねぇ、サトはねぇ、じいちゃんにあってねぇ、〝はぐ〟してもらいたいのねぇ、サトもねぇ、じいちゃんを〝はぐ〟してあげたいのねぇぇ」

　涙をこぼしているサトコリンの頭をなでたあと、ヨウコリンが理り刀とたちへむき直った。

「うけた恩は返すち。わたちら妖狐族は、恩知らずではないち。じいちゃんは、村むら興おこしをしたがってたち。だから、わたちらが体を張ってがんばるち」

　なんとかしてやりたい。

　理刀は、ヨウコリンの話を聞きながら考えた。でも、どうすれば……。

　巴ともえや黒くろ媛ひめも、なにかを考えているような顔だ。

　キュートとスイートも、そろって腕を組んで中空を見あげている。考え中、といった顔。

　百もも香かも、むぅ～と口を引き結んで首を傾かしげている。考えてます考えてます考えてます。

「可愛い衣装を着た女子に、人間の男子はむらむらするち。服を一枚一枚、もったいぶりながら脱いでいけば、もっとむらむらするち。〝ぽろり〟もむらむらさせるてくにっくち。じいちゃんが言ってたから間違いないち。〝みすこん〟村興し計画は完かん璧ぺきち」

　胸を張るヨウコリンを前にして、理刀は女の子たちと顔を見合わせた。

　みんな苦笑いだ。





エピローグ




　ヨウコリンの話を聞きながら、巴ともえは理り刀との様子をこっそり窺うかがった。

　真剣な顔。彼のことだから、大おお真面目まじめに妖よう狐この想おもいをうけとめているのだろう。

　もちろん、自分も助けてあげたいと思っている。でも、村むら興おこしなんてどうすれば……。

　ふと、自分たちがミスコンに出て、観客の声援を浴びる光景を想像してしまった。

　無理！　絶対無理！

　人からジッと見つめられただけで、頭の中が真っ白になるのに……。

　可愛かわいい服を着て舞台にあがり、大勢の人から注目されるなんて……。

　黒くろ媛ひめなら、堂々と胸を張れるだろう。

　キュートなら、笑顔で手を振れるだろう。

　スイートなら、心を乱すことなく自分をアピールできるだろう。

　百もも香かなら、可愛らしさを存分に発揮できるだろう。

　でも、自分にはできない。理刀の前でドレス姿になっただけで、息切れしそうなほど心臓が駆け足状態になっているのに。

　彼の前で、体にピッタリと貼はりつくようなドレスを着て……。下着をつけずに……。頭が混乱ぐるぐるして、もう少しで〝ぽろり〟をしてしまいそうになって……。もし、あのままハグされていたら、自分はどうなっていただろう。

　たぶん、いいや、きっと気を失っていたに違いない。

　理刀の胸の中で、心臓をしめつけられるような状態のまま、意識を失うなんて……。

　素敵かも。

　そのままお姫様抱っこで運ばれたりなんかしたら……。

　記憶には残らないけど……。

　幸せすぎて……、どうしよう。

「巴？」

　声に、妄想が一瞬で霧散してしまう。

「え、あ？　な、なに？」

　慌あわてて横を見ると、そこに黒媛の深い瞳ひとみがあった。

「ＮＳＫの力を借りられないか？」

「ＮＳＫの？」

　なるほど。村興しのため、日本死霊協会ＮＳＫに協力してもらおうと彼女は考えたらしい。

　でも、権力も財力もない協会が、村興しのために動いてくれるだろうか。

　顔を動かすと、理刀と視線がぶつかった。

　反射的に視線を横へ逃がすと、今度はヨウコリンの大きな瞳ひとみと衝突した。

　キュート、スイート、百もも香かの三人も、自分に目をむけている。

　巴ともえは、胸の奥で小さな期待感を握にぎりしめた。

　理り刀とが見ている。

　こたえなきゃ。いいところを見せたい。がんばれるところを示したい。彼を喜ばせたい。

　そんな打算的な感情も確かにある。

　そして、ヨウコリンたちを助けてあげたい、という想おもいも。

　巴は、考えを口にした。

「に、二に九く鼓つづみ村を有名にしたいなら、まずテレビをつかったら、い、いいと思うけど……。そ、そうなれば、ＮＳＫも動いてくれると思うの。そのためには、テレビ局が関心を示してくれるような、なにかを、用意しないと……」

「なるほど。テレビ局に知り合いがいるから、話をもっていくのはわたしに任せてもらうとして……局を釣るなにかを用意しないとダメ、ということだな」

　黒くろ媛ひめが、大きな胸を押しあげるようにして腕を組んだ。

「〝みすこん〟やるでち」

「残念だけど、ミスコンの参加者は若い女の子じゃないと、ちょっと苦しいっていうか……成功させるのが難しいんだよ」

　ミスコンのことをよくわかっていないヨウコリンに、理刀がやさしく、でも寂さびしそうな微笑ほほえみをむけた。

「〝みすこん〟は、難しいでちか？」

「この村の人だけじゃ、無理だと思う」

「そう……でちか……」

　ヨウコリンが肩を落とす。彼女の周りで、妹たちも悲しそうにうつむいている。サトコリンのつるつるほっぺには、いまなお涙が流れ続けている。

　巴は気持ちを固め、

「ミスコンは、と、とりあえず横に置いといて。ヨウコリンや妹さんたちは、い、いろんなものに化けることができるんでしょ？」

　ヨウコリンたちに、そうたずねた。

「化けるち？」

「ほら、さ、さっき竜になったり、みんなに変身したりしたでしょ。あの術のことなんだけど……」

「竜ではないち。蛟みずちでち。ちょっとがんばって、大蛟に化けたでち」

「あ、ええ、そのミズチ以外にも、化けることができる？」

　巴の問いに、ヨウコリンが平たい胸をグッと張った。

「見くびってもらっては困るち。わたちはこう見えても、二に九く鼓つづみを囲む二九の山を統すべる主ち。不作法に土地をほじくり返すイノシシ族を討とう伐ばつした女じよ傑けつち。自分で言うのは照れるち。でも本当のことち」

「い、いろいろ、化けることができるのね？」

「千変万化はいけるち。妹たちも、百変へん化げは楽勝ち」

　ヨウコリンの後ろで、可愛かわいい妹たちがそろってうなずいた。サトコリンも、涙目でうなずいている。

「あ、そっか。そういうことか」

　気づいてくれたのだろう。理り刀とがパッと笑顔になった。

　もう、それだけで嬉うれしくて、顔が熱くなる。胸も熱くなる。

　黒くろ媛ひめが、胸の前でポンと手を叩たたいた。

「なるほど。キツネの変化術をウリにするんだな？　そんなものは昔話の中だけだと思っていた人には、ふふ、かなり衝撃的なはずだ」

「幻げん術じゆつじゃないから、テレビカメラをむけられても大丈夫ね」

「信じ難いモノを信じてもらう、という意味ではＮＳＫも同じですわね。変化のみなさんをプッシュするメリットもあるのでは？」

　キュートとスイートが、互いにうなずき合っている。

「あとは、村の人たちに協力してもらえばＯＫですね！　操り術とかいう変な催眠術をつかったり、無理に眠らせたりしないで、誠心誠意話せばわかってもらえると思います！」

　百もも香かが、可愛い笑みを浮かべた。

　巴ともえは、喜んでいる理刀の様子をこっそりと窺うかがいながら、

「そ、それじゃ、ＮＳＫの会長さんに頼んでみるわ。協会の、せ、宣伝にもなるからって。た、たぶん、村祭りをコーディネイトしてもらえると思う。ゆ、優秀な職員さん、たくさんいるから……」

　お腹なかの前で、両手の指をもじもじとからめた。そうしながらも、ついつい理刀をチラチラ見てしまう。

「やった！」

　彼が喜んでくれるから、とても嬉しい。みぞおちの奥が、ポッと熱くなる。

「わたちらは、ナワバリに入ってきた敵を追い払うときに化けるち。化け術は、相手を怖がらせるときにつかう術ち。村祭りでそんなことして大丈夫ち？」

　歩み寄ってきたヨウコリンが、巴を見あげた。

「心配しないで。いまじゃ、あなたたちの術はエンターテイメントになるんだから」

「〝えんたぁていめんと〟でちか？」

「そうよ。でも、操り術はつかっちゃダメだけど……」

「操り術をつかわないで〝えんたぁていめんと〟をすれば、村むら興おこしができるち？」

「そうなるよう、がんばるわ。ヨウコリンもがんばって」

「わたち、がんばるでち！　妹たちもがんばるでち！　あんたもがんばるでち！」

　ヨウコリンがいきなり、ころりんころりんと着物のまま地面を転がり始めた。汚れるけど、これが彼女の喜び方なのだろう。

　小さな妹たちも、ころころと楽しそうに転がり始めた。キャキャ、と笑いながら。サトコリンも笑っている。

　見ていると、とても可愛かわいい。

　黒くろ媛ひめや百もも香か、キュートやスイートも喜んでくれているようだ。

　理り刀とも。

　彼の笑顔を見ていると、気持ちがぽかぽかしてくる。直視できない情けなさがチクチクと痛いけど、それでも、いまはぽかぽかが心地ここちよくて。

　自然に笑みがこぼれ出てくる。

　除霊の仕事が、巡り巡って村興しの手伝いになってしまったけど。

　ドレス姿を理刀に見られて、ちょっと恥ずかしかったけど。

　いい体験ができたかも？





第二話　放課後の巴ともえ部屋




プロローグ




　昼休み。

　いつものように空あいた席をくっつけ、理刀は弁当の包みを開いた。

　右隣にキュート。左隣にスイート。正面に百香。右斜め前には黒媛。

　お決まりの席位置だが、いつも左斜め前に座っている巴が、きょうは欠席している。

　体調不良、だと黒媛から聞いた。

　一流の【死霊使いネクロマンサー】なのに珍しいこともあるものだ、とみんなで顔を見合わせた。

「巴に限って、体調管理に失敗するようなことはないと思うんだが……」

　そう言ったあと、黒媛が少量のポテトサラダを品よく口に運んだ。

　キュートが、嚙かんでいたものをコクッと吞のみ込んだあと、正面の黒媛に目をむけた。

「だれにだって、ついうっかり、なんて失敗はあるんじゃないかしら？」

「うふふふ。ご自分が〝ついうっかり〟の常習者だからといって、美み々み津つさんまでそうだと決めつけるのはいかがなものでしょう？」

「きゅっ!?　あたしは、完かん璧ぺきな人間なんていないって言いたかったのよ！」

　理り刀とを挟んでにらみ合うキュートとスイートに、百もも香かがニパッと笑みを投げた。

「本人が、〝体調不良〟を理由に休んでますから、きっとそうなんですよ」

　この場でもっとも年下の言葉に、キュートが片方の眉まゆをぴょんとあげ、スイートへ勝ち誇った笑みをむける。

「ほら、巴ともえだって完璧な女の子じゃないのよ。体調を崩すことだってあるわ」

　黒くろ媛ひめが、わずかに肩をすくめた。

「まぁ、どんなに用心してても、バランスを崩すことがあるからな。女には、月一で面倒なことが……あ～、こほん。巴が心配だな」

　彼女が、チラチラッとキュートとスイートへ視線をむけたあと、なにかを誤ご魔ま化かすように弁当のオカズをつつき始めた。

　女の子四人の中に男がひとり。

　微妙な居い心地ごこちの悪さを感じつつ、理刀は箸はしを動かした。ちょっとドキドキ。

　空気の変化に気づいていない様子の百香が、明るく口を開いた。

「巴ちゃんが心配だから、学校の帰りにちょっと様子を見にいこうって、黒くろ姉ねえ様さまと話したんです」

「巴の家にいくの？」

　キュートが机に身をのり出すようにして、百香にたずねた。

「はい。きょうの学校帰りに寄るからって、もう連絡ずみです」

　すぐにスイートが口を開く。

「いいことですわ。黒媛と百香さんがお見舞いにいけば、美み々み津つさんも元気になってくれるでしょう」

「それじゃあ、あたしたちも……」

「お見舞いは、大勢で押しかけてはいけません。美々津さんを疲れさせてしまいます。それでは、治るものも治らなくなりますわ」

「きゅ、それじゃあ、巴が学校にくるのを待てってこと？　つらいときほど励ましてあげたいって思わない？」

「励ますことも大切ですが、それは黒媛と百香さんの役目です。あなたにできることは、美々津さんの快復を願うことだけですわ」

「ん～、まあ、あんたの言う通りかもね」

　巴が休んだことも珍しいことなら、キュートがスイートの言葉に納得するのも珍しいことだった。

　理刀は、キュートとスイートの会話を聞きながら考えていた。

　最高の【死霊使いネクロマンサー】、｛謎エニグマ｝のふたつ名をもつ美々津巴の家って、どんなとこ？

【死霊使いネクロマンサー】に相応ふさわしい洋館か？

　棺かん桶おけの安置所があって、コウモリがたくさんいて……。いやいや、それじゃ吸血鬼の城じゃないか。

｛謎エニグマ｝だから、秘密基地的なつくりなのか？

　秘密の玄関。秘密の裏口。秘密の台所。秘密のトイレ。秘密の応接間。秘密の寝室。

　イメージとは逆に純和風の日本家屋とか？　池に鯉こいが泳いでいたり。茶室があったり。

　好奇心のまま、会話が途切れたタイミングで訊きいてみた。

「巴ともえちゃんの家って、どんな感じ？」

　途端、教室で弁当やパンを食べていたクラスメイトたちが、男女問わずピクピクッと反応した。顔や視線は決してこちらにむけない。しかし、耳と意識をこの席の会話に集中させているであろうことが、嫌でもわかった。教室内の空気が明らかに違う。みんな、理り刀とと同じく｛謎｝情報に興味があるのだ。

　そんな空気の変化にも気づく様子を見せず、百もも香かがニパッと笑った。

「他ほかの家と仲よしって感じです」

「えっと……仲よし？」

　百香的な説明では、ピンとこない。

　妹を横目にくすっと笑みをこぼしたあと、黒くろ媛ひめが言葉を継いだ。

「住宅街の一角にある二階建ての家だ。駅から歩いて一五分くらいかな」

　これで、百香が言いたかったことがだいたいわかった。他の家と似たようなかたちをしているから、小学五年生的な目には〝仲よし〟に映ったのだろう。

「普通の家ってことだね」

「普通って、人によって基準が違うからな」

　理刀の言葉に、黒媛がキュートとスイートへ目をむけた。

「そうね。魔界人と人間の普通って、いろいろ違ってるもの」

「ですわね。普通は獣人の耳を見ても気にしませんのに、人間はジロジロ見ますもの」

「珍しいものは、魔界人だってジロジロ見るわよ？　あんたのは人間界じゃ珍ちん耳みみなのよ」

「チンミミって……勝手に言葉をつくらないで下さる？」

「じゃあ変へん耳みみ」

「あなたの耳を引き伸ばしてやりたい気分ですわ。ったく」

　キュートとスイートのズレゆく会話を聞き流しながら、理刀は想像した。

　普通な家。美み々み津つ巴の家。見てみたい気もするけれど、呼ばれてもいないから……。




　放課後。

　理刀たちは、いつものようにレゾン学院の最寄り駅まで歩き、改札にさしかかった。

　利用客の流れにのり、制服のポケットから定期入れをとり出す。

　改札を通過したあとは、それぞれのホームへむかう。ここで「またあした」である。

　理り刀と、キュート、スイートの三人は、日ひ頃ごろ利用しているホームへ。

　黒くろ媛ひめと百もも香かは、巴ともえがつかっているホームへ。

　巴は大人おとなしい女の子だから、いなくてもそれほど違和感はない…………………………、というわけではなかった。

　口数が少なく、慎つつましやかな美み々み津つ巴という女の子は、仲間の中で確かな存在感をもっていた。彼女が欠けた穴は大きく、一日やそこらで埋めることなんてできない。

　改札を抜けたところで、理刀は前から走ってきた男性に手をぶつけられ、定期入れを落としてしまった。

　相手はそのまま改札を通り、人ひと混ごみの中へ消えていった。

　失礼なヤツだな、なんてことを考えながら、理刀は落とした定期入れに手を伸ばした。

　と、

「急いでいても、ちゃんと謝るのが礼儀なのに、な」

　後ろにいた黒媛も、定期入れを拾おうとしてくれたから……。

　ゴッツン！

　互いの頭をぶつけてしまった。

　瞬間、白が弾はじけた。続けて、白が拡散し、ひと呼吸もしないうちに世界が白一色に塗り潰つぶされた。

　白だけ。

　　　　濃密な白。

　　　　　　　　回転する白。

　　　　　　　　　　　　　流動する白。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶叫する白。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈黙する白。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支配する白。

　駅の構内をゆき交う人々が白に覆おおわれていく。

　黒媛の驚いた瞳ひとみも、通った鼻筋も、紅あかい唇も、彼女の黒髪から漂ただよってくる香りも、電光掲示板も、騒音も、重力も、なにもかも。

「…………………………うぁ？」

　白の圧迫感や重圧感や絶対感も、ほんのわずかな間だけ。

　視界に色彩が戻ってきたあと、目の前に立っていたのは……、

「まさか……………………………………………………………………………………また？」

　自分だった。

　春日かすが理り刀と。一七歳。能力値は相変わらず九九。『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者。

　自分自身が、両の眉まゆを跳ねあげている。これ以上は無理、というくらいに。顔中でビックリを表現している。鏡を見ているわけじゃない。

「もしかして、またやっちゃったのか？」

　自分の声だけど、自分の声こわ音ねじゃないみたい。口く調ちようは間違いなく黒くろ媛ひめのものだ。

「やっちゃった、みたいだ、ね」

　理刀は、自分の胸もとに視線を落とした。

「ぁぅ」

　靴が見下ろせない。なぜなら、ドカンと突き出た胸が邪魔をしてるから。

　理刀は以前、黒媛と意識だけ入れ替わったことがある。

　あのときも、頭をぶつけた拍子に……。

　始し祖そ竜りゆうの長老属は、敵の意識を支配する能力をもっているらしい。理刀の場合、その力が中途半端に発動してしまった可能性が高い、とスイートが言っていたのを思い出す。

　還かん魂こん香こうという魔界の道具をつかえば、互いの意識をもとの体へ戻すことができるから、慌あわてる必要はない。

　それでも、ここまでいきなりだと現状を整理するだけでいっぱいいっぱいになるから、とっさに動けない。

「どうしたの？　はい、これ」

　キュートが、拾った定期を黒媛の手に押しつけた。外見が春日理刀なのだから、当然なんだけど……。

「あ、あぁ、ありが、とぅ」

　定期入れをうけとった黒媛が、

「こ、ここに入れといていいんだよな？」

　理刀に確認をとりながら、それをシャツの胸ポケットに押し込んだ。

　見ていたキュートが、眉まゆ根ねに小さなシワを刻む。

　理刀の隣で、百もも香かがきょとんとした顔をしている。

　黒媛に寄り添うように立っていたスイートが、ス───ッと目を細めた。

「ひょっとして………理刀が黒媛で、黒媛が理刀ですか？」




　キュート、スイート、百香の三人は冷静に状況をうけとめてくれた。

　理刀と黒媛の入れ替わり事件は、今回で二度目だから。

　還魂香をつかえばもとに戻せる、という安心感もある。

　歩いている人の邪魔になるから、と壁際に移動したあと、もしかして……、と黒媛が理刀に頭突きを入れてきたが、なんの変化もなかった。ただ痛いだけ。事情を知らない人からだと、男の子が黒髪のきれいな子をイジメているように見えたかもしれない。

「仕方ない。巴ともえの家にいくのは中止だな」

　黒くろ媛ひめが、頰ほおに左手を当てて大きなため息をついた。外見は春日かすが理り刀とだから、なんだか気味の悪い色っぽさがにじみ出ている。

　確かに、中止にするしかないだろう。

　いまの自分は、見た目が黒媛でも中身は春日理刀なのだ。巴だってビックリするに違いない。信じてもらえるかどうかさえ疑わしい。

　キュートとスイートも、黒媛の意見に〝そうね〟といった感じでうなずいている。

　まずは、理刀と黒媛の意識をもとの体へ戻すことが先決だ。

　だが、百もも香かがひとりだけ反対した。

「最初の予定通り、わたしと春日さんが巴ちゃん家ちにいけばいいんじゃない？」

　理刀の姿をした姉の目を、真まっ直すぐに見あげている。

　対して黒媛は、妹にむかって手を伸ばすものの、途中でその動きをとめ、胸もとに引き戻した。自分がいま、理刀の体を借りていることを思い出したのだろう。

　百香の頭をなでたかったのだろうか？　それとも、可愛かわいい頰をぷにぷにとつまみたかったのだろうか？　あるいは、愛いとしい香りを胸いっぱい吸い込みたかったのだろうか？

　妹に触れることを躊躇ためらう仕草、その一挙一動がどうにもなよなよしていて……、なんだか気色悪い。

「百香、見た目はわたしでも、中身は理刀なんだぞ？」

「黒姉さまと春日さんがふたりでお見舞いにいけるって、プラスに考えればいいと思う。それに、もう巴ちゃんに〝学校の帰りに寄るからね〟って電話しちゃったもん」

「じゃあ、断りの電話を……」

「ドタキャンなんかしたら、巴ちゃんを寂さびしい気持ちにさせちゃうよ。体調がもっと悪くなるかも」

「しかしだな、いまは緊急事態だから……」

「巴ちゃんが学校休んだことも、緊急事態だもん！　電話かけたとき、巴ちゃんのしゃべり方、いつもと違ってたんだよ。なんか疲れたような感じだったんだから。緊張もしてたみたいだし。学校を休んだ理由、体調不良の他ほかにもあるような感じだったよ」

「疲れたように話してたのは、体の調子を崩してたからであって……」

「黒くろ姉ねえ様さまは、巴ちゃんのことが心配じゃないの？　それとも、春日さんに代理を頼むのは不安？」

「いや、そういうわけじゃないんだが……」

　黒媛が、百香にぐいぐい押されまくっている。

　端からだと、小学生の女の子が男子高校生にぐいぐい詰め寄っているように見えるから、かなり人目を惹ひいている。もちろん、周りにいる可愛かわいい女の子たちも、周囲の目をガンガンに搔かき集めている理由のひとつなのだが。

　亜あ威い姉妹の会話に、スイートが口を挟む。

「美み々み津つさんのお見舞いにいこうといくまいと、還かん魂こん香こうを魔界からとり寄せるまで、理り刀とと黒くろ媛ひめはこのままですわ」

　キュートが、すかさず言葉を継ぐ。

「そうよね。だったら、巴ともえの様子を見にいくくらい、べつにいいんじゃないかしら？　還魂香さえつかえば、理刀と黒媛がどんなに離れてても一発でもと通りになるんだから」

「いや、まぁ、確かにそうなんだが……」

「黒くろ姉ねえ様さま、わたしが春日かすがさんといっしょにいるから大丈夫だよ」

「ん～、大丈夫かどうか、それは……」

「黒姉様はいま春日さんなんだから、そんなにくねくねしちゃダメ！　もっと男らしくしてなきゃ！」

「あ、す、すまない。こ、こうか？」

「気をつけしても、手の甲を上にむけてたらオカマの人っぽく見えちゃうよ」

「ぁ、そ、そうだな。身についた動きというものは、どうにも、ハハ、直らなくてな」

　いやいや、直さなくてもいいんだけど……。

　理刀は、苦笑いを浮かべながら亜威姉妹のやりとりを眺めた。

　主導権は百もも香かが握にぎっている。ということは、黒媛の体を借りたまま巴の家へいくの？

　中身は春日理刀なんだ、と巴に説明したところで、頭の状態を心配されるだけだろうから……。いくなら黒媛のフリをして？

　ちょっとお邪魔するだけなら、なんとかなるだろうか？




　結局、理刀は百香に手を引かれ、半なかば強引に巴の家へいくことになった。

　黒媛は、キュートとスイートに挟まれるようにして、不安そうな顔で違うホームへ。

　自分の姿を見送るという感覚はあまりに不思議で、ちょっと怖くて、現実からかけ離れていて、その姿が見えなくなるまで目をそらすことができなかった。




　百香と電車にのり、空あいていた席にならんで座った。

　そこで、百香が体重をかけるようにして理刀の右腕に寄り添ってきた。もにゅ、としたやわらかさが肘ひじに伝わってくる。

　ドキドキよりも愛いとおしさが湧わきあがってくるのは、体が黒媛のものだから？

　電車が動き出して三〇秒も経たたないうちに、百香がわずかに顔を近づけてきた。

「実は、春日さんを無理やり連れてきたのには、わけがあるんです」

「え？」

　いきなり、「実は……」なんて切り出されたら、ドキッとしてしまう。

「最近、黒くろ姉ねえ様さまと巴ともえちゃんが、ちょっと、なんていうか………………………変なんです」

「黒くろ媛ひめと巴ちゃんが？」

「ふたりでコソコソしてるんです」

「コソコソ？」

「はい。ふたりでコソコソです。悪の組織の幹部みたいに、コソコソとなにやらたくらんでる感じなんです」

　悪の組織って……。

　黒媛と巴に限って、悪だくみなんてするはずがない。でも、百もも香かが〝コソコソ〟と感じていることも確かで……。

「だから黒姉様は、わたしと春日かすがさんを巴ちゃんのお見舞いにいかせたがらなかったんだと思います」

「考えすぎなんじゃないかな？」

「でも、いつもの黒姉様なら、もっと堂々としてるはずです」

「ふたりで授業の予習や復習をしてるのかも。ほら、あのふたりって、すごいがんばり屋だから」

「それだったら、わたしに教えてくれてもいいはずです。なのに、〝なにしてるの？〟って訊きいてもごまかされちゃうんです。黒姉様、ウソつくの下へ手ただから、わたしわかるんです。絶対なにか隠してます」

「それ、いつ頃ごろから？」

「先週の金曜、巴ちゃんから電話がかかってきてからだから……五日前になります」

「五日前かぁ」

　たった五日。

　その程度の日数なら、もう少し様子を見てもいいのでは？　と思うものの、百香がとても真剣な様子だから言葉にはしないでおく。時間のうけとり方は人それぞれだ。

「最初、わたしが電話に出たんです。そのとき、巴ちゃんの声、なんだか怖がってるみたいだったから、ちょっと気になってたんです」

　怖がってた？

　一流の【死霊使いネクロマンサー】である美み々み津つ巴が？

　巴は確かに恐こわがりだけど、大切なときには両足で地を踏みしめ、歯を食いしばって闘うことのできる女の子だ。

　理り刀とはそのことをよく知っているから、『怖がってるみたいだった』と聞いてもピンとこない。と、

「春日かすがさん、ちょっと、開きすぎかもです」

　百もも香かが、理り刀との右太ももをそっとなでてきた。

「ぁ!?」

　気づいて、理刀は慌あわてて両りよう膝ひざをくっつけた。

　対面に座っていたサラリーマンが、手にしていたケータイにサッと目を落とす。その隣のオジサンも、スポーツ新聞をあげて顔を隠した。

　無意識のうちに、膝ひざと膝の間を三〇センチ以上も開けていた。男のように。いや、男だけど……。こんな座り方をしていたら、スカートの中を覗のぞかれてしまう。もしかして、見られてしまった？　黒くろ媛ひめ、きょうはどんな下着をつけているんだろう？　短いスカートをちょっとめくれば……………、いやいやいやいやいや、考えるのはよそう。

　いまの自分は亜あ威い黒媛なのだ。

　艶つやのある黒のロングヘア。

　凛り々りしい目鼻。

　ふっくらとした小さな唇。

　嫌でも人目を惹ひきつけてしまう豊かな胸。

　平均をピョンと大きく飛び越えた容姿をもつ【時の統治者タイムルーラー】の女の子。

　膝を閉じろ。背筋を伸ばせ。表情には余裕を。自信たっぷりな微笑ほほえみも忘れるな。












　亜あ威い黒くろ媛ひめを演じきらねば！




　途中の駅でのってきたおばあちゃんに席を譲った百もも香かが、理り刀との正面に立った。

　彼女が、くっつけた理刀の両足をまたぐようにして、身を寄せてくる。当然、顔もぐぐぐぅ～っと寄せてくる。

　百香の顔が、理刀の視界を埋め尽くす。

「春日かすがさん。黒くろ姉ねえ様さまと巴ともえちゃんの秘密を暴くため、手を組みましょう」

　手を組みましょうって……。

　秘密は秘密のまま、そっとしておいたほうがいいのでは？

　でも、〝秘密〟が気になるのも確かで……。




　百香について初めての駅で電車を降りたあと、地元とはまったく違う雰囲気の商店街を抜け、理刀は緑の多い住宅街へ足を踏み入れた。

　途中、裏道に貼はりつくようにしてつくられた公園で、数人の子どもたちが遊んでいた。木陰のベンチには、母親であろう女性たちが数人座っている。

　ジャングルジム、ブランコ、鉄棒、と遊具がひと通りそろった、そこそこひろい公園だ。砂場もちゃんとある。

　もしかしたら巴も、幼い頃ころはこの公園で遊んだのだろうか？　そう思うと、なんだか貴重な空間を眺めているような心地ここちになった。

「ここで、ちょっと黒姉様的な動きを練習していきましょう」

　という百香に手を引かれ、理刀は公園に足を踏み入れた。

　耳にかかった黒髪を搔かきあげたり、胸を押しあげるように腕を組んだり、微笑ほほえんでみたり、と黒媛的な動きを百香にチェックしてもらった。ついでに〝妹の抱きしめ方〟ということで、百香をむにっと抱き寄せたりも。

　公園にいた子どもや女性たちにむけられた、「あの人たち、なにやってるの？」といった視線に少しばかりドキドキしたけど……。百香のやわらかさにもドキドキで……。




「あそこが巴ちゃん家ちです」

　公園を出て二分も歩かないうちに、百香が道の先を指差した。似たような家が軒をならべている。

　どれ？

　みんな同じようなつくりなので、彼女がどの家を指し示したのかよくわからない。建て売り住宅のどれか、のようだけど。

　百香が足をとめたため、ようやくそこが巴の家だとわかった。門柱の表札に『美み々み津つ』の文字がある。

　自分の土地をぎりぎりいっぱいつかいました、といった二階建ての家だった。両隣との間隔は、人ひとりがやっと通れるほど狭い。

「春日かすがさんは、黒くろ姉ねえ様さまですからね？」

　それだけ言ったあと、百もも香かが表札の下にある呼び鈴のボタンを押した。と思いきや、勝手に門の中へ入って五メートルほど先の玄関までどんどん歩いていく。

　理り刀とは、わけもわからないままついていくだけ。

　すぐに、ソ～ッとドアが押し開けられた。

　その隙すき間まから顔だけ出したのは、巴ともえだった。

　きょう初めて彼女の顔を見たからだろうか、体の中に安あん堵ど感かんがひろがった。

「いらっしゃい」

　巴が、理刀と百香へそれぞれ目をむけたあと、門の外を窺うかがうようにキョロキョロと視線を動かした。

　なに？　だれかいるの？

　肩越しに通りを見るが、人の姿はない。

　百香も、巴の視線につられて通りを振り返っている。

「ごめんなさい。さ、入って」

　巴が、ドアを大きく開けてくれた。

　そこで、彼女の全身が理刀の目に飛び込んでくる。

「ぅ、ぉぅ!?」

　薄肩丸出しのキャミソールだった。

　美脚丸出しの短パンだった。

　それだけならまだしも、濃い紫のキャミソール、その両胸の先端部が二カ所、ぷくっと内側から遠慮がちに押しあげられていて……。

　胸の丸みがもろにわかるだけでも、爆撃をうけたかのような驚きなのに……。

　ぷくっ、なんて。

　ノーブラ！

　部屋着！

　無防備！

　いまの巴は、ピアスも、ペンダントも、腕輪も、指輪もつけていない。素のまま。

　来客は、親しい黒くろ媛ひめと百香のふたりだけ。

　だから飾らなくていいよね。いつもの自分をうけとめてくれるよね。

　ということなのだろう。

　オドオドとした様子もない。

　こっちがオドオド状態に陥おちいりそうだ。




　百もも香かに案内され、理り刀とは二階にある巴ともえの部屋に入った。

　巴は、「先に部屋あがってて。お茶用意するから」とまだ一階にいる。

　これといって特徴のない部屋だった。女の子っぽい色やグッズで埋まっている、というわけでもない。

　ドアから入って正面の窓、その右横に勉強机。部屋の右手には本棚やクローゼット。左の壁際にシングルベッド。その横には、壁に立てかけられるようにして床に直接置かれたシンプルな姿見。少女らしいアイテムは、ベッドに置かれたぬいぐるみくらいだろうか。

「春日かすがさん、練習通りにお願いしますね。黒くろ姉ねえ様さま的な自信に満ちていて、しかも気づかいができる繊細さももってる感じです。わたしができるだけサポートしますから」

　百香が唇を引き結ぶ。

　姉と巴の秘密を暴くぞ！　と気合いを入れているのだろう。

　でも、『自信に満ちていて、しかも気づかいができる繊細さももってる感じ』なんて、かなり難しいな。公園での練習も、ほんの三分ほどだったし。

「ハハ、まぁ、できるだけがんばるよ」

　この段階で、早くも自信がなくなりかけている。これでは黒くろ媛ひめらしく振る舞えない。

　無理やり気合いを入れるため、理刀はぐっと胸を張った。が、そのせいでゆさっとゆれた両胸に……、ドキッ！

　心臓に悪いナイスバディである。自分のじゃないけど……。

　やれやれ、とバッグを置きながら、その場に腰を下ろした。またまたゆさっ。ドキッ。

　間を置くことなく、

「………………………………………………………………………………………………うっ」

　胸に突き刺さってきたのは、背徳的な甘いトゲ。

　ゆさっと胸をゆらしながら座って、前に顔をむけ、凝視みてしまって、「うっ」

　真っ正面にあったのは、シンプルな姿見。

　両りよう膝ひざを立てていたため、スカートの中身がもろに映っていて……。

　まさか、そこに鏡って……。

　青、ですか。

　理刀は、そっと立ちあがった。チラッと百香へ目をむける。彼女は、本棚にならんだ文庫本の背表紙を眺めている。よし、気づかれていない。

　微熱と安あん堵どの息を体の外へ吐き出しながら、ふと気づいた。ベッドの上にあるぬいぐるみが、レゾン学院の制服っぽい服を着ていることに。男子の制服だ。髪は短い。

　自分の体と別れてから、まだ一時間も経たっていない。なんだか、自分自身の顔と目の前のぬいぐるみが重なって見えた。

　まさか……、ね。

　目を移すと、大きな枕まくらが裏返しになっていた。枕に巻いて紐ひもでとめるタイプの枕カバー、その結び目が上になっている。

　どうして裏返しに？

　なんとなく気になり、枕をひっくり返してみた。

「っと!?」

　慌あわててもとの状態へ戻す。

　自分の横顔がデカデカとプリントされていたから……。

　以前、巴ともえといっしょに封印庭アークの温泉に入ったときも、彼女は理り刀との隠し撮り写真をバスタオルにプリントしていた。

　ドキドキだ。

「どうしました？」

　背から聞こえた百もも香かの声に、

「いや、く、黒くろ媛ひめになりきろうと思って、精神統一を、ね」

　反射的に噓うそをついた。

「がんばりましょうね！」

「う、うん。がんばろう」

　枕を裏返してるということは、黒媛や百香には見られたくないということなのだろう。

　しかしながら、人間には、〝怖いもの見たさで……〟という行動理由があって……。

　厳密には〝怖いもの〟ではないが、美み々み津つ巴という少女がもつ〝秘密〟の一端を覗のぞき見てみたい、という強い欲求があることは事実で……。

　理刀は、百香の様子をそれとなく窺うかがった。

　そして、彼女がふたたび本棚にむき直ったタイミングを逃さず、秘密の扉……、かけ布団をこっそりとめくった。

「………っ!!」

　抱き枕に理刀の全身写真がプリントされていた。

　シーツには、理刀を中心に黒媛やキュートやスイートや百香もプリントされていた。おそらく、レゾン学院の一階ロビーで撮られたものだろう。

　いつの間に？

　理刀は、そっとかけ布団をもとに戻した。

　ドキドキがとまらない。

　思わずよろけ、横にあった机に手をついた。

　鉛筆立ての横に、白いマグカップが置かれていた。とってが左側にきている。

　深く考えず、とってが右にくるようカップをくるりと回した。

　ここにもっ!!

　春日かすが理り刀との笑顔があった。

　視線が、右のほうをむいているけど……。

　隠し撮りなプリントグッズが、あちこちに隠されている部屋。

　最初に、〝これといって特徴のない部屋〟なんて思ってごめんなさい。

　こんなにドキドキできる部屋だったとは……。ザ・ドキドキ・ルーム万歳。

　もしかして……。

　目が、クローゼットに吸い寄せられた。あの中にまだ……。

　いや、考えるのはよそう。

　女の子の部屋にあるクローゼットを覗のぞき見るだなんて……、失礼すぎる。

　カチャ。

　いきなりドアが開き、巴ともえが入ってきた。

　彼女がもっているお盆には、ジュースやクッキーがのっている。

「お待たせ。好きなところに座ってね」

　適当なテーブルがないため、巴は手にしたお盆を絨じゆう毯たんに直接置いた。

　その際、あまりにも無警戒にしゃがむから……、胸もとがもろに見えて……。ぽちっ、も一瞬だけど視界に飛び込んできて……。

　バクバクバクッと心臓が跳ね回るから、顔が熱くなってくる。黒くろ媛ひめの体でも、意識は理刀のものだから、こんなにドキドキするのだろう。

　顔をあげた巴が、理刀を素通りして机の上に目をむけた。

　ほんのわずかに両りよう眉まゆをあげた彼女が、するっと理刀の横を通りすぎ、机の上に置いていたマグカップへ手を伸ばす。

　そして、くるっと回してプリント部分が見えないように置き直した。

　ドキドキしながら、そんな巴を横目に見やる。

　つるんとした頰ほおをほんのり桜色に染めた彼女は、学校では決して見せない色気を放出していて……、とにかくドキドキだ。


　　　★★★



　巴は、プリント部分を見られないよう、それとなくマグカップのむきを変えながら、大きく息を吸い、そして黒媛や百もも香かに気づかれないよう、ゆっくりと吐き出した。

　平静を保たなきゃ。

　マグカップのプリント、見られたかな？

　とくん、とくん、とくん、と心臓が強く大きく動いている。

　みんな、たぶん、いや、きっと春日理刀という少年に好意をもっている。

　同い年。

　苦手な異性。

　でも、彼限定で苦手じゃなくなって。

　だんだん意識するようになって。

　苦手じゃなくなってきてるのに、意識しすぎているから、彼の目を見てうまく話すことができなくて。

　そんな自分が焦じれったくて。

　理り刀とは、困っているだれかを助けたいという気持ちをしっかりともち、自分に厳しく、人にやさしい、頼りになる男の子だから、だれだって好きになるのは当たり前で。

　みんなだって……。

　キュートとスイートは、見ているだけでわかる。しかも、いっしょのマンションに住み、登下校もいっしょなのだから。

　春日かすが理刀という存在を好きにならないはずがない。

　黒くろ媛ひめも、彼に対して好意以上の感情をもっているはず。態度や言葉の端々から、それが見てとれるから。

　百もも香かもきっと……。先輩として慕したっているようだし、「魂を救ってもらった恩人」だとことあるごとに言っているのは、好意の表れ以外のなにものでもないだろう。

　みんな魅力的で、自分の考えをハッキリと相手に伝えることのできる女の子たちだから、自分など到底かなわないと思っている。

　みんなに勝てるのは死霊召喚術だけ。

　だれもが怖がる暗い能力だ。

「お菓子、どうぞ……」

　巴ともえは、意識して笑顔をつくった。

　すぐにマイナス部分へ目をむけてしまう自分の性格が……………、大嫌い。

　いつも輝いている黒媛。

　いつも笑っている百香。

　陽の気が集まり、ふたりの女の子になったかのような亜あ威い姉妹。

　そんな彼女たちとむかい合っていると、自分の暗さが目立つような気がしてならないときがある。

　でも、明るさもたくさん、本当にたくさんもらえるから、黒媛たちから離れることができないのだ。

　彼女たちのお陰で、日々の学院生活が泣きたくなるほど充実している。

　自分は孤独じゃない。

　自分は暗い人間じゃない。

　自分は呪のろわれた人間じゃない。

　そう思うことができる。

　黒くろ媛ひめと百もも香かがいてくれるから、自分は強くなれる。

　それでも。

　理り刀とグッズだけは、彼女たちに見せられない。

　秘めた想おもいの捌はけ口を求めるように、ついついつくりすぎてしまった。

　きょうは、黒媛と百香がくるというからクローゼットに押し込んでいる。

　タピストリーや、ポスターや、バスタオルや、バッジや、シールセットや、ポストカードや、ノートや、日記帳や、ジャケットや、Ｔシャツや、靴下や、帽子など。でも、入らなかったモノが部屋のあちこちに転がっていて……。

　枕まくらや、抱き枕や、ベッドシーツや、ゴミ箱など。マグカップは、ついつい置いたままにしていた。

　プリントが見えないよう裏返しにしたり、壁にくっつけたり、布をかぶせたりして、なんとか隠してるけど……。

　鍵かぎをかけた机の引き出しには、決して送られることのないラブレターや、絶対に伝えることのできない想いを綴つづったポエムや、だれの目にも触れさせることのできない自作の歌詞などを書きためたノートが入っている。

　もし読まれたら、もう生きてはいられない。

　黒媛と百香は大好き。

　自分をうけ入れてくれたことに感謝してる。彼女たちのためなら、なんだってしてあげたいと思ってる。

　でも、理刀グッズだけは見せられない。

　どうしようもないほど気まずくなってしまうから……。


　　　★★★



　理刀、巴ともえ、百香の三人は、輪になって直接絨じゆう毯たんに腰を下ろした。中央には、ジュースとクッキーがのったお盆。

　ぺたっと腰を下ろした巴へ顔をむけ、

「元気そうで、安心した、ぞ」

　理刀は、口く調ちように気をつけながら話しかけた。もちろん座り方にも気をつけた。女の子らしく両足をそろえて横に倒し、スカートをそれとなく押さえる。これでいいよね？

「巴ちゃんが学校休んだから、みんなビックリしてたよ」

　百香が、部屋を光で満たすような笑みを浮かべた。ニパッ。

　だが、逆に巴の表情が曇ってしまう。

「？」

　チラッと百もも香かと目を交わしたあと、理り刀とは心持ち身をのり出した。

「なにか、気になることがあるのか？」

「あのね、きょう休んだのは、例の件で……」

　いつもならつっかえたり、ぽそぽそとしか話さない巴ともえだが、黒くろ媛ひめと百香しかいない場所ではそれなりにしゃべるようだ。

　ちょっとした発見だけど……、いきなり〝例の件〟って？　もしかして、百香が言っていた〝秘密〟と関係があるのか？

　巴が、キャミソールの裾すそをいじり始めた。

　おヘソ、見えてますよ？　なんてことは言えず、理刀は百香と視線で会話した。

　どうする？

　秘密を暴きます！

　どうやって？

　暴くんです！

　百香が、お盆にのっていたみっつのコップ、そのひとつを手にとった。そして、中身をゴクゴクゴクッと一気に飲み干した。

「ごちそうさまでした！」

　コップをお盆に戻すなり、立ちあがる。

「百香ちゃ……」

　ん、という言葉を慌あわてて吞のみ込んだ。いまの自分は黒媛だ。

「巴ちゃん、居間でテレビ観みさせてね」

　言うなり、理刀に〝暴いて下さい！〟といった視線を送ってきたあと、さっさと部屋から出ていった。

　理刀だけを残して。

　確かに、百香がいないと巴も話をしやすいだろう。気を利かせて邪魔者は席を外しました、という演出は効果的かもしれない。

　でも、サポートするって言ったのに……、いきなり退室ですか？




　部屋の中には………、ふたりだけ。

　ひとりは、学院最高の能力値を誇る【死霊使いネクロマンサー】であり、｛謎エニグマ｝のふたつ名をもつ美み々み津つ巴。

　そしてもうひとりは、ダイヤクラス第一級の【時の統治者タイムルーラー】であり、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝という異名をもつ亜あ威い黒媛。

　ふたりとも、能力だけでなく、人間性、そして容姿も申し分のない女の子である。

　このふたりが密室でどんな言葉を交わしているのか、レゾン学院の生徒やファンクラブの人たちなら、なんとしても聞いてみたいと思うに違いない。

　理り刀とだって、本音では聞いてみたいと思っている。巴ともえと黒くろ媛ひめは、ふたりっきりのとき、どんな会話をしているのだろう。

　興味があるに決まってる。

　でもいまは、自分自身が黒媛で……。

　巴は、自分のことを親友、亜あ威い黒媛だと思い込んでいて……。

「ごめんね。なんだか、百もも香かちゃんに気をつかわせたみたい」

　巴が、お尻しりを動かして理刀に体を寄せてきた。

　よいしょよいしょよいしょ、で、ぴとっ。

　くっついてもいい？　という問いかけもなく、腕と腕をくっつけてくる。

　理刀の左腕と、巴の右腕が、ぴとっ。

　続けて、手をむきゅと握にぎってきた。指までからめて。

　全身の筋肉が、ピリリリ、と強こわ張ばっていく。

　巴と黒媛って、ふたりきりのときはこんなに親密だったの？

　確かに、街中で手をつないで歩く女の子は、ときどき目にするけど……。仲がいいってことは素晴らしい、ということにしておく。

　理刀は、気を抜くと暴走しそうになるドキドキをなんとか抑え込みながら、唇の両端をググッと押しあげた。

　とにかく微笑ほほえんでおく。

　あの美み々み津つ巴と体を寄り添わせ、手をつないでいるなんて……。

　いいのか？

　いいもなにも、自分はいま亜威黒媛なのだ。黒媛を演じなければ。

　自分は黒媛だ！　黒媛的な行動をとるんだ！　黒媛的な口く調ちようを忘れるな！　自信満々なんだ！　繊細な気づかいもできるんだ！　黒髪をなびかせて颯さつ爽そうと歩く姿をイメージ！

　気を引きしめながらも、視線はついつい左斜め下に吸い寄せられてしまう。

　両肩が丸見えのキャミソール。鎖骨が剝むき出しのキャミソール。胸もとぎりぎりのキャミソール。そんなキャミソールの薄布を下から押しあげているふたつの山、その登頂。ぽちっとふくらんだ部分。

　ドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキッ！

　それだけじゃない。

　短パンから伸びた病的なまでに白い生足が、理刀の眼前に投げ出されている。あまりにも無造作に。

　男の視線が間近にあるなんて、想像もしていないのだろう。

　だって、ここは巴の部屋で、二階で、ドアはちゃんと閉まっていて、そばには親友しかいないのだから。

　本当にいいのか？

　ドキドキドキッ！　自分はいま黒くろ媛ひめなんだ！

　ドキドキドキッ！　黒媛になりきるんだ！

　ドキドキドキッ！　黒媛なら余裕に満ちた笑みを浮かべるはずだ！

　無理やり笑った。ニッゴリ。

　なんだか、左ひだり頰ほおが引きつっているような気がするけど……。

「わざわざきてくれて、ありがとう」

　巴ともえは、こちらを見ていない。視線をつま先にむけたまましゃべり始めた。

「きょう休んだ理由は、学校にいこうとしたとき、あの人たちが家の前にいて……それで、外に出られなくて……」

「あの人たち？」

「うん。例の人たち……」

　例の人たち？

　百もも香かが言っていた〝秘密〟に関かかわることだろうか？

　理り刀との手をもむようにしながら、巴が言葉を続けた。

「どうしようもなくなったら、警察に連絡してみるけど……なるべく、ことを荒立てたくないから……」












「そ、そうか。うん。やはり、警察は最終手段だな」

「黒くろ媛ひめがせっかく、警察に通報してみたらどうかって、言ってくれたけど」

「事を荒立てたくないなら、まあ、荒立てないようにやるしかないな」

「話しても、わかってくれるような人たちじゃないみたいだから、難しいかもしれないけど……」

「う～ん、難しいかもしれないな」

　理り刀とはなんとか話を合わせようと、黒媛口く調ちようを意識しながら会話を続けた。巴ともえの言葉をそのまま返しているだけなのだが。

　それにしても、『例の人たち』『家の前にいて』『警察』なんて言葉が出てきたのには驚かされた。

　もしかしたら、ストーカー的な被害に遭あっているのかも？　悪質なファンの何人かが巴の家を嗅かぎつけ、つきまとってる？

　それはいきなりだった。

　巴が体のむきを変え、理刀の顔を覗のぞき込んできた。その際、握にぎっていた手を抱くようにして左胸に押し当てる。

　衝撃の〝ぷにゅん〟な感触!?

　薄すぎるキャミソール越しに感じたぷにゅん。

　左手の甲に押しつけられたぷにゅん。

　ノーブラなぷにゅん。

　あまりにも突然で、とっさに対処できない。

「えぅ？　と、巴、ちゃ、ぁ、ぃ、いや、どど、どうした？」

　学校にいるときの巴とはまるで違う。相手の目を真まっ直すぐに見つめる瞳ひとみは、一流の【死霊使いネクロマンサー】であることを証明するかのような、透明で、底の見えない、神こう々ごうしいまでの泉を連想させるものだった。

「きょうは、朝からずっと怖かったけど……黒媛と百もも香かちゃんがきてくれたから、ちょっと気持ちが楽になったわ。ほんとに、ありがとう」

　反則だった。

　いつもオドオドしている女の子が目をそらさず、こちらの手を自らの胸に押しつけ、見返りなどなにも求めない微笑ほほえみを浮かべたのだから。

　とんでもない反則行為だ。リングの外でパイプ椅い子すをもって大暴れをしているプロレスラーより、はるかに危険な存在と言っても過言ではない。

　混じりけなどなにもない、女の子が生まれもった愛らしさを濃縮した微笑みをむけられ、平静でいられる男なんていないだろう。

　いまは黒くろ媛ひめの姿をしているけど……。

「ぃ、いや、ありがとうなんて……友だちとして当然のことをしたまでだ。うん。巴ともえは、わたしの親友だからな」

　不意に、巴がさらなる反則行為を始めた。

　凝視。

　真まっ直すぐに見つめてくる、というレベルではない。

　なにかを探るように。

　理り刀との心、その表層を突き破ろうとするかのように。

　防御などかなぐり捨て、傷つくことなど怖おそれず、捨て身で相手へぶつかっていこうとするかのように。

　ジ─────────────────────────────ッと凝み視つめてくる。

「と、巴？」

　呼びかけても、彼女は言葉を返してはくれなかった。

　無言のまま理刀の左手を放した巴が、ゆっくりと腕を伸ばし、理刀の頰ほおに手を添えた。

　なに？

　もう片方の手も理刀の頰に。そうやって、顔を挟み込んでくる。

　なになに？

　黒媛の小顔を両手で挟んで、なにするの？

　巴が、理刀をジ───────ッと凝視したまま、ゆっっっくりと顔を近づけてきた。

　顔と顔の距離が。

　ゆるゆると。

　徐々に。

　確実に！

　いままで見たことのない巴のド直球な瞳ひとみが、理刀の視界をじわじわと占領していく。

　急接近！

　甘い吐息が香る距離。

　足をすべらせたら、瞳の奥に落ちてしまいそう。

　動けない。抵抗できない。なぜなら、体が強こわ張ばってしまっているから。

　も、もしかして……。

　キ、キス？

　巴と黒媛って、こんな関係だったの？　秘密って、まさかまさか……。

　どどどどど、どうする？　どうすればいい？　接吻いくべきか拒い否かざるべきか、それが問題だ。

　と、

「なんだか、いつもの黒くろ媛ひめじゃないみたい」

　巴ともえが、鋭いひと言を突き刺してきた。

　さすがは超一流の【死霊使いネクロマンサー】、並大抵の観察力ではない。

「ぇ、そ、そんなこと……」

「空気がぜんぜん違う。あなたの中に他ほかのだれかが入ってるみたい」

　どれだけ鋭いのだろう。

「ハハ、そんなこと、あ、あるわけ……」

「なぜかしら、知ってる人が入ってる感じ」

　鋭すぎだ。

　どうしよう……。ここは潔いさぎよく、正体を……、と理り刀とが姿勢を正したそのとき、

「話は聞かせてもらったわ！」

　バタァン！　と勢いよくドアを開け、百もも香かが飛び込んできた。

「悪いと思ったけど、立ち聞きしてたの。ごめんなさい。でも、巴ちゃん、黒くろ姉ねえ様さまに話してること、わたしにも全部教えて！　わたしたちの間で秘密なんてナシだよ！」




　いつもの黒媛じゃない……、と理刀に迫ってきた巴が、意識を百香へむけてくれた。

　小学五年生の勢いと情熱に押しきられるかたちで、巴が現状を説明してくれた。

　先日やった二に九く鼓つづみ村での仕事が、ことの発端だった。

　もともと、あの除霊を請うけ負おうはずだったべつの【死霊使い】が、仕事を横どりされたと勘違いしたらしい。

　逆恨みだ。

　その【死霊使い】が、日本死霊協会ＮＳＫから美み々み津つ家の住所を強引に聞き出し、この家を突きとめてやってきた。

　日本死霊協会の職員が「違法行為ですよ」と言い聞かせても、「霊を裁く法律なんてないだろ」と開き直っているため話にならないらしい。

　その【死霊使い】は巴に対して、

『仕事を横どりした件は目をつぶってやるから、自分がつくった会に入れ。その浅ましい根性を叩たたき直してやる』

　と言っており、無視してもしつこくつきまとってくるという。

「みんなに迷惑をかけたくなかったから、自分の力で解決しようと思ってたの」

　巴はそう言った。そして、

「でも、夜中にも家の周りをウロウロされるようになったから、黒媛だけには相談してみようって、思って……ごめんなさい」

　百香に謝る彼女は、本当に申し訳なさそうな顔をしていた。

『降霊ＭＶ会』という怪しい会への入会を強く迫ってくる【死霊使いネクロマンサー】やその仲間たちは、何度断っても聞いてくれない。

　同じ能力をもつ人が相手だから、警察沙ざ汰たにはしたくない。

　巴ともえの言い分を聞き、理り刀とと百もも香かは顔を見合わせた。

　百香の顔には、ハッキリとした怒りが見てとれた。

　もちろん、理刀も怒りに拳こぶしを握にぎりしめている。

　黒くろ媛ひめの手だから、あんまりぎゅっと握りしめるわけにはいかないけど……。きれいな爪つめが割れるといけないから。




「あ、霊気……」

　話の途中で、巴が窓のほうへ目をむけた。

　霊気？　なんの気配や違和感もないけど、彼女は超一流の【死霊使い】だから……。

　百香も、巴につられるようにして窓へ顔をむけた。

　理刀も窓の外を見た。

　あと二〇分ほどで一八時という時間帯だが、空はまだ明るい。道むかいに建つ家の屋根が見える。雲が流れゆく空も。

「だれかが、召喚よんでる……」

　百香が、素早く立ちあがった。

「きっと、いま話してた嫌な人たちだよ！　巴ちゃんやさしいから、わたしが代わりにバシッて文句言って……ひゃっ！」

　眉まゆをつりあげていた彼女が、ぎゅっと身を縮めた。

　窓の外に生首が浮かんでいたから。

　ぼさぼさのロングヘア。爛ただれた皮膚。潰つぶれた右目。剝むき出した歯は黄ばみを通り越して黒ずんでおり、何本も欠けている。巴が召喚する死霊に負けず劣らずの迫力だ。

　理刀は、思わず腰を浮かした。

　百香が、背に抱きついてくる。

　巴だけが、どこか寂さびしそうに、それでも落ち着いた動きで立ちあがった。だてに死霊を見慣れていない。

　慌あわてる様子もなくクローゼットに歩み寄り、そこから白いＴシャツを一枚とり出して素早く身につけた。これから外へ出るつもりなのだろう。

　彼女がクローゼットの扉を開けたとき、プリントを施ほどこした様さま々ざまなモノが山ほど見えたけど……、気づかなかったことにしておく。

　壁際のサイドテーブルに置いてあったピアスやペンダントや腕輪などを慣れた様子で装着した巴が、意を決したような、それでいてやわらかい笑みを浮かべた。

「ここで待ってて。黒くろ媛ひめと百もも香かちゃんには、本当に迷惑をかけたくないの。あの人たち、とてもしつこいから、あなたたちにも嫌がらせするかもしれないわ」

「でも、巴ともえちゃんだけじゃ……」

　理り刀との背から離れた百香が、一歩だけ彼女に歩み寄った。

「いいの。ふたりがこの部屋にいてくれるって思うだけで、ふふ、勇気をもらえるから……【死霊使いネクロマンサー】同士、きょうは本気で話をつけてくるわ」

　巴が、Ｔシャツの裾すそをピッと両手で引っ張ったあと、理刀たちから視線を離し、そのまま部屋から出ていった。

　彼女が廊下を歩き、階段を下りていく足音が聞こえてくる。

　あとを追わなきゃ。

　いっしょにいてあげなきゃ。

　肩をならべていてあげなきゃ。

　そう思うものの、自分はいま黒媛の体を借りている。

　腹を立てた勢いで、巴の言う「とてもしつこい」連中にガツンと文句をぶつけてやるのはいい。その場だけはスカッとするだろう。

　しかし、目をつけられたあと、迷惑を被こうむるのは黒媛なのだ。

　黒媛に害が及ぶかも。

　そう思うと、巴が出ていったドアへの一歩を踏み出せない。

　自分の体じゃないのが悔しい。

「黒くろ姉ねえ様さまだったら、こんなときどうすると思いますか？」

　とうとつに、百香がたずねてきた。

「黒媛だったら？」

「黒姉様だったら、絶対に迷惑だなんて思いません」

「百香ちゃん……」

「春日かすがさんが巴ちゃんのためにとった行動なら、黒姉様はきっとこう言うはずです〝よくやった〟って。水鏡を視みるまでもありません」

　百香は、理刀の迷いに気づいている。

　ふと思った。

　もし、逆の立場だったら？

　理刀の体に入った黒媛が、巴のために「とてもしつこい」連中にぶつかっていったら？

　自分は、きっとこう言うだろう。

　ナイス黒媛！

「百香ちゃんは、ここで待ってて」

　理刀はドアに飛びついた。

「わたしは、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の妹ですっ！」

　百もも香かも、躊躇ためらうことなく走り出す。




　玄関から駆け出ると、巴ともえが丁度門を開けて道へ出ようとするところだった。

「黒くろ媛ひめ……百香ちゃんも……ダメよ、部屋にいて」

「巴の指図はうけないぞ？　わたしたちは、わたしたちの意志で動くからな」

「黒くろ姉ねえ様さまの言う通りだよ！　わたしたちが勝手に手伝うんだから、気にしないでいいからね！　バシって言ってやるんだから！」

「……………ありがとう」

　巴が、ふにゃりと子どものように笑った。嬉うれしくて、泣き出してしまいそうな笑みにも見える。

　だが、すぐに表情を引きしめ、門から歩み出ていく。

　理り刀とと百香も、彼女のあとに続いた。

　狭い裏通りの先に、ひとりの少女が立っていた。彼女の周囲で、みっつの生首がふよふよと飛び回っている。

　どうやら、巴を強引に『降霊ＭＶ会』とやらに入会させようとしている【死霊使いネクロマンサー】のお出ましのようだ。

　しつこいヘビのようなヤツを想像していたのだが、いたって大人おとなしそうな子だった。

　一四、五くらいだろうか。明らかに理刀や巴より年下だ。

　長い赤毛を一本の太い三つ編みにして、肩から胸の前に垂らしている。

　真っ黒なリボンとワンピースの二点が、【死霊使い】っぽいところかもしれない。

　よく見ると、彼女の後ろに見える電柱や曲がり角に、数人の男たちが隠れていた。コソコソとこちらを覗のぞき見ている。ちょっと、いや、かなり気味が悪い。

　巴が、うっすらと笑っている黒ワンピースの子に強い目をむけた。

「ば、場所を、変えてもいい？」

　初しよっ端ぱなから弱腰なところが、ちょっと心配。




　黒媛的な仕草を練習した公園へ移動した。

　一八時近くになっているため、よい子やママたちはひとりもいない。

　公園にむかう途中、大おお戸とと名のった黒ワンピースの少女は、理刀と百香にも『降霊ＭＶ会』への入会を勧めてきた。

　もちろん、丁寧にお断りした。

　ふん、と鼻を鳴らした大戸は、「きっと入りたくなるんだから」とつぶやいていた。その丸っこい瞳ひとみには、べっとりと粘着質な光が渦巻いていた。

　公園の真ん中で、巴ともえと大おお戸とが対たい峙じする。

　理り刀とと百もも香かは、巴のすぐ後ろについた。

　大戸の仲間たちは、公園のジャングルジムや木々やフェンスの後ろに隠れている。みんなシャイなのだろうか？

　ここまでくる間にそれとなく数えたら、少なくとも五人はいるようだ。全員男。『降霊ＭＶ会』の会員なのだろう。

　大戸が、偉そうに細い腕を組んだ。

「さんざん焦じらしたくせに、友だちを誘って入会申し込みなんて、あんた、もしかして駆け引き上じよう手ず？　うふふ、見所あるわね」

「入会申し込みじゃ、ないの。こ、このふたりは、み、見てるだけだから……」

　しゃべり方が、いつもの巴に戻っている。たとえ年下でも、慣れない相手だと緊張してしまうのだろう。

　ここまで内気な子が、黒くろ媛ひめや百香の前だと素直に自分を出せるのだから、これはすごいことに違いない。

　理刀は、そんなことを考えながら、大戸の表情を窺うかがった。

　巴のこたえに、細い眉まゆをぴくぴく痙けい攣れんさせている。

「あんたも、あんたの友だちも、わたしのこと、ちっともわかってないみたいね。

　いいわ。よっく聞きなさい。

　わたしの能力値は………っとと、先に言っとくわね。驚いちゃダメよ？

　なんと四〇〇以上！　日本能力者協会のランクじゃ、エメラルド第二級になるのよ。

　ま、あのレゾン学院ってとこには入ってないけどさ。

　理由聞きたい？　ふん、聞きたそうね。友だちにしか教えないんだけど、あんたたちは未来の会員だし、特別に教えてあげるわ。あ、遠慮しなくていいから。

　ふっふっふっふっふっ。中学のとき、ムカつくヤツがいてさ。生首アタックを食らわせて階段から突き落としてやったのよ。

　そいつ、足折ってギャーギャー転げ回って、もう爆笑ものだったわ。

　それがバレて、レゾン学院の推薦がパァになったってわけよ。よくある話でしょ？」

「暴力反対！」

　百香の声に、大戸の眉がピクッと動いた。

「あんた世間知らずね。この世は金と暴力が支配してんのよ？

　マネー＆バイオレンス。

　このふたつがあれば、人間はなんだって言うことを聞くわ。常識でしょ」

「常識じゃないわ！」

「ガキと話してたら疲れるわね」

　大おお戸とが肩をすくめた。

　理り刀とは、そんな彼女に目をむけたまま考えた。

『降霊ＭＶ会』

　もしかして、マネーの『Ｍ』とバイオレンスの『Ｖ』？　もしそうだとすると、とても寂さびしいネーミングだ。そんな会には絶対に入りたくない。

　百もも香かが、大戸をむぅとにらみつけている。

　大戸が、百香へ「ふん、ガキ」といった目をむけている。

　巴ともえは、胸の前で手を握にぎったり開いたりしながら、おろおろあわあわとふたりの間で視線を往復させている。

　腕組みをやめた大戸が、ことさらゆっくりとした動きで、両腕を大きくひろげた。

「あんたらも、レゾン学院の｛謎エニグマ｝くらい知ってるでしょ？」

「知ってるよ」

　百香のこたえに、大戸が満足げにうなずいた。そして、

「あたいの実力は、その｛謎｝と紙一重って言われてんのよ？」

「そんなこと、だれが言ったの？」

「うっさいわねガキ！　聞いてビビリなっ！〝普通校の｛謎｝〟たぁ、あたいのことだよ！」

「ふぇ？　なによそれ……」


　　　★★★



　亜あ威い百香は呆あきれた。

　大戸は、レゾン学院の｛謎｝が、美み々み津つ巴という名前であることを知らないようだ。

｛謎｝というインパクトのある異名ばかりがひとり歩きをしているのだろう。学院の外では、意外とそんなものかもしれない。

　百香は、隣に立つ黒くろ媛ひめの顔を見あげて肩をすくめた。中身は理刀だけど、外見は紛れもなく自分の姉で……。

　でも、瞳ひとみからもれ出ている空気が全然違っていて……。

　こんなとき、姉ならどうするだろう？

　大戸という、あまり好きになれない【死霊使いネクロマンサー】を相手にしたとき、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝なら……。


　　　★★★



「本物の｛謎｝なら、キミの目の前にいるぞ？」

　理刀は、大戸にむかって微笑ほほえみかけた。自信たっぷり、余裕もたっぷりな表情を意識する。黒媛的な微笑み。練習の成果を見せるときだ。

　大戸の目が鋭い光を宿す。だが、怯おびえの色もちらちら。

「なに？　もしかして、あんたがそうなの？　ふ、ふん。助すけっ人とってわけね。あ、あんた、自分がきれいでチチがでかいからって、相手が言いなりになるなんて、お、思わないでよ」

「いやいや、わたしじゃない。ちゃんと前を見ろ。そこにいる」

　大おお戸とが、理り刀とから百もも香かへ、それから〝もしかして、こいつ？〟といった目を巴ともえへむける。

「ハッ、ないない。それはないでしょ。この人、いつもあたいの生首ちゃん見て泣きそうな顔してるだけだし」

　確かに、巴はずっと泣きそうな顔をしている。

　大戸が、そんな巴の顔を覗のぞき込むようにして、言葉を続ける。

「あんた、どうせぎりぎりパールクラス第三級なんでしょ？　自信なさげな顔を見ただけでわかるわ。ＮＳＫに名前を登録できただけで、満足しちゃってる向上心ゼロタイプよ」

　巴はなにも言い返さない。ただ黙って身を縮めているだけ。

　向上心ゼロタイプ、という大戸の見立ては大ハズレだが、とことんケンカが不得手なタイプであることだけは間違いない。

「あんたみたいなヤツ見てると、すっげぇムカつくのよね。ほんと、ムカムカする」

　大戸が、じりっと一歩だけ巴に近づいた。

「そんなだから、【死霊使いネクロマンサー】はジメジメしてて薄気味悪いなんてバカにされんのよ！　会でみっちり鍛えてあげるから、いまこの瞬間に入会申し込みしなさいよ！　入会金ナシでいいからさっ！　年会費も一割引にしてあげるわ！」

「わたしは、は、入る気は、ない、から……」

「はぁ？　声が小さすぎて、よく聞こえないんだけどぉっ？」

「は、入る気は……」

　ここに至っても巴は首をすくめ、身を縮め、ぽそぽそと口を動かすことしかできないでいる。大戸の勢いに押されっぱなしだ。

　気持ちを固めて入会を断りにきた巴だが、やはりいざとなったら体が震え、言うことを聞いてくれなくなったのだろう。彼女らしいといえば、とても彼女らしい。

　だから理刀は、巴の代わりに口を開いた。

「入会は断る。『降霊ＭＶ会』とやらの勧誘は、よそでやってくれ」

「そうだよっ！　巴ちゃんは絶対入会なんてしないからっ！　さっさと帰って、もう二度とこないでっ！」

　百香も、ビシッと言ってくれる。

　と、

「あんたらは黙ってなっ！　ふん、生首ぃぃぃ、アタァァァクッ！」

　大戸が、理刀と百香にむかって両手を突き出した。

　びょわわわぁぁん、と左右のてのひらからふたつの生首が飛び出してくる。

「わっ！」

「きゃぁ！」

　おどろおどろしい首がぶつかってきたため、思わず息を吞のむ理り刀とだったが……、胸に触れるなり、フッ、と消えてしまった。

　だが、百もも香かはまともに食らったらしく、その場で尻しり餅もちをついた。彼女を突き飛ばした生首は、陽が沈み始めた空へ昇り、そのまま溶けるように消えいく。

「百香ちゃ……大丈夫か？」

　思わず出かかった百香ちゃんという言葉を吞み込みながら、理刀は小学五年生の華きや奢しやな体を抱き起こした。

　百香の涙目を見たあと、ゆっくりと顔を動かして大おお戸とをにらみつける。

　ふん、とこちらを見下すような彼女の視線をうけとめた瞬間、プチッとなにかが切れた。

　黒くろ媛ひめを演じなきゃ。と思う間もなく、

「ふざけんなっ！」

　地を出してしまった。

　ほぼ同時に……。

「痺ひ氷ひの痛み、襤ぼ褸ろの凍こごえ、坐ざ鎖さの屈辱。心を圧おされ獄ごく焰えんの坑あなで身を寄せ震える者たちよ──」

　巴ともえが呪じゆ文もんを唱え始めた。

「な、なによ？　あんた、闘やろうって気？　ふん、パールのくせに生意気ね。あたいの秘奥義、〝生首メガトンパンチ〟を食らって後悔しなっ！　全治一ヶ月コースをプレゼントしてあげるわっ！」

　大戸が、後あと退ずさりながら身構える。

「──いまこそ朽くち果てた鞘さやより爪そう牙がを放て。武功を立てるときがきた。黒て天んを仰あおぎ、幽光ひかりを目指せ。我が声に応こたえよ！　親しき友が屈辱に膝ひざを折った──」

　巴のピアスが、ペンダントが、腕輪が、指輪が、淡い光をまとう。

　目をつりあげた大戸が、そんな巴に両腕を突き出した。

「生首ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ、メガトォォォォォォォォォォン、パァァァァァ………」

「──牙が軍ぐんの猛兵よ！　敵に報むくいを！」

　ずど──────────────────────────────────んっ!!

　大気も大地もゆらさない振動が、無防備な心臓をぎゅっとつかんでくる。

　大戸の表情が、瞬またたく間に凍りついた。ひろげた両手からは、なにも出てこない。〝生首メガトンパンチ〟は不発。いや、秘奥義を繰り出しても無駄だと、一瞬にして悟ったのかもしれない。

　公園に現れたのは、重装備の鬼属兵たちだった。

　手にしている武器は巨大なものばかり。大剣や長なが槍やりや大おお斧おのや大おお鎌がまや大おお槌づちなどなど。

　鎧よろいや武器よりも、鬼属兵の顔が、なんというか、もう、ほんとにデタラメで……。

　みんな、一体残さず、頭の角は大きく、双そう眸ぼうは敵を威い嚇かくすることだけに特化したかのような厳いかつさをもち、牙きばは冗談のように鋭い。身にまとった鬼気は、触れると指が切り刻まれてしまいそうなほど鋭利すぎて、じっとむかい合っているだけで、命を削られていくかのような恐怖が心の奥底から湧わきあがってくる。これは、ちょっと……、怖すぎ。

　そんな鬼属兵たちが、公園を埋め尽くしている。

　鬼属兵たちがつくった壁のむこうから、いくつかの悲鳴が聞こえてきた。大おお戸とについてきた『降霊ＭＶ会』の会員たちだろう。

　勝手に逃げてくれればありがたい。

　大戸だけは逃げられない。

　恐ろしすぎる鬼属兵たちに囲まれているのだから。

　加えて、自分の両足を動かせなくなっているから。

　両腕をだらりと下ろし反撃を完全に放棄した彼女が、口だけをぱくぱく動かしている。

　かろうじて聞きとれた言葉は、

「ま、まさか、ほほ、本物、の｛謎エニグマ｝、だ、た、なんて…………………ひ、ひどすぎる」





エピローグ




　巴ともえが鬼属兵たちを地の底へ還かえすなり、大戸は捨てゼリフさえ吐くことなく逃げ出した。しかし、心と体が怯おびえきっているのだろう。足どりが定まっていない。ふらふら状態だ。『降霊ＭＶ会』の会員たちは、すでに姿さえ見えない。

　これでもう二度と、巴にちょっかいをかけてくることはないだろう。本物の｛謎｝を本気で怒らせたときの恐怖は、忘れたくても忘れられない経験になったはずだ。

　あとは、百もも香かといっしょに亜あ威い邸へ帰り、キュートたちが還かん魂こん香こうでもとへ戻してくれるのを待つだけでいい。

「さすが巴ちゃん！　最初から本気出せばよかったのに！」

　百香が、巴の細い腕をポンと叩たたく。

　それに対し、巴が自信なさげな笑みを浮かべた。

「あの人が、百香ちゃんにひどいことしたから、召喚よべたけど……ひとりだったら、召喚する前に怖くなっちゃうから……」

「それでいいじゃないか。他人のためにがんばれるって、素晴らしいことだと思うぞ」

　理り刀とは、黒くろ媛ひめらしさを意識しつつ、巴に笑いかけた。

　と、彼女の頰ほおが急に紅あかくなった。

　顔を伏せ気味にしつつも、チラチラッと理刀に目をむけてくる。

　あれ？　いつもの巴ともえに戻ってる？　どうして？　黒くろ媛ひめとむかい合ってるのに？

「く、黒媛じゃない、よね？」

　巴がいきなり、あまりにも鋭い質問を突き刺してきた。

「え？」

　理り刀とは、とっさに百もも香かと視線を交えた。

　巴が、さらに言ってくる。

「も、もも、もしかして、り、理刀くん？　ま、魔法とかで、黒媛になってる、の？　で、でも、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』だから、ま、魔法は効かない、よね。ど、どうして……」

　鋭すぎないか？

　どうする？　正体を明かすか？　騙だましていたことを素直に謝る？

　理刀の迷いを蹴けり飛ばすように、

「さすが巴ちゃん！　黒くろ姉ねえ様さまの大親友！　違いのわかる【死霊使いネクロマンサー】！　すごいよっ！」

　百香が、笑顔と両腕を一度にひろげた。

「え？　え？　え？」

　巴は、事態がまるで吞のみ込めない様子で、理刀と百香の間で視線をウロウロさせることしかできないでいる。

　百香が、巴の右腕に飛びついた。そして、腕をからめる。

「ゆっくり説明するから、巴ちゃん家ちに戻りましょ」

「え？　でも、黒媛は、ほ、本当に、りり、理刀くん？　え？　うそ？」

「でも、さすが巴ちゃんだよね。黒姉様だけど黒姉様じゃないってとこ、ちゃんと見抜いたんだもん。実はね、わたしも見抜くことができたんだよ。妹だもん、当然だよね」

「どどど、どうして理刀くんが、黒媛に？　え？　い、いまからわたしの家、いくの？」

　巴が、真っ赤になった顔を理刀にむけてくる。視線は、合わせたり下に落としたり。

「わ、わたし、ぁ、あ、こ、こんな格好で……」

　Ｔシャツの裾すそを下に引っ張って、生ふとももを必死で隠そうとする巴を見ていると、自然に笑みがこぼれてきた。

「あ、キャミなんか、着たりして、は、わわ、へ、変なとこ、みみ、見られちゃった……」

「巴ちゃん、いこっ！」

「あわわわわわ、りぃ、り、理刀くんを、わた、わた、わたしの部屋に？　そぉ、そそそ、それは、ちょ、ちょっと、こ、困る、かも、あ、あぅぅぅ」

　目をぐるぐる回して狼狽うろたえている巴は、なんだかとても新鮮だった。

　すごく可愛かわいい。





第三話　迷走！　アンラッキー・ガール




プロローグ




「永久とこしえの石いし積つみ、久く遠おんの石いし敷しき、無窮の石いし砕くだき。労役の糸車に囚とらわれし卑いやしき鬼火の徒よ、我が声を聴け。荒れ果てた地を這はい、幽光ひかりを目指せ。疾とく馳はせ参じ、我が剣となれ！」

　巴ともえは意識を集中させ、身につけた媒体プラチナに力を注そそぎ、死霊を召喚よんだ。

　薄気味悪い墓地には、お似合いの死霊こたち。

　死霊たちを戦いの配置につかせながら、敵を見み据すえた。

　前方の暗くら闇やみからにじみ出てくるように現れたのは、死界をさ迷う死霊。

　手加減はいらない。手加減なんかしていたら、こちらがやられる。

　敵は上級竜属霊。一体。

　こちらは鬼属霊。一〇体。

　力はあちら。

　数はこちら。

　繰り糸のつなぎ方、注ぎ込む霊力ちからの量、霊たちの立ち位置、一〇体それぞれの役割。

　その他ほか、様さま々ざまなことに注意を払いながら、

「往ゆけっ！」

　巴は鬼属霊たちを放った。

　ガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！

　一〇体の鬼属霊たちが、墓石をのり越え、回り込み、蹴け倒たおし、たった一体だけの竜属霊に群がっていく。前後左右から、いっせいに。

　巴は、懸命に竜属霊の動きを観察した。

　霊気の流れを注意深く視みる。

　速い。そして太い。しかも複雑。彩いろどりも豊か。芸術的なまでの霊気脈に包まれている。

　対して、自らの鬼属霊たちの霊気脈は、〝稚ち拙せつ〟のひと言で切り捨てられるような代しろ物ものだ。情けない。

　それでもっ！

「はあああああぁっ！」

　この墓場で倒れてもいい。そんな気迫とともに体内の気を放出し、一〇体の鬼属霊たちを包み込む。

　竜属霊の腕を、体を、足を、鬼属霊たちが手にした刀で斬きりつける。だが、皮一枚を裂くことしかできない。

　強い。硬い。厚い。届かない。圧倒的すぎる。

　竜属霊が、巴ともえの頭ほどもあろうかという拳こぶしで、鬼属霊の一体を墓石ごと殴り飛ばした。

　たった一撃で繰り糸が引きちぎられ、墓石ともども鬼属霊の胴体が粉々に砕け散り、続けて頭や手足も霧となって消えてしまった。

「くっ」

　歯は嚙がみする間も惜しい。

　集中。集中だ。もっと集中。もっともっと集中しろ。視みろ。敵を視ろ。落ち着いて。

　竜属霊の正面に長なが槍やりをもつ鬼属霊を一体配置し、残り八体を左右に散らした。

　一撃。

　せめて、ひと突き。

　戦った印しるしを刻む。

　指先が痺しびれてくるほど気を収束させ、固め、引き絞り……、視た。

　竜属霊を包み込む霊気、その中心。

「ぃぃぃ…………………………けぇっ！」

　強弓を放つように、長槍をもつ鬼属霊を突進させた。同時に残り八体も左右から襲いかからせる。

　ゴォアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！

　鬼属霊たちの咆ほう吼こうが九つ。

　巴の意識と鼓膜が大きくゆれる。

　勝負は瞬またたく間だった。

　巴の霊気を練り込んだ槍やりは、竜属霊の胸板を貫くことができなかった。刃先をほんのわずかに突き込んだだけ。

　容易たやすく槍をへし折られ、腕のひと薙なぎで数体の鬼属霊を消し飛ばされ、ひと蹴けりでまた数体が霧と消えた。大波に押し流される砂人形のように、鬼属霊たちが次々と消されていく。最後の一体も、拳が右から左へ移動しただけで消滅。

　力の差は歴然。

　一〇体の鬼属霊がいなくなれば、竜属霊の目は当然、巴に注そそがれ……。

　グルル、と竜属霊がノドで唸うなった。

　人の身では、どんなに足あ搔がいたところで竜属霊にはかなわない。

　それでも巴は、目をそらさなかった。

　命が危険にさらされたとき、人は本能的に生き延びるための手段を考える。

　逃げのびることを考える。

　傷つかないことを考える。

　でも、巴はその場に踏みとどまった。視ることをやめなかった。集中を解かなかった。

　竜属霊を包み込む霊気脈。

　ため息が出そうなほど素晴らしい霊気の流れ。その精錬度。そして完成度。理想型。

　背をむけて逃げるなんて、できるはずがない。

　グルルゥ！

　ひと声唸うなったあと、竜属霊が巴ともえにむかって巨大な牙きばを剝むいた。




「お疲れさんやったね。これ、がんばってるトモちゃんにウチからのプレゼント。友だちのだれかといきぃよ」

　ふにゃっと頰ほおをゆるめたネクロが、ピッと二枚の券を差し出してきた。

　彼女に背を踏みつけられた竜属霊が、グルルゥ～と悲しげに唸ったあと、煙のように消えていく。ちょっと可哀かわい相そうかも。

　フォンターナ家の三八女だから、上級竜属霊を小さなトカゲくらいにしか考えていないのかもしれない。

　竜属霊の消滅とともに墓地も消え、代わりに地下学院アンダーレゾンの体育フロアが現れる。

　ネクロが、手にした封印庭アークの小箱を白衣のポケットへ無造作に押し込んだ。

「あ、ありがとう、ございます」

　巴は、ネクロからうけとった券に目を落とした。

　今週の土日、二日間にわたって行われる地下学院の学院祭、その入場チケットだった。

「これ、す、すごく貴重な、チケットなんじゃ……」

「遠慮せんで。ウチは地下校の講師やけん、券いらんもん。やけん、トモちゃんにあげる」

「そ、そうですか……ありがとうございます」

　能力開発学科ペンタグラムには、自主鍛錬授業というものがある。

　みんなが「自習」と呼んでいるその時間、巴はときどきひとりで地下学院の職員室を訪ね、ネクロから訓練用の封印庭を借りている。

　つい先ほども、墓地の封印庭で召喚と霊操作の練習をさせてもらった。上級竜属霊という贅ぜい沢たくすぎる練習相手まで用意してもらって。しかも、なかなか手に入らない地下祭のチケットまでもらえるなんて……、二枚も。

　なんだか申し訳ない。

　二枚。

　自分と。

　だれか、もうひとり。


　　　★★★



　昼休み。

　いつものように、みんなが理り刀との教室に集まってきた。

　能力開発学科ペンタグラムからは、巴ともえ、黒くろ媛ひめ、キュート、百もも香かの四人。地下学院アンダーレゾンからはスイート。

　空あいた机をくっつけてのワクワク・ランチタイム。

　みんなの関心事はやはり、今週の土日に行われる地下学院の学院祭、略して地下祭だ。

　今回が初めての学院祭であるため、可能な限り混雑を避けるべく、入場をチケット制にしたらしい。

　そのチケットの数がとんでもなく少ないため、裏ではかなりの争奪戦が繰りひろげられているという。

「あたしは、フォンターナとして地下祭の手伝いをしなきゃいけないし、スイートはもともと地下の生徒で、お客としては楽しめないから……」

「チケットは、関係ありませんわね」

　キュートとスイートが、理り刀とを挟んで顔を見合わせる。

　黒媛が、小さな弁当箱の中身を箸はしでつつきながら、

「せっかくの学祭なんだから、チケットをもっとたくさんつくってもよかったんじゃないか？　入場者が多いほうが、間違いなく盛りあがると思うんだが」

　キュートとスイートへ目をむけた。

　キュートが、ちょんと肩をすくめる。

「もしなにかあったとき、犠牲者が少なくてすむって、リイザお姉様が言ってたわ」

「犠牲者って……ハハハ、ブラックジョークとしては秀逸だな」

　引きつった笑みをこぼした黒媛に、今度はスイートが言葉を放る。

「リイザお姉様のことですから、九割は冗談でしょう」

「まてまて、一割は本気なのか？」

「可能性としてなら、まぁ、〝ない〟とは言いきれませんわね」

　巴と百香が、ハハハァ～、と苦笑いを浮かべている。

　キュートが、銀のツインテールをふりふりっと可愛かわいく振ったあと、

「大丈夫よ。お姉様たちも、人間界とのつながりを大切にしたいって思ってるから。魔界にいるときのような気軽さで暴れたりしないはずよ。入場者を守るために、警備だって万全だって言ってたもの」

「ですわね。すべてのガード・ワームを出動させるそうですから、安心安全というわけですわ」

「ガード・ワームって、うあ～、失礼かもしれないが……あの、大きなダンゴムシのようなヤツか？」

「うふふ、ガード・ワームの王族も張りきってるそうです」

「ああぁ、ダメだ。それじゃ、わたしは無理じゃないか。うわっ、想像してしまった」

　黒媛が、顔をしかめて首を振った。ふるふるふる。なめらかな黒髪もふるふるふる。

　以前、虫嫌いの彼女はガード・ワームのせいでさんざんな目に遭あったことがある。

　とても友好的な巨大ダンゴムシなのだが、虫嫌いにとっては恐ろしい怪獣や得体の知れない妖よう怪かいとなんら変わらない。

　それにしても、ガード・ワームに〝王族〟がいたとは驚きだ。他ほかの虫よりずっと大きな〝女王〟なら見たことがあるけど……。もしかして王様もいるのか？　王なら、さらに大きいのだろうか？　王子とか王女もいたりするのか？

　見てみたいけど……。

　普通科の生徒が、地下祭のチケットを入手できるはずもなくて……。

　フォンターナ家のキュートとスイートでさえ、チケットを手に入れることができないほど入手難度が高いのだ。

　でも、いきたいな。

　いきなり、

「じゃじゃ～ん」

　百もも香かが、一枚のチケットを頭上に掲げた。

「そ、それはっ!?」

　理り刀とは思わず、大げさなほど両手をひろげて驚きを表した。

　百香が人差し指と中指に挟んでいたモノは、地下祭の入場チケットだった。ただの紙切れなのに、光り輝いているように見える。

「も、百香、それ、どうしたんだ？」

　黒くろ媛ひめも驚いている。

　キュートやスイートも。巴ともえも。

　彼女たちだけじゃない。教室中の生徒たちが、おおおぉ～、と百香に注目している。

「実はですね、昼休みになって教室を出たところで、ゴルゴンゾラさんとパルメザンさんからもらったんです！」

「あのふたりから？」

「直接、ですか？」

　キュートとスイートが、わずかに表情を強こわ張ばらせた。

「はい！　ゴルゴンゾラさんとパルメザンさんのおふたりから、直接、このチケットをもらいました！」

　百香が、チケットを制服の内ポケットに仕し舞まった。とても大事そうに。

　素直で明るい彼女は、ゴルパルツインズのお気に入りだから……。

　いいな。正直、羨うらやましい。

「このチケット、ニセモノがつくられないよう一枚一枚に魔法がかけられてるそうなんです。すごいんですよ。濡ぬらしたって、折り曲げたって、すぐにもと通りになるんですから」

　百もも香かが、ブレザーの胸もとをポンと叩たたいた。教室のあちこちから、「くそっ」とか「しまった」とか「チッ、そうだったのか」なんて声が聞こえてきた。

　もしかして、偽造チケットをつくるつもりだったのか？

　みんな、これほどまでに地下祭へいきたがっている。それなのに……。

「チケットをゲットした友だちと、ふたりでいくつもりです」

　百香が、ニパッと笑みをひろげた。

　チケットを手に入れることができない庶民は、学祭にいった人の土産みやげ話ばなしに期待するしかないのか？

　地下祭。

　いいなぁ～。


　　　★★★



　巴ともえは、理り刀との様子をチラチラと窺うかがいながら、自らの心に問い続けた。

　どうするの？

　午前中の自習時間、ネクロからもらったチケットが二枚。いま、ブレザーの内ポケットに入っている。

　黒くろ媛ひめを誘っても、ガード・ワームを怖がって絶対いっしょにいってはくれないだろう。

　百香は、すでにチケットをもっている。

　キュートとスイートは地下祭の裏方。

　残ったのは……、ひとりだけ。

　残った……、違う。

　本命。

　彼が大本命。

　地下祭、とてもいきたそうにしている。

　百香のチケットに憧あこがれの眼まな差ざしをむけていた。

　勇気を出して誘ってみよう。

　チケット、二枚あるから、と。

　理刀とふたり。

　地下の学院祭へ。

　デートみたい。

　ち、ちち、違う。デートじゃなくて……。

　理刀が地下祭にいきたそうにしてて……。

　偶然にも自分がチケットを二枚もってるから……。

　友だちとして、いっしょに……。

　絶対に、デートなんかじゃ……。

　巴ともえは、食事を続けている理り刀との様子を視界の隅にしっかりとつかまえたまま、箸はしを動かした。もそもそとオカズを口に運びながら、ポケット内のチケットを意識する。

　これを渡せば、理刀はきっと喜んでくれるはず。そのとき、がんばって言うのだ。

「いっしょにいきましょ」と。

　がんばって。

　言うのだ。


　　　★★★



　放課後。

　キュートとスイートは、「地下祭準備の追い込みだから」と地下学院アンダーレゾンへ降りていった。

　毒どく舌ぜつ丸まるも手伝いのためにやってきた。

　人間界にきている魔族の力を結集し、絶対に学祭を成功させる！

　そんな意気込みが伝わってくるほどの気合いを前に、理刀は心底思った。

　地下の学院祭、いきたいなぁ～。

　しかし、普通科の生徒が入場チケットを手に入れることなんてできない。

　巴、黒くろ媛ひめ、百もも香かの三人に囲まれるようにして、理刀は駅へむかった。

　空は曇っている。いまにも降ってきそうだ。

　予報は大ハズレ。

　地下祭にいきたくてもいけない。そんな気持ちが雨雲を呼び寄せたのかもしれない。


　　　★★★



　巴は改札を抜けたあと、理刀の顔を真まっ直すぐに見ることができず、彼の胸もとへ辛かろうじて微笑ほほえみを投げた。

　続けて黒媛と百香に手を振ったあと、いつもつかっているホームへむかう。

　結局、理刀にチケットを渡すことができなかった。

　こうなることはわかっていたけど……、情けない。

　どうして、自分はこんな性格なのだろう。

　どうして、ハッキリと相手の目を見て話せないのだろう。

　どうして、思っていることを相手へ伝えることができないのだろう。

　自己嫌悪。

　レゾン学院の校舎を出てから駅まで、ずっと鉛なまり色いろの空だった。まるで、自分の心が写しとられているかのような。

　巴は、ホームへと続く昇りのエスカレーターにのろのろと足をのせた。

　人の流れに逆らわず。目立たず。静かに。

　チケットを渡すくらい、やれるはず。

「いっしょにいきましょ」と言うくらい、できるはず。

　きっと理り刀とのことだから、笑って「ありがとう！」と言ってくれるはず。

　それなのに……。

　エスカレーターが、ゆるゆると昇っていく。

　巴ともえは、下唇を軽く嚙かんだ。

　昔から、異性と接することが苦手だった。

　同性と話すのも得意じゃないけど、相手が友好的であればなんとか言葉を返すことができる。でも、これが男の子になると不思議となにもしゃべれなくなるのだ。

　男子圏、と自分の中だけで勝手に呼んでいる。

　男の子の圏内に入ると、自分の体は硬直する。だから、しゃべれなくなる。思考がまとまらなくなる。おどおどしてしまう。いろんなものが乱されてしまう。

　ずっとそうだった。

　春日かすが理刀、という男の子が現れるまでは。

　彼は贈り物。

　そう思っている。

　贈り主がだれであろうとかまわない。

　神様という存在でも。

　神秘的ななにかでも。

　宇宙的な力場でも。

　理刀も、最初は男子圏をもっていた。

　というよりも、こちらが一方的に男子圏を感じていた。

　でも、いつしか彼の圏内にいることに心地ここちよさを覚え始めている自分がいて。

　ときどき、涙が出てきそうになるほど幸せを感じている自分に気づいて。

　小学生のときも、中学生のときも、高校生になってからも、ずっと異性とまともに話せなかった美み々み津つ巴。

　その寂さびしさや情けなさや、あきらめにも似た空虚感は、春日理刀という男の子を知ったときの喜びを嚙みしめるためのものだった。いまではそう思っている。

　エスカレーターを昇りきり、ホームに出た。電光掲示板が、あと一分もせずに電車がくることを教えてくれる。

　地下祭は今週の土日。あと数日ある。

　あしたこそ理刀を誘おう。チケットを手渡して、「いっしょにいきましょ」という言葉を伝えよう。

　そう思った直後、見えない力に背を押されるようにして、巴はエスカレーターの横にある階段へ足を踏み出していた。

　あしたじゃない。

　いまだ！

　上ってくる人をかわしながら、階段を駆け下りる。

　いま。息を吸って吐いたこの瞬間。瞬間の積み重ねを丁寧に。そのひとつひとつをしっかりとつかんできたから、自分は【死霊使いネクロマンサー】としての力を高めることができた。

　だから、チケットくらい理り刀とに手渡せなくてどうする！

　制服の短いスカートを押さえながら、巴ともえは勢いよく階段を駆け下りた。

　理刀がむかったホームへ！




　巴は駅の構内を駆け抜け、理刀がつかっているホームへとつながる階段を全力で駆け上がった。電車は、もう入ってきている。

　スピードを落とすことなく、閉まりかけたドアに飛び込んだ。

　体を横にして、素早くすべり込む。

　がちょ。

「ふにゃ！」

　挟まれた。

　ドアが再び開いたため、その隙すきに車内へ飛び込む。

　背で、ドアが閉じる。

　恥ずかしい。ドアの近くにいる人が、いっせいに巴へ目をむけてきたから、とんでもなく恥ずかしい。

〝おいおい、駆け込み乗車は危ないだろ〟〝次の電車待てよ〟〝最近の若い者は……〟なんて言葉が聞こえてきそう。

　巴は顔をあげることができず、うつむいたままつり革に手を伸ばした。

　電車が走り出す。と、追い打ちをかけるように、

『駆け込み乗車はご遠慮下さい。事故の原因となります。列車の発車が遅れるなど、他ほかのお客様のご迷惑となりますので、次の電車をご利用下さい』

　車内アナウンスが流れた。

　再び、いくつかの視線が巴に集まってくる。

〝アナウンス、この子のことだ〟〝ほら、駆け込みは危ないだろ〟〝迷惑なんだよ〟なんて無言の圧力が……、すごく痛い。

　ごめんなさい。

　だれもいない窓の外にむかって、巴はわずかに頭を下げた。

「駆け込みは危ないでしょ！」

　いきなりだった。

　電車が動き出して三〇秒ほどしてからの声に、巴は一瞬、だれにむかって発せられたものなのかわからなかった。

　ついさっき駆け込み乗車をしたのは自分だけど……。

　横を見ると、四〇代半なかばの女性が立っていた。乱れた髪。クマが浮かんだ目もと。眉まゆだけは描いているものの、化粧はしていない。身につけている服は、そんなに質の悪いものではなさそうだ。

　ドアの前でつり革を握にぎったまま、巴ともえはその女性に顔だけをむけた。

　他ほかの客も、何事かと目だけをむけている。

　ドアの右隅に立っていた女性が、巴をにらみつけてくる。整った顔なのに化粧もせず、眉まゆ根ねに深いシワを刻んでいるため、せっかくの美び貌ぼうが台なしになっている。

「ぁ、す、すみませんでした」

「気をつけなさいよ。ったく」

「は、はぃ」

　巴は、その女性にペコッと頭を下げた。

　それ以上の文句はこない。

　ふと気になり、巴は目を凝こらして女性を視みた。

　……………………………………………………………………………………………、いた。

　女性の背後に霊が浮いている。悪霊ではないものの、あまりいい霊ではなさそうだ。

　どうしよう。

「なに見てんのよ!?」

　またにらまれた。

「ぁ、ぃ、いえ……」

　慌あわてて顔をそらした巴は、周りの目に恥ずかしさを覚えながらも意識を集中させた。

　すぐそばに憑つかれた人がいる。

　自分は祓はらう力をもっている。

　とるべき行動はひとつだけ。

「だいたい、悪いのはあなたでしょ？　強引にのってきて、ドアに挟まれて、ケガしたらどうするの？　その可愛かわいい顔に傷がついちゃったら、大変でしょ？　あ、そうか、可愛いから、ちょっとのことじゃ怒られないって自信があるわけね？　そうなんでしょ？」

　女性が、感情を抑えられないといった様子でしゃべり始めた。眉根のシワも、さらに深くなっている。

　彼女に憑いた霊が、ぽたりぽたりと腐汁を滴したたらせるような笑みを浮かべている。

　愉たのしんでいる。

　現世でこびりついた垢あかや汚れを落とせないでいる、迷える魂。

　とても可哀かわい相そうな………、命の燃え残り。

　巴ともえは、右手首の腕輪プラチナに力を注そそぎ込んだ。

「救いの心、合わせの手、花はな弁びらの道みち標しるべ。汝なんじ、往ゆく先を見失い現世を彷徨さまよう者よ。我が声を標しるしに幽光ひかりを辿たどれ。縛鎖は消えた。いまこそ昇れ」

　霊の濁にごった両眼が震え、続いて大きく見開かれた。それから、徐々に閉じていく。体の輪郭を崩しながら……。

「どんなに可愛かわいくても、それだけで自分を売れるのはいまだけよ？　大人おとなになったら、学歴や資格がないと……………あら？」

　女性の背から、霊が完全に消えた。

　彼女が、惚ほうけたように巴を、そして車内を見回した。

「え、っと……ごめんなさいね。どうしたのかしら、あなたにひどいこと言って……」

　眉み間けんのシワがとれ、頰ほおの強こわ張ばりも消え、きれいな顔になった。笑えばもっと美しい人になるだろう。微笑ほほえみは最高の化粧なのだから。

　巴は目で笑ったあと、視線を窓の外へ移した。

　どのような経緯で彼女に霊が憑ついたのかはわからない。それでも、役に立ててよかったと思う。

　ポツ、と窓に水滴が当たった。ポツ、ポツ、ポツポツポツ、パタパタパタパタパタ。

　窓から見える街なみが、たちまち雨の底に沈んだ。

　バッグの中に折りたたみ傘を入れているから大丈夫だけど……。

　嫌な雨。




　理り刀とを追って、巴は東ひがし荻おぎ窪くぼ駅で降りた。

　雨は、かなりひどくなっている。彼は傘をもっているのだろうか？　もっていなかったら、「いっしょに入ろ」と声をかければ……。

　無理。

　相合い傘なんて無理。

　折りたたみ傘、小さいから。

　雨どころか、風も強くなっている。遠くの空がゴロゴロ鳴っているから、そのうち雷が落ちるかもしれない。雷は苦手。

　このまま帰ったほうがいいかも。

　でも、ここまできたんだし。

　チケットを渡して帰るだけ。

　巴は、理刀の背を追って階段を下りた。改札を出る前につかまえてチケットを渡そう。

　そう思い、すぐ目の前を歩く彼の肩へ手を伸ばす。

　ポンと叩たたいて、「はい、これ」とチケットを差し出す。

　彼の笑顔が楽しみ。

　ポン。「はい、これ」

　ポン。「はい、これ」

　ポン。「はい、これ」

　練習はこれくらいでいいだろう。

　理り刀との背後で、なにもない空間を何度か叩たたき、サッとチケットを差し出す。という仕草を繰り返したあと、巴ともえは「いざ本番！」と唇を引きしめた。

　と、いきなり歩くむきを変えた理刀が、スタスタスタと足を速めた。

　あ、どこへ？

　見ると、彼のむかう先にトイレのマークが……。

　さすがに、あの中へついていくことはできない。

　顔が熱くなるのを感じながら、巴は壁際に移動した。彼が出てくるのを待とう。




　理刀がトイレに入って一〇秒ほど……、

「ちょっと道を訊きいてもいいかな？」

　巴の前で、ひとりの男性が足をとめた。ベージュのジャケットを着た、背の高い人だった。美容室でセットしました、といった巻き毛。目鼻立ちも整っている。

　巴は、とっさに身を縮めた。もうほとんど条件反射だ。

　とにかく、自分にできることをする。

　視線を落として、相手と目が合わないようにするのだ。そうすれば、少しは緊張をやわらげることができるから。

「ねえ、きみ、だれか待ってるの？」

　道を訊きたかったのでは？

「は、はい。待ってる、というか……」

　確かに待っているのだが、現状を正確に言い表すなら、「尾行している」が正解だ。

　そ～っと視線をあげ、男性のアゴ先を見あげた。完全な男子圏内だから、うまく口が動かない。

　男性が、わずかに近づいてきた。

「外、ひどい雨降ってるから、家まで送ってあげようか？　オレ、駅前の駐車場に車とめてるから。ジャガー、のったことある？」

　ジャガー？　車？　道を訊きたいというのはウソ？　もしかして、ナンパ？　え？

「け、結構です。傘、も、もってますから」

「この雨じゃ、傘さしても濡ぬれちゃうよ？　すっごい降ってるからさ。車だと、快適楽ちんでしょ？　キミにだったら、食事もご馳ち走そうしちゃうけどな。軽くパスタとかどう？」

「ほ、ほんとに、結構です。ご、ごめんなさい」

　ふと、理り刀とが改札のほうへ歩いていくのが見えた。

「あ、そ、それじゃ……」

　彼のあとを追って歩き出したそのとき、

「頼む、あと少し話を聞いてよ」

　左手首をつかまれた。

　話を聞いて？　なんの話？

「は、放して下さい」

「オレ、キミみたいな子、マジで好みなんだ。瞳ひとみがきれいすぎるっていうか、雰囲気が透明すぎるっていうか、とにかく、こんな駅の雑踏に立ってて、ここまで涼しげに見える女の子なんて、本当に初めてなんだ」

　響かなかった。

　褒ほめてくれるのは嬉うれしいけど、心になにも響いてこない。

　それはたぶん、自分の心が、いま、ここにないから。改札から出ていく彼の背についていってるから。

　巴ともえは、勇気を出して男性の顔を視みた。

　彼が、満足げに笑っている。ほら、オレはこんなに格好いいだろ？　そんな笑み。

　彼の肩口に…………………………、いた。

　先ほどの女性に憑ついていた霊とは違い、かなり邪悪度が高い。無害な霊と悪霊、そのボーダーラインといったところか。人間の悲しみや怨おん念ねんを啜すすって生きているタイプだ。

　こんな霊に憑かれているというだけで、この男性の人間性がわかる。かなりの女性を泣かせているのだろう。恨まれてもいるはずだ。この手の霊は、憑き心地ごこちのいい人間に寄っていく。憑かれた人は、それなりに憑かれる理由をもっているのだから。

　それなのに、悩みなどなにもないかのように微笑ほほえんでいる。見ようによっては無ぶ様ざま極まりない。

「聴け。汝なんじの宿主は操り人形にあらず。魂もつ現世人なり。疾とく滅く光らい住処すみかへ去るがいい。我が声に応こたえずば消つ滅ぶすが、どうか？」

　両耳のピアスに力を集めながら、霊をにらみつけた。

　と、ひと呼吸の間もなく、霊が男から離れていく。爛ただれた顔を悔しそうに歪ゆがめながら、巴とは決して目を合わせようとせず、床の下に消えていく。

　男性が、ぽかんとした顔で巴を見ている。

「それでは、失礼します」

　乱暴にならない程度に彼の手を振り払い、歩き出そうとした巴の後ろで、いきなり、

「本気で好きになりましたっ！」

　男性が膝ひざを折った。それどころか、大勢の人が行き来して汚れた床に、ゴンッと鈍い音をたてて額ひたいを打ちつける。

「ふぇ？」

「オレとつき合って下さいっ！　最初は友だちから！　それがダメなら、下僕からでかまいません！」

「ふぇぇ？」

　霊を追い払っただけなのにっ!?

　構内を歩く人々の視線が、ドッと雪崩なだれのように集まってくる。

　耐えきれない。こんな状況をうけとめるなんて、とてもできない。絶対無理。

　巴ともえは、弾はじかれるように駆け出した。いや、逃げ出したといったほうが正しい。

「待ってくれっ！」

　背から、男性の声が追ってくる。

　走りながら、巴はあたふたとバッグから財布をとり出し、自動改札を抜けた。

「一生のお願いだっ！　頼むぅ、待ってくれっ！　キミの背に白い翼が見えたんだっ！」

　大声が追ってくる。

「あぅぁぅ、ぁぅぅぅ」

　巴は、涙を堪こらえながら走り続けた。

　待てるわけがない。




　人ひと混ごみを縫うようにして走った。

　男性の足は遅かった。それでも、遠くからしつこく声が聞こえてくる。怖い。

　駅ビルの出口に、理り刀との背を見つけた。

　土砂降りの街へ踏み出せず、立ち往生しているようだ。

　折りたたみ傘だけど、ないよりはまし。これを貸そう。自分は、ここから家に帰ればいい。駅に着く頃ころにはやんでいるだろう。もしやんでいなければ、母に電話をして迎えにきてもらえばいい。

「理刀く……」

　ん、と声をかけ、振りむいてもらうことはできなかった。

　彼が、こちらに気づかないまま雨の中へ駆け出していったから。

「あ、待って、理刀くん！」

　大きな声で呼んでも、理刀の足をとめることはできなかった。

　雨に濡ぬれながら走る彼の背を見つめること数秒。

　涙が出てきた。

　自分がもたもたしていたから、理刀が雨に濡れるはめになった。ナンパなど無視して、彼が改札を抜ける前に声をかけていれば……。

「ぐすっ」

　親指の腹で涙をぬぐったあと、巴ともえは急いでバッグから折りたたみ傘を出した。それをひろげながら、自分も雨の下へ飛び込んだ。

　理り刀とに傘を渡さなきゃ。

　そしてチケットも！




　ゴロゴロゴロ、と雷が鳴っている。

　ゴウッ、と風が巴の全身を殴りつけてきた。

「きゃっ!?」

　横殴りの雨に折りたたみ傘の骨が耐えきれず、ものの数秒でダメになった。

「わぷっ!?」

　風雨に顔を叩たたかれ、思わず壊れた傘をとり落とす。

　強風に飛ばされた傘が、後ろに立っていた男性の足に当たってとまった。

「あ……」

「キミにオレの一生を捧ささげさせてくれっ！」

　いつの間にか、先ほどの男性が追いついてきていた。せっかく整えていた髪も、高た価かそうなジャケットもシャツもパンツも靴も、びしょ濡ぬれだ。

「あの、その、ご、ご自分の一生ですから、た、大切に、しないと……」

「キミはオレの天使だっ！」

　問答無用！　といった勢いで、男性が両手をひろげて抱きついてきた。

　巴は素早くサイドステップを踏んで身をかわし、その流れで彼の右足ふくらはぎにローキックを入れた。なるべく軽く。ピシッと。

　だが、

「うおあぁっ！」

　雨音を切り裂くような大声をあげながら、男性が地面に転がった。

　転がってもなお上体を起こし、

「エンジェルッ！」

　意味不明なことを叫ぶ。

　もうつき合ってられない。自分の想おもいを一方的にぶつけているだけ、という思いやりのなさにどうして気づかないのだろう？　これでは、また新たな霊に憑つかれるのも時間の問題だ。

「ごご、ごめんなさいっ！」

　巴は深々と頭を下げたあと、彼と視線を合わせることなく再び走り出した。

「マイ・エンジェ──────────ルッ！　カムバァ──────────ック！」

　男性がなにやら叫んでいるようだが、雨や風の音、そしてゴロゴロゴロという雷の音に搔かき消され、よく聞こえなかった。

　強い風に逆らって走った。

　理り刀との家は、駅から徒歩一六、七分ほど。自分の足だと、走れば六分ほどで着くはず。

　見つけた。彼の背。信号につかまっている。

　このままいけば追いつける。

　そう思うと、踏み出す足に力が入った。腕の振りも大きくなる。バッグを脇わきに抱かかえ、雨に顔を叩たたかれながらも、巴ともえは走るスピードをあげた。雨も風も騒音も気にならなくなる。ずぶ濡ぬれなのに、空を駆けているような心地ここちになれた。

　あと一〇メートルほど、というところで信号が青になった。

　理刀が走り出す。

「理刀くんっ！」

　叫んでも、彼はどんどん走っていく。

　巴も負けじと走った。

　短距離走のタイムは、黒くろ媛ひめよりわずかに遅い。でも、コンマ数秒ほどだ。長距離走も黒媛とほとんど変わらない。それなのに……。理刀の背が、じわじわ離れていく。

　そんな……。

　懸命に走っても、彼の姿は確実に遠ざかっていく。

　理刀って、こんなに足が速かったの？

　彼に追いつこうと走った。走った。走った。

　肩をならべたあと、「足速いね」と声をかけたくて、走った。走った。走った。

　なのに、理刀はどんどんどんどん遠くなっていく。

　そして……、とうとう見えなくなった。




　理刀のマンション、そのエントランスに駆け込んだとき、丁度、奥にあるエレベーターのドアが閉まった。

　その隙すき間まから見えたのは、足もとに目を落とした彼の姿で。

　涙が出てきそうになった。

　チケットを手渡すだけなのに、自分はどうしてここまで不器用なのだろう。

　頰ほおを流れるのは、髪から滴したたる雨水なのか、それとも情けなさが液化した涙なのか。




　湿しめったハンカチで顔をふきながら、エントランスで迷うこと数分。

　オートロックの自動ドアの前で、巴は人差し指をぷるぷると震わせた。

　呼び出しボタンを押せば、理り刀との声を聴くことができる。

　春日かすが家の部屋番号［五○一］はすでに押してある。あとは、［呼］のボタンだけ。

　なかなか押せない。

　ここまできたのに。

　ずぶ濡ぬれでいきなり訪ねていったら、きっと変に思われる。

　地下祭のチケットを渡しにきた？　どうして学校で渡してくれなかったの？　あしたにすればよかったのに。きょうじゃないといけない理由でもあったの？　嬉うれしいというよりも、ちょっと引くかも……。

　理刀がそんなこと言うはずない。

　それくらい、わかってる。

　それでも、先ほどのしつこい男性に対して思ったこと……。

　───自分の想おもいを一方的にぶつけているだけ、という思いやりのなさにどうして気づかないのだろう？

　いまの自分は？

　ひとりで熱くなって、理刀を尾行して、土砂降りの中をずぶ濡れになってまで追いかけて、家まで押しかけて……。どこからどう見ても一方的で……。

　これでは、周りの見えていない怖い子だ。












　一方通行娘だ。

　迷惑だ。

　あしたもある。あした……、また同じことの繰り返しになるような気もするけど……。

　自信のない美み々み津つ巴ともえ。

　情けない美々津巴。

　男子圏に入ると縮こまってしまう美々津巴。

　正気に戻りましょうね。

　巴はぎゅっと目を閉じた。

　溜たまっていた涙が押し出され、頰ほおを伝い落ちる。

　帰ろう。

　ピシャドカ────────────────────────────────ン！

「きゃあっ!?」

　ぽちっ。

　突然の落雷に、巴は身を縮めた。

　ピンポン。

　え？

　数秒後、

『はい？』

　インターホンからもれ出てきたのは、理り刀との声。

　雷鳴に驚いた拍子に、［呼］ボタンを押しちゃった？

「……………………………………………………………ぁ、ぁぅ～、ご、ごめんなさぃ」




　理刀の家にお邪魔した巴は、勧められるままにシャワーを借りた。

　頭から靴下までずぶ濡ぬれだったため、着替えまで貸してもらった。

　肌に心地ここちいいお湯を浴びながら、巴は高ぶる気持ちをなんとか押し殺した。

　ここは理刀の家。いま自分がいるところは、彼がいつも使用している浴室。媒体プラチナをすべて外し、一いつ糸しまとわぬ姿で体を洗う場所。

　ピアスにネックレスに腕輪に指輪をつけたままシャワーを浴びてもよかったけど……、素のままの姿で春日かすが家の浴室に入ってみたい、という想おもいがあって……。

　顔どころか、体中が熱くなる。

　シャワーが終わったら、理刀に借りたジャージを着る。彼がいつも着ているジャージを。

　下着は濡れてしまったから、彼のジャージを直接身につけるしか他ほかに方法はない。理刀の下着を借りる、なんてことはありえないから。

　あ、想像しただけでめまいが……。

　巴ともえは、髪を、顔を、首筋を、両肩を、両腕を、それぞれの胸を、背を、お尻しりを、両足を、体の隅々を念入りに手で擦こすりながら、浴室の壁を意識した。

　厳密には〝壁〟ではなく、その〝むこう側にいる人〟を意識している。

　壁のむこうに理り刀とがいる。

　居間はこの方向。

　彼の部屋はこの方向。

　だいたいこの方向に彼がいるはず。

　自分はいま、なにも身につけていない。

　手で胸を隠してもいない。

　べつに見られてるわけじゃないけど……。

　気持ちが高ぶって。鼓動が激しくなって。恥ずかしくなって。体が震えて。

　シャワーの温度をできるだけ下げ、お湯をぬるくした。火ほ照てった体を冷さまさないと、このままじゃ浴室を出ても理刀の顔をまともに見ることができない。

　嬉うれしい。怖い。楽しい。落ち着かない。安心する。不安。幸せ。

　複雑。

　巴は、シャワーを左胸に集中させながら、天井を仰あおいだ。

　ここまできてチケットを渡せなかったら、自分は本物のダメ女になってしまう。

　バッグからチケットをとり出して、がんばって微笑ほほえんで、手渡せばいいだけ。

「二枚あるの。いっしょにいきましょ」

　それだけの言葉を添えるだけ。

　竜属霊や鬼属霊を召喚するより、ずっと簡単なはず。

　でも……、理刀の笑顔を前にすると、幸せすぎて、いつも腰が退ひけてしまうのだ。

　慣れない幸せは、ときとして強い風雨や落雷よりもタチが悪くて……。


　　　★★★



　理刀は、突然やってきた巴の真意を測りかね、どう対処すればいいのかわからなかった。

　服を着たまま泳いできました、といった感じに全身びしょびしょ。

　どうしたの？　とたずねても、「ぁぅ、そのぅ、ご、ごめんなさぃ」と言ったままうつむいてしまったから……。

　とにかく家にあげて、脱衣所に案内した。

　着替えのジャージも、できるだけ女の子が着ても恥ずかしくないものを選んだ。

　地下祭の手伝いで毒どく舌ぜつ丸まるがいないから、女の子のあれこれを用意してあげることができないけど、気がついたことはすべてやった。

　そして、いま現在。

　シャワーを浴び、髪を乾かし、ぶかぶかのジャージを着た巴が、テーブルを挟んだ正面のソファに座っている。

　さらさらの前髪で目を隠すようにうつむき、長すぎる袖そでから出した指を胸もとでもじもじとからめ、くっつけた膝ひざから下で逆さＶ字をつくるという姿勢で。

　レゾン学院で五指には入るであろう可愛かわいい子だから、眺めているだけでも十分なのだが……。やっぱり気になる。

　なぜ、ずぶ濡ぬれになってまでやってきたのだろう？

　なんらかの事件に巻き込まれた？　どうしてもすませないといけない用事があった？

　たずねてもいいけど、巴ともえが教えてくれるまで待ったほうがいいような気がして……。

「なにか飲む？」

　理り刀とは、会話のキッカケをつかもうと、声をかけた。が、

「あ、ご、ごめんなさい。大丈夫。ノド、渇いてないから……」

　ぶんぶんと手を振られ、遠慮されてしまった。

「そう？　だったら、ゲームでもする？」

「ゲ、ゲームは、わたし、苦手だから……も、百もも香かちゃんがいてくれたら、よ、よかったのに。得意だから……黒くろ媛ひめも、じょ、上じよう手ずだし……わたしは、なにが、得意なのかな？」

「巴ちゃんが得意なこと？」

「あ、ご、ごめんなさい。じ、自分で考えていたことが、こ、声に出ちゃって……自分の、と、得意なことって、なにかな、って」

「そりゃあ、もちろん能力をつかったことじゃない？　巴ちゃん、レゾンでもトップクラスの……」

「あ、あの、そ、そうじゃ、なくて、ふ、普通の生活の中で、ひ、人との、コミュニケーションが、うまく、なれたら、い、いいなって、考えてて………得意なとこ、伸ばせたら、す、少しは、違うかな、って……」

　巴が、チラチラと理刀へ目をむけてくる。だが、ちゃんと顔をあげてはくれない。

　理刀は、小さく何度もうなずきながら、彼女の言葉をうけとめた。

　確かに、巴はコミュニケーションのとり方がうまいとはいえない。

　相手の目を真まっ直すぐに見ることが苦手。

　思ったことをしっかりと口にすることが苦手。

【死霊使いネクロマンサー】という自らの能力に引け目を感じている。

　理由はいろいろあるだろう。

　性格的なもの、と決めつけてしまえばそれまでだけど……。

　それでも巴は、自分の得意なところ、自分のいいところ、自分の中で光っているところ、少しでも自らを鼓舞できるところをさがそうとしている。

　その気持ちがあるだけでも、十分なのではないだろうか。

　理り刀とは、正面に座っている巴ともえを疲れさせないよう、視線をテーブルに落としながら、考えを伝えることにした。

「コミュニケーションのとり方って、人それぞれだからさ。人とうまく接することができる人もいれば、そうじゃない人もいて……どれがよくて、どれがダメってわけじゃないと思うんだ」

「そ、そうなの、かな………で、でも、人とうまく、は、話せないのは、や、やっぱりダメなんじゃ……」

「ん、まあ、人間って、集団で生活してる動物だからさ、コミュニケーション能力は必要不可欠だと思うけど、外面ばかりよくて中身がともなってなかったら、意味がないと思わない？　どんなに不器用でも、相手を思いやる気持ちをもってる人のほうが、オレは好きだけどな」

「す、すす、好き？」

「心がきれいで、やさしい人って、どんなにしゃべりが下へ手たでも、対人関係が不器用でも、みんなに好かれるんじゃないかな？」

「そそ、そうかも……」

　巴が、ぎゅっとなにかを引き絞るように身を縮めた。顔が真っ赤になっている。

　理刀は、「？」と首を傾かしげた。

　なにか変なことを言ったかな？

　ふと窓の外を見ると、光が差していた。

　その視線に気づいた巴も、外へ顔をむける。

「あ、雨やんだみたい。わ、わたし、もう帰るね。ほ、ほんとに、ごご、ごめんなさい。突然やってきて、き、着替えまで借りちゃって……」

「いや、ゆっくりしてていいよ。あと一時間くらいで、キュートたちも帰ってくるから」

「いいい、いいの。ほ、ほんとに、ごめんなさい」

　巴が、お尻しりの下にバネでもついているかのように、ぴょこんと勢いよく立ちあがった。

　理刀も立ちあがる。

　結局、彼女がたずねてきた理由は謎なぞのまま。｛謎エニグマ｝なだけに、というオチではちょっと笑えない。心配にもなってくる。

　巴が言いたくないのであれば、無理に訊きこうとは思わない。けど……。

　本音は……………、やっぱり知りたくて。


　　　★★★



　水を含んで変色したバッグを右手に。濡ぬれた制服を入れた大きめのビニール袋を左手にもち、巴は急いで玄関へむかった。

　革靴に足を入れて、すぐに気づいた。まだ幾分湿しめってはいるものの、ほとんど乾いている。靴下が絞れるほど濡ぬれていたはずなのに……。

　振り返り、巴ともえは理り刀との目を見あげた。

「理刀くん、これ……」

「ドライヤーでちょっと乾かしてみたけど。気持ち悪くない？　あ、洗面所にあったドライヤーじゃなくて、親の部屋にもうひとつあるから、それつかったんだ。巴ちゃんのシャワー中、脱衣所、入ってないから、さ……ハハ」

「ぁ、ありがとう」

　シャワーを浴びていたとき。

　理刀は応接間か自室にいるはずだと勝手に想像して、ひとりでドキドキしていた。

　あのとき、彼がいたのは応接室でも自室でもなく、玄こ関こだった。

「ほんとに、ありがとう」

　足もとのあたたかさのせいで、泣きたくなった。ここだ！　このタイミングでチケットを差し出せばいい。

　チケットをとり出そうと、巴は気力を振り絞ってバッグの留め金に指をかけた。

　そのとき、

「駅まで送るよ」

　理刀の微笑ほほえみが、ドスッと胸に突き刺さってきた。刺されば痛い。痛みは、喜びと同時に恐怖も運んでくる。

　さんざん迷惑をかけといて、理刀にもう一度駅と自宅を往復させるなんて……、とてもできない。

「そそそ、そんなこと、いいから。駅まで、ひとりでいけるから。道、知ってるから。いい、いいの。ご、ごめんなさい！」

　ドアに飛びつき、「ぉ、お、お邪魔しましたっ！」と逃げるように飛び出した。

「巴ちゃん？」

　理刀の声には振り返らず、背を押しつけるようにしてドアを閉めた。

　閉めたあと、唇を嚙かみしめる。

　どうして自分は、こんな……。

　ダメ女。

　ダメ女。

　テンパッてばかりのダメ女。

「ぐすっ」

　鼻をすすり、目に溜たまった涙をぬぐいながら、巴はのろのろとエレベーターホールにむかって足を踏み出した。

　自分は、本物のダメ女だ。




　マンションから外へ出たとき、少し濁にごった水色の空が見えた。

　遠く、西のほうに黒い雲が残っているけど、もう雨は降らないだろう。

　埃ほこりや排気ガスが土砂降りの雨に洗い流され、空気がきれいになったような気がする。

　なのに自分の気持ちは、どんより。

　巴ともえは、道にできた大きな水みず溜たまりをのろ～りとよけながら、狭い歩道を駅にむかってとぼとぼと歩いた。

　車道にも、たくさん水が溜たまっている。夕方の空気はきれいなのに、地上に降り注そそいだ雨は泥水になって行き場をなくし、道ゆく人から嫌な顔をむけられる。

　泥水。自分のいまの気持ちは、澱よどんだ泥水。行き場のない泥水。そんな感じ。

　とぼとぼ。右手にバッグ。左手に濡ぬれた制服を入れたビニール袋をさげて、とぼとぼ。

　足が重い。

　一〇メートルも進まないうちに、

「巴ちゃん！」

　背から声をかけられた。

　跳ねるようにして振り返ると、走ってくる理り刀との姿が目に飛び込んできた。

　ドキィィィン！　と心臓が大きく波打った。

　どうして？　なに？　悪い知らせ？

　瞬間的にマイナス面ばかりを見ようとする自分が、どうしようもなく嫌になる。

　巴は、微かすかに震えている両足を踏ん張り、駆け寄ってくる理刀にむき直った。

　彼が、両手を差し出してくる。

「これ、忘れもの」

「あっ」

　媒体プラチナだった。

　シャワーを借りたとき、外して洗面台の横に置いたまま……。

　衝撃。たとえるなら、『ダメ女』という文字が巨大な岩となり、頭の上に落ちてきた。そんな感じ。脳震とうを起こして気絶したい。

　春日かすが家でのシャワー。その後に身につけた理刀のジャージ。そして、理刀とふたりきりの応接間。脳と心臓に負担のかかるシチュエーションの連続に、体の一部ともいえるピアスやペンダントや腕輪や指輪をつけ忘れていたなんて……。

【死霊使いネクロマンサー】としても失格。

「媒体は大切でしょ？」

　理刀の笑顔に、顔が熱くなる。

「ご、ごめんなさい。わざわざ……」

　巴ともえは、理り刀との手から慌あわてて腕輪や指輪をとり、ポケットに押し込んだ。

「いいから、ゆっくりつけなよ」

「あぅ、あ、そ、そぅ？　ぁ、ありがとう」

　どうして狼狽うろたえるのだろう。黒くろ媛ひめの一〇分の一でも余裕をもてたら……。

　巴はあらためて、両耳にみっつずつピアスをつけ、両手首にみっつずつ腕輪をつけ、一〇本の指にそれぞれ指輪をつけ、最後にパルメザンからもらったペンダントを首からさげた。これですべて装着。

　媒体をつけながら、考えた。

　ピンチはチャンス。

　せっかく、理刀が忘れ物を届けてくれた。

　このチャンスを逃したら、もう二度とチケットは渡せないだろう。そして、地下祭が終わったあと、自分の部屋で彼の写真をプリントした枕まくらを抱きしめて泣くのだ。「自分はダメ女」と呪じゆ詛その言葉を吐きながら。そんなのは嫌。

　巴は、このラストチャンスにかけるべく、バッグの留め金に指をかけた。

　今度こそ！

　プァーン、とトラックの太いクラクションが聞こえてきた。関係ない！

　チケットを渡す！

　バッグの留め金をパチンと外したそのとき、バシャアッ！　と大きく跳ねたのは……。

「うわっ！」

「きゃっ！」

　たっぷりの泥水だった。

　大きなトラックが、大きな水みず溜たまりを勢いよく通りすぎていったから……。

　まさに魔の一瞬だった。

　びしょびしょになった。

　自分は、どれだけ運がないのだろう。チケットを一枚、彼に手渡したいだけなのに。

　たったそれだけなのに。

　見ると、理刀も泥水を浴びていた。

　前髪が、汚れた水でぺたっと額ひたいに貼はりついている。忘れものをもってきたから……。

　すべて自分のせい。

　自分のせいで、彼をひどいめに遭あわせてしまった。

　迷惑ばかり。迷惑ばかり。迷惑ばかり。もう、美み々み津つ巴という人間が嫌になる。本当に。

「ごめんなさい」

　我慢していたのに涙がこぼれた。

　面倒臭い女。嫌な女。ダメ女。

「ハハッ」

　不意に、理り刀とが頰ほおをゆるめた。

　え？

「ハハハッ、アッハハハッ」

　彼が、手を叩たたいて笑い出す。

　え？　え？　笑うとこ？

　ふたりとも泥水をかぶり、びしょびしょ。巴ともえは、ついさっきシャワーを浴びたばかり。着ているジャージは理刀のもの。いいことなんかなにもない。なにもないのに……。

　理刀が大笑いをしてる。すごく楽しそうに。

　そんなところが、とても彼らしく思えて……。

「ウフフ」

　つられて、巴も笑みをこぼした。

「アハハハ」

　笑いがとまらなくなる。

　バカみたいだ。トラックがはねた泥水を浴び、服を汚され、なんの得もないのに笑うなんて。バカみたい。

　バカみたいだからこそ、飾る必要なんかなくて。

　巴は、笑いながらバッグの中からチケットをとり出した。

　あんなにドキドキしていたのに、いまは構えることなく理刀に手渡すことができる。

「はい、これ。二枚もらったから、一枚あげる。い、いっしょにいかない？」

　ほとんどつっかえることなく、かなりスムーズに言うことができた。

「えっと、それって……」

　理刀が、チケットに顔を近づけてくる。

　手にとり、まじまじと見つめたあと、

「地下祭の入場チケット!?　ウソッ!?　これもらっていいの!?　ほんとに!?」

「じ、実はね、きょうきた理由は、そのチケットを……」

「やったぁ！　巴ちゃん、ありがとう！」

　理刀が、チケットを指につまんだまま両手を空に突きあげた。

　彼が喜んでくれるから、巴も嬉うれしくなる。

　そこでまた、バシャアッ！　とふたりして泥水をかぶった。今度は乗用車だ。

　巴は手で顔をふいたあと、理刀と目を合わせた。

「ここは危険地帯だ」

　彼が、笑うのを堪こらえた顔で言う。

「そ、それじゃあ、また理刀くんの家に、ひ、避難させてもらって、いい？」

　言えた。言えた。言えた！　胸の奥が燃えるように熱いけど、すらすら言えた！

　道の先から、また車が走ってくる。

「またきたっ！　逃げろぉ！」

　理り刀とが、巴ともえがもっていたビニール袋を奪いとるなり、マンションにむかって駆け出した。

　巴も、笑いながら走り出す。

　ビニールの中には、濡ぬれた制服の他ほかに下着も入ってるから、ちょっと恥ずかしい。でも、そんな恥ずかしさもいまはおかしくて。

　笑いがとまらない。

　すぐ後ろで、バシャアッ、と泥水がはねる音がした。

　たったそれだけのことなのに、なんだか楽しくて、笑いが次々と込みあげてきて……。

　男の子の前でこんなに笑ったのは、初めてのこと。

　それが嬉うれしくて、巴は笑った。

　理刀が笑ってくれるから、また笑った。

　ふたり、笑いながらマンションに駆け込んだ。

　笑える自分は、好きかもしれない。












第四話　ウェルカム・トゥ・アンダーワールド！




　とうとう、待ちに待った地下学院アンダーレゾンの学院祭当日を迎えた。

　巴ともえと九時五〇分に駅で待ち合わせをした理り刀とは、浮き立つ心を抑えるのに苦労しながら、学校へむかった。

　ふたりとも制服を身につけている。姉妹校の学祭であっても、スターライトである巴は私服で登校することができないため、理刀もつき合って制服を着てきた。

　学院ビルの周りには、一般の生徒が数多く集まっていた。だが、中へ入ろうとしない。チケットをもった選ばれし人や魔族たちを羨うらやましそうに眺めているだけだ。

　テレビ局のバンやカメラも数台見えたが、撮影の許可が下りなかったのだろう、スタッフともども入口付近でウロウロしている。

　理刀と巴は、大津波のような羨せん望ぼうと嫉しつ妬との視線を浴びながら、ビルの入口前にある広場に足を踏み入れた。

　特に理刀は｛謎エニグマ｝といっしょの登場であるため、九割九分が嫉妬と呪のろいの視線だった。

　視線だけではなく、

「どうして貴様だけっ！」「呪われろっ！」「この世に神はいないのかっ！」「美み々み津つさん、キミは純情だから騙だまされてるんだっ！」「チョコココココォ！」「レゾンの敵めっ！」

　数えきれないほどの罵ば声せいも飛んできた。

　群がってくる生徒たちを押し返し、道をつくってくれた警備員に守られるようにして理刀は首をすくめて足早にビルの中へ入った。

「さすが｛謎｝、すごい人気だね」

「い、いつも黒くろ媛ひめといっしょにいるから、わたしも、ついでに目立ってるみたい」

「そんなことないよ。みんな最高の【死霊使いネクロマンサー】に憧あこがれてるんだから。もちろん、オレも憧れてる。いつか、オレも……」

「ぅぁ、そそ、そんな……ぁ、ありがとぅ」

　巴の顔が、一気に赤くなった。

　いつかオレも、｛謎｝みたいになれるよう、がんばるよ。と言いたかったのだが……、彼女が急におたおたし始めたから、理刀はとりあえず微笑ほほえんでおくにとどめた。

　理刀は、頰ほおを紅あかくした巴とふたり、地下祭の来客者専用エレベーターにのった。




　地下一階のホールにつくられた入場口で、理刀はチケットを渡して先ヘ進んだ。

「「「「「地下学院祭へようこそぉ！」」」」」

　地下学院の制服を着た五人の女の子たちが、いっせいに笑顔をむけてくる。全員、魔族特有の青白い肌をもっている。瞳ひとみの色は赤、黄、緑、青、橙だいだいと様さま々ざまだ。

　すべてのスタッフが魔界生まれ。日本中さがしても、こんな学祭はここだけ。

　どんな出し物があるのかな？　つくったモノに触らないよう、それなりに注意しなければならないが、見るだけでも十分に楽しめるはず。ドキドキでワクワクだ。

　巴ともえが、どこかビクビクした様子ながらも、魔族の女の子たちに愛想笑いをむけている。

　青い瞳の子が、Ａ４サイズの小冊子を差し出してきた。

「どうぞ、パンフレットです。説明をよく読みながら、道順に添ってお進み下さい」

「あり……」

　がとう、と最後まで言うことができなかった。

「ちょっと待って！」

　背からの鋭い声。

　パンフレットが、理り刀との手から遠ざかる。

　つい先ほどチケットを渡した女の子が、理刀に歩み寄ってきた。そして、ピッとチケットを顔の前に差し出してくる。

　理刀は、「？」と魔族少女の視線をうけとめた。

　巴も、「なに？」といった表情で首をわずかに傾けている。

「このチケット、ニセモノでしょ？」

「はいぃ？」

　ニセモノ疑惑浮上!?

　理刀は、とっさに巴を見た。チケットは彼女にもらったモノである。

　巴が、ぷるぷるぷると首を振っている。自分にも理由がわからない、といった顔だ。

　他ほかの入場客の相手をしていた魔族の女の子たちが、ぞろぞろと集まってきた。

「これ、感心しちゃうわ。見た目だけは、すっごい精巧につくってあるもの。でもこのチケット、破損防止術式がかかってないから……間違いなくニセモノね」

「あ……」

　理刀は、巴と顔を見合わせた。

　そういえば、チケットには魔法がかかってるって、百もも香かが言っていたような……。

　それなのに、喜んでベタベタ触ってしまった。

「そっちの子のチケットを見てつくったの？　偽造の腕だけは素晴らしいと思うけど……残念ね、あなたを入れるわけにはいかないわ」

　女の子たちが、体を張って理刀の前に壁をつくる。

　お帰り下さい。全員の目が、そう言っている。

「いや、それは、オレの能力が……」

「そ、そのチケット、偽造なんかじゃなくて、ちゃんとネクロさんにもらったモノなの」

　理り刀とを守るように、巴ともえが前に出た。

「ネクロ先生のお名前を出さなくても、あなたのチケットは本物だったから、とめはしません。どうぞお通り下さい」

　魔族少女のひとりが、巴にむかってホールの先を指し示した。

「あの、この人のチケットも、ネクロさんにもらったものだから……」

「あなた、〝ネクロ先生が偽造に手を貸した〟って言いたいの？」

「いえ、そうじゃなくて……」

「敬愛する師を侮ぶ辱じよくしないでもらいたいわ」

　女の子たちの目が、微妙に鋭くなった。

　ここで『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力を披露してみるか？　彼女たちに魔法をつかってもらい、それを打ち消したら……。いや、たとえ能力を証明できたとしても、チケットが偽造じゃないという確かな証拠にはならない。

　だったら、ネクロに証言してもらったほうが早いだろう。理刀はそう考えた。

「ネクロさんを呼んでもらえば、偽造じゃないってわかると思うけど」

　途端、女の子たちが次々と口を開いた。

「あなた、ネクロ先生がフォンターナ公爵家のご令嬢だって、知ってるの？」「知ってるから、会いたがってんのよ。ま、気持ちはわかるけどね」「身のほどをわきまえなさい」「わたしたちが先生をお呼びするなんて、できるはずないでしょ」「人間にもこんなヤツがいるのね」「わたしたちでさえ、滅めつ多たにお話しできないのに」「くすっ、おバカね」

　地上の学院とは違い、地下学院アンダーレゾンは教師と生徒の関係がキッチリとしているようだ。

　巴が、申し訳なさそうな顔で理刀を見ている。

　まさか、入口で追い返されることになるなんて思いもしなかった。地下祭の出し物、まだひとつも楽しんでないのに。

　ここはダメもとで、『混沌とした実在』の能力を説明してみるか？

「ん？」

　理刀は、「ここは通さないぞ！」といった感じで肩をならべている女の子たちの足もとに目を落とした。

　黒い毛玉が……、いや、違う。黒い小型犬だ。この犬は……。

　駆け寄ってきた小型犬が、理刀の足首にまとわりついてくる。キャウキャウ。

　可愛かわいいな、と思った直後、ガブッとズボンの裾すそに嚙かみつかれた。

「おわっ!?」

「こらこらパティ、食べたらいかんよ？」

　なんの違和感もなくスッと空間から現れたのは、ネクロだった。

　彼女の声が聞こえるとすぐ、パティが理刀のズボンから口を放す。お利口、と褒ほめてやるべきか？

　確かこの犬の正体は……、屠と竜りゆう犬けんとかいう魔獣だったはず。放し飼いにして大丈夫なのか？　そんな心配が脳裏をよぎる。

　でも、呼ぶことなくネクロがきてくれた。ナイスタイミング！

「「「「「ネクロ先生。お疲れ様でぇす！」」」」」

　理り刀とと巴ともえの前に立ちはだかっていた女の子たちが、甘えた声をそろえ、ネクロに満面の笑みをむけた。

「あ～、お疲れ様ぁ。なんか、入口でトモちゃんと混こん沌とんの少年がつかまってるの視みえたから、きたんやけど……このふたり、通してやって」

　ネクロが、ひらひらと右手を振った。彼女の白衣の下で、パティがキャウキャウとご機嫌な様子で吠ほえている。

　魔族少女のひとりが恐る恐るといった様子で、理刀のチケットをネクロに差し出した。

「お言葉ですが、彼がもっていたチケットはニセモノです。規則に従い、入場させるわけにはいきません」

「その子、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者なんよ。魔法かけてみればわかるけん、疑うんならやってみ。そんな能力をもっとうけん、チケット触ったときに術式ば分解してしもうたんやね。そのチケット、うちがプレゼントしたんよ」

「この人、『混沌とした実在』の能力をもってるんですか？」「混沌竜カオスと同じ力？」「人間なのに!?」「初めて見たぁ」「すごぉい！」「あ、握手して下さいっ！」

　女の子たちの態度が、コロッと変わった。

「きゃあ、ほんとに術が分解したぁ！」

　握手した子が、悲鳴のような声をあげた。

「うそっ!?」「わたしもやるっ」「わたしも触らせてっ」「きゃあ、怖ぁ～い！」

　女の子たちが、ぺたぺたと理刀の体に触ってくる。

「あ、ちょ、ちょっと……」

　理刀は、頭や腕や腹を触られながら、それでもその場を動かなかった。『混沌とした実在』の能力者であることを証明しなければ。

　こらこら、どさくさに紛れて尻しりを触ってるヤツはだれだ？

　横から、巴がジトッとした目をむけてくる。

　女の子たちが、しつこく理刀をなで回す。

「じゃあ、これは？」「ちょ、それは危ないって」「混沌竜と同じなんでしょ？　ほら」

「おぁっ!?」

　なんの予告もなく、『混沌爆弾』が無音の爆風を周囲にひろげた。

　完全に無防備だった女の子たちのスカートが、いっせいに裏返る。巴のスカートも。

「きゃあ！」「やぁん！」「にゃっ！」「ぃや！」「あん！」「っ！」「ふぁ！」「きゃん！」

　女の子たちが、そろって悲鳴をあげる。

　純白だったり、花柄だったり、チェックだったり、青だったり、黒だったり、水玉だったり、紐ひもっぽいものだったり、スパッツだったり、布地が少なかったり。

　ちなみに巴ともえは、中央部が紫、両サイドが薄紫の刺し繡しゆうという高級感たっぷりなモノだった。

　勝負下着？

　刺激が強すぎて……、ドキドキだ。

　ロングのタイトスカートをはいていたネクロだけが、金色のぼさぼさロングヘアと白衣をはためかせながら、平然と立っている。その足もとを駆け回っているパティは、とても楽しそうだ。

　顔を赤一色に染めた巴が、泣きそうな顔でスカートを押さえ、チラチラと理り刀とへ目をむけてくる。

　ごめんなさい……、見ちゃいました。なんて謝るよりも先に、理刀はそっと目をそらした。まさに百花パンツ繚りよう乱らん。目がチカチカして、ドキドキで、困ってしまう。

　巴を含んだ女の子たち全員の視線が痛い。

　地下祭の入口を通過するだけで、ひと苦労だ。




　どうにかこうにか入口を通り抜けたあと、すぐにキュートとスイートがやってきた。

　キュートは、頭に三角の白布をつけ、着崩したというか、着つけが下へ手たというか、とにかく襟えりもとと帯が少々歪ゆがんだ白い着物を身につけていた。

　ひと目で、日本の古典的な幽霊であることがわかった。足、あるけど。

　一方のスイートは、体にピッタリとした黒服を着ていた。帽子をとった頭にねじ曲がった二本の角、背に一対の黒翼をつけている。イメージは〝悪魔〟だろうか？

「待ってたわ。楽しんでいってね」

　キュートが、ヨチヨチと近づいてきた。着物だから、ちょっと歩きづらそうにしている。

「ですが、あまり楽しみすぎるのもどうかと思いますわ」

　黒い翼をバサバサッと動かしたスイートが、まるで月の上を歩くかのように、ふわりと近寄ってくる。

　巴が、スイートの背に興味を示した。

「その翼、なにかの道具？」

「うふふ。さすが美み々み津つさん。目のつけどころが違いますわね。これは、魔の七つ道具のひとつ、〝簡単とりつけ翼・パタパタくん〟ですわ。ちなみに、こちらの角が、〝簡単とりつけ角・ネジリンくん〟という名です」

　スイートが、背につけた黒翼と頭につけたねじれ角を指し示した。

「だれでもつけられるの？」

「本来は子供用ですので、どなたでもご使用になれますわ。パタパタくんは、数センチほど宙に浮くことができます。ネジリンくんは、頭部に簡易防護壁をつくってくれますの。ヘルメットのような道具だと思っていただければいいでしょう。魔の七つ道具、残りの五つなのですが……」

「道具の説明はそのへんでいいでしょ。あたしたちは、学祭の案内人なのよ？」

　キュートが、横からスイートの頭をポコッと叩たたいた。

　ぽわわわわわん、とスイートの頭上に波紋のようなモノがひろがった。彼女の頭は、わずかもゆれない。ネジリンくんがヘルメットのような道具だということがよくわかる。

　わずかに両りよう眉まゆをあげたスイートが、こほんと咳せき払ばらいをした。

「そうでした。わたくしたちは、来場して下さった方々すべてに地下祭を楽しんで頂いただくため、この持ち場を守っているのでした」

「そうよ。リイザお姉様に頼まれたでしょ」

「では、務めを果たしましょう」

「あたしたちは案内役、理り刀とと巴ともえはお客様よ」

　幽霊キュートと悪魔スイートが、かしこまったように肩をならべた。

「それじゃ、通路はあっちから回ってね」












「本学祭のテーマは『ラブ＆モンスター』ですわ。心ゆくまで楽しんで下さいませ」

　ふたりが動きをそろえ、通路の先を指し示す。

　理り刀とは、「ありがとう」とそんなふたりに笑いかけながら、廊下を進んだ。

　巴ともえも、「またあとでね」とキュートたちに手を振って歩き出す。

「きゅ～っ、り、理刀、あのね……」

　数歩も歩かないうちに、背からキュートの声が聞こえてきた。

　足をとめ、振り返る。

　不安げなキュートの空色ひとみ。隣には、わずかに顔を強こわ張ばらせたスイート。

「きゅ、いろんな教室があるけど、なるべく覗のぞくだけにして、中には入らないでね」

「わたくしも、そのほうが賢明だと思いますわ」

「は？　どうして？」

　キュートとスイートは、地下祭入口付近の案内役を任されているはずだ。それなのに、教室の中には入らないほうがいいと言う。

「あたしの立場からは、これ以上、なにも言えないの」

「お姉様たちや地下の生徒たちが、学祭を成功させようとがんばっています。その努力を無駄にはできませんから……わたくしも、これ以上は……」

　肩をならべたキュートとスイートが、楽しさとはかけ離れた表情をむけてくる。

　理刀は、巴と顔を見合わせた。

　学院祭なのに、催もよおしが行われている教室に入らないほうがいい？　それでは楽しめないのでは？　いったいどういうことなのだろう。もしかして危険なのか？

　フォンターナ家のお姉様たちが嚙かんでいるのであれば、それも十分にありえる。

「あ、三〇分くらい前に百もも香かちゃんが入ったから、途中で会うんじゃない？　教室の中のこと、訊きいてみて」

「お気をつけて」

　キュートとスイートに手をあげてこたえたあと、理刀は巴とふたりで飾り立てられた廊下を進んだ。




　廊下には、各教室からもれ出てくる楽しげな悲鳴や歓声があふれていた。

　入場チケットの数が少なく、しかも午前中であるため、校内を歩いている人の数はまばらだ。それでも、各教室の中は騒がしかった。

　廊下に面した窓は、どの教室も塞ふさがれており、ドアを開けて中へ入るまで、室内でなにが行われているのかわからないようになっている。

　それがまた、ドキドキワクワクなのだが……。

　どの教室も、ドアの前には『○○地獄』と書かれた看板がさがっていた。

　地獄って……。

　ざっと見て回っただけで、

『喫茶店地獄』『ケーキ食べ放題地獄』『クイズ地獄』『野や球きゆう拳けん地獄』『ラーメン地獄』『わんわん地獄』『お花畑地獄』『萌もえ地獄』『中華地獄』『フィギュア地獄』『ダーツ地獄』

　などなど、様さま々ざまな地獄があった。

　ただ単に〝地獄〟をつけただけのような感じだけど……。

　キュートとスイートが、『教室の中へ入らないほうがいい』というようなことを言っていたため、ドアに手をかけることを躊躇ためらってしまう理り刀とである。

　巴ともえは当然、自分から進んで教室へ入ろうとするタイプじゃないから……。

　ふたりでキョロキョロしながら、のろのろと廊下を進んだ。

　そんな中、『チキチキゴーゴーイェイイェイ地獄』という、わけのわからない看板を見つけた。ドアに近づくと、楽しそうで、伸びやかで、透き通った歌声が聞こえてきた。

「ここ、どんなことやってんだろ？」

「きれいな声」

　理刀は巴に目配せし、彼女がうなずいたのを確認してから、ドアに手を伸ばした。

　そ～っと、一〇センチほど開けてみる。

　室内に遮しや音おん装置がとりつけてあったのだろう。洪水のような、それでいて美しい音と声が、ぐわ～んと勢いよく流れ出てきた。

「うっ!?」

　見えたのは……、教壇で軽快なステップを踏むふたり。

　頭にネコ耳。

　お尻しりにはネコ尻尾しつぽ。

　金髪と銀髪。

　黒革のジャケットとパンツとブーツ。

　頭にハンズフリー・マイクをつけ、熱唱しているゴルゴンゾラ。

　頭にハンズフリー・マイクをつけ、絶唱しているパルメザン。

　ゴルパルツインズだった。

　ダンスの動きは、とんでもなく速かった。ピタリとそろっている。キレがあり、しかも流れるように美しい。教壇の狭さなどものともせず、狭いからこそ光る動きの正確さとバランス感覚のよさを十二分に発揮している。

　ゆれる金銀の頭髪一本まで、飛び散る汗のひと粒まで、計算され尽くしているかのような動きは、見る者の心を鷲わしづかみにして放さない。

　教室を埋め尽くすほどの観客たちはみな、ノドが潰つぶれそうなほど声援を送っている。

　ゴルパル・オン・ザ・ステージを見て三秒後、もはや反射的だった。

　そろそろそろ～っとドアを閉めた。

　歌がどんなに素晴らしかろうと、ダンスがどんなに洗練されていようと、観客がどんなにノリノリであろうと、この教室の中へ入っていく勇気はない。

　巴ともえなんか、早くも泣きそうな顔になってるし……。




『チキチキゴーゴーイェイイェイ地獄』からすぐ隣の教室へ移動した。

　ドアにさがった看板には、『勇者とお姫様地獄』という文字。

「どうする？」

　理り刀とは、巴にたずねてみた。

「このまま、ど、どの教室にも入らなかったら、地下祭にきた意味が……」

「ないよね。うん、確かに。でも、この勇者とお姫様地獄って、なんとなく嫌な予感がするんだけど……」

「じゃ、じゃあ、次の教室に……」

　ガラガラガラ～ッと、いきなり隣の教室のドアが開いた。そこから出てきたのは、

「なんかぁ、いまさっき混こん沌とん坊やの気配がしたようなぁ」

「なんかぁ、いまさっきトモっちの気配がしたようなぁ」

「「気のせいかなぁ～」」

　ゴルパルツインズだった。

　またもや反射的だった。

『勇者とお姫様地獄』のドアを開け、理刀は室内へ飛び込んだ。

　巴も、理刀の背を押すようにしてついてくる。




「「「「「ペアでご入室ぅ！　いらっしゃいませぇ～」」」」」

　突然、数人の女の子たちが理刀に群がってきた。

「え？　なに？」

「きゃっ」

　近くから巴の悲鳴が聞こえてきた。

「巴ちゃん？」

　返事はない。彼女の姿も見えない。

　薄暗い教室の中で、彼女の身になにが？

　ガチャン。カチャカチャ。ガチャ。ギュギュ。

「肩当て、オッケーでぇす！」「胸当ても完了！」「両足もバッチリっす！」

　女の子たちが勝手に、理刀の体にプロテクターらしきモノをつけていく。見た目は鋼はがねでつくった鎧よろいのようだけど……、軽いから、本物じゃないことは明らかで……。

「はい、聖剣、〝化け猫コロリ〟です」

「は？　聖剣？」

　両刃の大剣を手渡された。これもまた軽い。オモチャの剣だ。〝化け猫コロリ〟という名前もちゃちだし。

　安っぽい鎧よろいを着せられ、オモチャの大剣を押しつけられた理り刀とは、周りを見回した。

　演出のためだろうか、ちょっと汚れた布の服を着た魔族の少女たちが五人。

　室内は、ぼんやりとした赤紫色の光に包まれている。入ってきたドアは、いつの間にか消えていた。四方は、崩れた石壁になっている。

　ちょっとしたアトラクションより、ずっと雰囲気が出ていると思うけど……、巴ともえは？

　彼女の姿は、教室のどこにもない。

「きゃーっ！　モンスターがきたわっ！」「みんな逃げてっ！」「助けてぇ～っ！」

　女の子たちが、セリフを棒読みしているかのような悲鳴をあげたあと、いっせいに消えた。どこかへ跳躍したのだ。

　直後、教室の隅に現れたのは……………、モンスター？

「えっと……」

　身長は理刀と同じくらい。でも、頭は一〇倍ほども大きな二頭身のネコ人間だった。

　巨大な目はつりあがっているし、大きく裂けた口の両端からは長い牙きばが伸びているから、モンスターといっても差し支えないのかもしれない。が、ちっとも怖くない。

　全体的にまるっとした体。左耳の横につけた赤いリボン。身につけたイエローとピンクのチェック柄シャツ＆ジーパン。履はいているのは、でかすぎるスニーカー。

　少しばかり目つきの悪いキ○ィちゃんだ。

　ギニャオォォ！　ギニャオオオゥゥ！　とネコモンスターが短い両腕をぶんぶんと振り回し、こちらを威い嚇かくしている。そんな腕の長さでリボンに手が届くのか？　なんて疑問はとりあえず横に置いておく。いま、自分がやるべきことは……。

　そういえば、この剣、〝化け猫コロリ〟って名前だったっけ……。あんなに可愛かわいいモンスターを斬きるの？　確かに、見た目は化け猫だけど……。

　迷っている理刀の前にフッと現れたのは、全身を黒いローブに包んだリイザだった。フードもかぶっている。物語に出てくるような魔女をイメージしているのだろうか。

　きれいな人は、どんな格好をしても似合うものである。

「勇者よ、怖おそれてはなりません。あのモンスターを倒し、姫を救い出すのです」

　リイザが、デカ頭のネコモンスターを指差した。役になりきっているようだ。

　なるほど、と理刀はこの教室のスタイルをようやく理解した。

『勇者とお姫様地獄』

〝地獄〟という文字は読まなかったことにして……、勇者とお姫様を入室者に体験してもらおうという狙ねらいらしい。

　理り刀とが勇者。ということは、お姫様は……、巴ともえ？

　ふと見ると、いつの間にかネコモンスターの後ろに白い棺ひつぎが置かれていた。その中に見えるのは、仰あおむけになって目を閉じた巴の横顔。小さな冠を頭にのせ、真っ白なドレスを着せられている。

　彼女を助け出せ、ということか。

「さあ、勇気を出して戦うのです」

　フードからこぼれ出た美しい銀髪をゆらし、リイザが大きく両手をひろげた。

　ここでもじもじしていても始まらない。リイザが魔法使いを演じているのなら、自分は勇者になりきろう。

　理刀は、室内の雰囲気を壊さないためにも、「よしっ！」と気合いを入れて〝化け猫コロリ〟を構えた。

　ギニャウニャウ！　ギニャウゥゥゥ！　ドタマカチワッタルニャァッ！

　理刀の準備を待っていたかのように、ネコモンスターが飛びかかってきた。ドタドタドタ、とネコとは思えない鈍重な動きで。少々物騒なことを叫びつつ。

　でかすぎる頭の天てつ辺ぺんに狙いを定めた。こちらには頭をかち割るつもりなんてないから、ネコモンスターにケガをさせないよう、剣の腹をつかってペシッと軽く叩たたいてやる。

　ギニャアアアアアアアアアアッ！　と打ったこちらがビックリするほどの絶叫をあげ、ネコモンスターが消滅した。バ───ン！　と花火が飛び散るように。

「お見事っ！」

　リイザが、ローブを着ていてもそのふくらみを隠しきれない胸の前で、パチパチと手を叩いてくれた。

　ペシッ、で「お見事」なんて言われても……、ちょっと恥ずかしい。

　巴が眠っている棺の横へ、リイザがすべるように移動した。

「さあ、姫を眠りの呪のろいから救ってあげるのです！」

「眠りの呪いって……」

　もしかして……。

「甘い眠りに落ちたお姫様は……」

　もしかしたら……。

「王子様のキスで目を覚ますのよっ！」

　予想通りだったから、理刀は真まっ直すぐに巴が眠る棺へ歩み寄り、躊躇ためらわずに彼女の肩をゆすった。途端、お姫様な純白ドレスが霧散し、レゾン学院指定のブレザーになる。

「ああっ、なんて無む茶ちやなことをっ！」

　リイザが声を引きつらせた。ほぼ同時に、巴のまつげがパタパタと動く。

「り、理り刀とくん？　あれ、わたし……」

　巴ともえが、慌あわてた様子で上体を起こした。

「安眠術式を破るなんて裏技は、よくないと思いまぁす」

「お約束を無視するなんて力業は、よくないと思いまぁす」

「「よくないよねぇ」」

　なんの予告もなく、リイザの両隣にゴルパルツインズが現れた。

　彼女たちの後ろには、ジト～ッとした目の魔族生徒たちもいる。

「ひどいわ。せっかく準備したのに……」

　リイザが、両手で顔を覆おおった。

　泣くの？　と理刀は思わず身構えた。が、彼女の美しい唇からもれ出てきたのは大破壊の嗚咽おえつではなく、

「で・も。うふふふふふ。たとえこの部屋を無事に抜け出したとしても、まだ終わりじゃないのよ？　あなたたちは、もう逃げられないわ。うふふふふふふふふふふふふふふふ」

　よくわからないけど、なんだか怖い言葉だった。

　顔を覆った指の間から、リイザがこちらを覗のぞいている。そんな目も、ちょっと怖い。




　理刀は大急ぎで鎧よろいを脱ぎ、巴の手を引いて『勇者とお姫様地獄』から逃げ出した。

　教室を飛び出し、廊下を走る。走る走る。

　通路の角を曲がり、一階フロアの中央にある広場に駆け込んだ。ひろさは、バスケットコート三面分ほど。あちこちに銅像が建っている。来場者も数人見えた。どういうわけか、みんな毛布のようなものを肩からかけているようだけど……。

　理刀は、通路を振り返った。

　追いかけては…………………、こない。リイザはともかく、ゴルパルツインズなら面白がってどこまでもついてきそうだけど……、見逃してくれた？

　ブルルッ。急激な寒さに体が震えた。

　広場に駆け込んで数秒。手足がどんどん冷えていく。

「え？」

「り、理刀くん、この場所、冷房かけてるのかしら？」

「そんなはず……」

　理刀は、ここでようやく気づいた。

　天井に氷柱つららができている。

　吐く息が白い。

「ここ、は？」

　いきなり、だれかが跳躍とんできた。

「新しいお客様発見！」

　エスキモーのようなもこもこの毛皮を身につけた、アビゲイル・キッドマンだった。額ひたいに、『もんすたあ』という文字を書いている。彼女はスイートのクラスメイトであり、魔導書学科の副委員長でもある。

　お客様？

「アビィ様ぁ、新客発見ですかぁ!?」

　銅像のむこうから、小学生くらいの女の子がトテトテと駆けてきた。彼女も、アビゲイルと同じデザインのもこもこ毛皮を着ている。

　トテトテトテ～ッと走ってくる途中で、ころん「はぅ～」と転んでしまったが、それでもくるりんと器用に起きあがり、またトテトテトテ～ッと駆けてくる。

　泣きそうな顔になりながら、トテトテトテ～。額には、『小もんすたあ』の文字。

「ペンチョ、ナイスファイトよ！」

「はい！　きょうはまだ五回しか転んでませんっ！」

「いい調子ねっ！　ペンチョ、新しいお客様にご挨あい拶さつよっ！」

「はい、アビィ様っ！」

　ペンチョと呼ばれた小さな子が、手の甲で目もとをゴシゴシと擦こすったあと、

「極寒地獄へようこそっ！」

　ぺこり、と頭を下げた。




　地下学院アンダーレゾンの一階フロア、その中央部にある広場も〝地獄〟になっていた。

　理り刀とは、巴ともえとふたりで冷えきった広場をざっと回ったあと、ゴルパルツインズが追ってこなかった理由を知った。

　極寒地獄の主が、スキュースだったから。

　銅像がならんでいる中に、スキュースの姿があった。ほとんど動かないから、最初は銅像のひとつかと思ったほどだ。

　壁際のソファに腰を下ろし、閉じた太ももの上に分厚い本をのせて読んでいる。それだけで、画えになるお姉様である。

　まるで魂を吸いとられたかのように、彼女をボッと眺めている来場者が何人もいた。それでも、近寄りがたいオーラがビシバシ出ているため、理刀と巴が見ている間、写真を撮ったり声をかけたりする人はひとりもいなかった。

　アビゲイルとペンチョが、『撮影激禁』とか『声かけ爆禁』と書かれた看板をもって、スキュースの近くをうろついていた、という理由もあるけれど。

　スキュースを見て、ちょっと驚いた。

　真っ白な振り袖そで姿だったから。

　後ろの壁は白。座っているソファも白。床も白。サラサラの銀髪。肌は透き通るような白。振り袖そでも白。そのため、銀髪に挿した一輪の花と品のよさが薫かおってくるような帯、ふたつの深しん紅くが目に鮮やかだった。

　ゾクッとするほどの美しさだ。

　ゾクッとしたのは、ただ寒すぎるだけかもしれないけど……。

　この寒さは、おそらくスキュースがなんらかの術式を組成しているのだろう。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力をもっていても、冷やされた空気自体は魔法で生み出されたモノではないため、消し去ることができない。だから、ここに長時間いれば体温を奪われる。

　スキュースは本に目を落としたまま動かない。ときどき、細く長くきれいな指で、ゆるりとページをめくるだけ。

　素晴らしい銅像を見て回るだけでも価値はある。価値はあると思うのだが、こんなに寒くては我慢できない。

　理り刀とは、天を仰あおぐ乙女の銅像から、隣に立つ巴ともえに目を移した。

「巴ちゃん、寒くない？」

「あ、ちょ、ちょっと、寒いかも」

　巴が、紫がかった唇で弱々しく笑った。

　理刀は、内心で自分の気づかいのなさに顔をしかめた。

　巴は我慢強い女の子だ。そして控えめな子でもある。周りに気をつかってばかりの子、と言ってもいい。

　スキュースや銅像に気をとられている理刀を見て、「寒い」と言い出せない気の弱い子なのだ。

「ごめんね。ここ、出ようか」

「ぅ、うん」

　巴が、ホッとしたような顔で微笑ほほえんだ。

　彼女を促うながして、先の通路へ足を進めたときだった。

「チャァァァァァンス！」

　目の前に、アビゲイルが跳躍とんできた。

「アビィ様っ！　準備万端ですぅ！」

　後ろのほうから、ペンチョも駆けてくる。

　トテトテトテ～。ころん、「にゃふぅ～」と転んでも、またころりんと一回転。スムーズに起きあがってまたトテトテトテ～と理刀たちにむかって走り寄ってくる。

　両手にたたんだ毛布をもって。

　その毛布で、涙をゴシゴシふいているのはご愛敬だ。

「ペンチョ、このブルッてるお客様に毛布をお渡ししてっ！」

「はい、アビィ様っ！」

　元気のいい返事とともに、ペンチョが理り刀とに一歩を踏み出そうとして、「………」わずかに躊躇ためらうような仕草を見せたあと、サッとむきを変えて巴ともえに毛布を差し出した。

「寒さが和やわらぎますっ！　おつかい下さいっ！」

「え、あの、わたしに？」

「毛布で体をくるめば、寒くありません！」

「あ、ありがとう」

　ペンチョが、ひろげた毛布を巴の肩にかけた。その際、理刀の動きを警戒するように見る目が気になった。

　そういえば、と理刀は少し前の出来事を思い出した。

　スイートが、魔導書学科クラスの委員長になるべく、特殊な鬼ごっこに挑戦したことがあった。

　ふたを開けてみれば、スイートを執しつ拗ように追っていた鬼の正体は、魔導書を書くために必要なペンだった。

　そのペンは、人の姿に変へん化げする魔道具で……。

　それはつまり、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者に触れれば、ただの道ペ具ンになってしまうということで……。

　ペンチョという変わった名は、アビゲイルが自分のペンにつけたものだったはず。

　理刀は、それを覚えていた。

　アビゲイルが、ペンに命名した瞬間に立ち会っているのだから。ペンと、大好きなチョコレートを合体させて、〝ペンチョ〟。

　ペンチョは、『混沌とした実在』の能力者を怖がっている。

　それがわかったから、

「大丈夫、キミには絶対に触らないから」

　理刀は、一歩だけ距離をとった。

　ペンチョが、つやつやほっぺをふにゃりとゆるめ、可愛かわいらしい笑みを浮かべてくれた。

　直後、

「ラブラブ大作戦、ゴーッ！」

「わっ!?」

　アビゲイルに突き飛ばされ、理刀は数歩よろめいた。

　よろめいて、バランスを崩し、抱きついたのは……、巴の首だった。

「きゃ!?」

　巴の頰ほおが、一瞬で紅に染まる。

　一方で、

「ふぉわわわっ！　ア、アビィ様っ、き、危険です。いまのは、危険すぎますぅ！」

　巴ともえのそばに立っていたペンチョが、まるで暴走車を命からがらかわすように、床をコロコロコロ～ッと転がった。「はぅ～」と涙目になりながら。

　理り刀ととの接触は、魔道具である彼女にとっては、まさに命とりである。

　アビゲイルが、もこもこフードからこぼれ出ているくるくる巻き毛をびょんびょんゆらしながら、

「まあ、ペンチョったら、人間相手にだらしないわね。ラブラブ大作戦は、まだ完成してないでしょ！」

　理刀と巴のそばに跳躍とんできた。そして、毛布でふたりの肩を包み込む。

　理刀と巴の顔が、急接近。

「ぁぁぁぁぁあの、ふ、ふたりで、毛布、つかうの？」

　巴が背を丸め、理刀の首筋に頭を押しつけてくる。

　理刀は、満足そうにうなずくアビゲイルを横目に、大きなため息をついた。

　確かに、ふたりピッタリと身を寄せ、仲よく毛布をつかえばあたたかい。でも、ここまで強引にやったら、ほとんどの人たちに引かれるのでは？

「毛布の下でなにをすればいいのか、頭をラブラブモードに切り換えればわかるはずよ！　さあ、遠慮なくちちくり合いなさい！」

「アビィ様っ、ラブラブ大作戦、大成功ですねっ！」

　ハイタッチをしているアビゲイルとペンチョに苦笑いをむけながら、理刀はそっと毛布を外して、巴の肩にかけてあげた。

　巴が、顔を伏せ気味にして理刀を見あげてくる。目の下に赤みを残した彼女の顔は、汚れなど微み塵じんもないように見えて……。

　巴のこんな表情を見られただけでも、この〝地獄〟に迷い込んでよかったかも、なんてことを考えてしまう理刀である。




｛魔界の至宝｝スキュース・フォンターナが支配し、アビゲイル・キッドマンとペンチョが徘はい徊かいする〝極寒地獄〟を脱出した理刀は、巴と肩をならべて歩きながら、ようやくあることに気づいた。

「この地下祭、テーマが『ラブ＆モンスター』って言ってたよね？　もしかしたら……」

　来場したカップルをラブラブにするモンスター、ということ？　そのまんま？

　だから、キュートは幽霊、スイートは悪魔、ゴルパルツインズはネコ耳とネコ尻尾しつぽをつけ、リイザは魔女の格好をしていた？

　防寒着を着ていたアビゲイルは、額ひたいに『もんすたあ』。ペンチョも同じく、額に『小もんすたあ』と書いて、自分はモンスターだとアピールしていた？

　ということは、白い振り袖そでを着ていたスキュースは……、雪女？　似合いすぎだ。

　理り刀とは、隣を歩く巴ともえに、

「来場者をラブラブにするのが狙ねらい、なのかな？」

　まさかね、といった感じでたずねてみた。

「ど、どうかしら……」

　巴が、足もとに目を落としたまま、ほんのりと頰ほおを紅あかくした。

〝気まずい〟というには心地ここちよく、〝陽気〟というには口数が少ない時間が、数秒流れた。

　さて、次はどの教室に入ろうかな？

　そんなことを考えていた理刀の横で、

「わ、わたしはべつに、それでも……」

　巴が、ぽそぽそと口の中だけでつぶやいた。

「え？」

「う、ううん。なんでもないの……」

　ぶんぶんと頭を振る彼女は、かなり慌あわてた様子で……。

　なに？




　教室に入れないまま、理刀と巴は廊下を歩き続けた。地下二階。地下三階。地下四階。そして地下五階。

　各教室を軽く覗のぞき、魔族生徒たちといろいろ言葉を交わし、魔法でつくった踊り狂う折り紙や高笑いを続ける人形や飛び出てくるイラストなどを見て回った。もちろん、触らないように気をつけながら。

　その間、なかなか教室の中へ入ることができなかった。

　入れば、おそらくラブラブを強要される。

　巴とラブラブなんて……。

　嫌じゃないけど、下心があるみたいで……。

　地下五階に足を踏み入れて、しばらく歩いたとき、理刀についてくるだけだった巴が、

「せ、せっかくだから、教室の中も、み、見て回ったほうが……た、楽しいと思う、よ？」

　自分の意見を口にした。

　彼女の言う通りだ。あますところなく見て回らなければ、地下祭にきた意味がない。

　ラブラブを怖おそれるな！

「そ、そうだね。じゃあ、そのへんから……」

　理刀は、目の前の教室を指差した。

　ドアにさがった看板には、『一八禁地獄』の五文字が。

　慌てて指先を動かし、

「あ、あっちからにしようか」

　廊下の先を指差した。

「そそ、そうね。あっちからのほうが、いいかも……」

　巴ともえも、〝なにも見ませんでした〟といった顔で、廊下の先へ目をむける。

　と。

「しょわっ！」「まてまてぇ～！」「きゃはははっ！」

　一〇メートルほど先の十字路を、右から左に人が通過した。三人。みんなスーパーマンのように飛びながら。

　その中のひとりは、間違いなく百もも香かだった。

「百香ちゃん!?」

　理り刀とは、巴と顔を見合わせた。

　魔族生徒ばかりの地下学院アンダーレゾンだから、人間が空を飛んでいても不思議じゃない。おそらく、なんらかの魔法をかけてもらったのだろう。

　理刀は、反射的に走り出した。

　巴も、ほぼ同時に走り出す。

　せっかく会えたのだから、声くらいかけたいと思った。百香たちといっしょに地下祭巡りをすれば、ラブラブを強要されることもないだろう。たぶん。

　そんな考えを頭の片隅に置きながら、走った。

　角を曲がり、笑いながら飛んでいく百香たちを追う。

　のろのろ飛んでいるから、全力で走れば追いつくことができるはず。

　理刀は、両足に力を込めた。

　百香たちが、角を右へ曲がった。

　数秒遅れで、理刀と巴も人にぶつからないよう速度を落としながら右折する。

「わっ!?」

「きゃっ!?」

　すぐ目の前に、吊つり橋があった。

　五メートルほど廊下がなくなり、代わりに吊り橋がかかっていた。

　驚きを踏みつけ、理刀は勢いよく吊り橋に飛びのった。

　急にとまれば巴とぶつかるし、五メートル程度の吊り橋なら、バランスを崩さずに駆け抜けることができるという自信があった。

　自信は、確かにあった。

　巴だって、このくらい楽勝だと思ったに違いない。

　しかし、それは吊り橋がきちんと足の下にあったら、という条件つきでのこと。

　いきなり消えてなくなられたら、百香のように飛ぶこともできない理刀と巴には、どうすることもできなくて……。

「うわああっ!?」

「きゃああっ!?」

　空中で、巴ともえが理り刀との背に抱きついてきた。

　理刀も思わず、彼女の腕を握にぎりしめた。

　ふたり、暗い穴へ落ちていく。




　浮遊時間は、わずかもなかった。

　臓ぞう腑ふが上に引っ張りあげられるような感覚の直後、ぶよおおおぉぉぉぉぉん、とやわらかいなにかの上に落ちた。

　薄暗いためよくわからないものの、おそらくは教室の倍はあるであろう空間。

　ぼんやりとした長方形の光が、上から降ってくる。

　吊つり橋がかかっていた廊下から、一五メートルほど落ちたらしい。ビルの五階ほどの高さだろうか。

〝巨大な貯金箱の中に落ちた〟といった感じ。

　理刀は上下左右を見回したあと、急いで巴にむき直った。

「ケガはない？」

「う、うん。ない、みたい。理刀くんは？　痛いところとか、ない？」

「まあ、下にクッションがあったから、助かったみたいだね。普通、この高さから落ちたら、骨折くらいじゃすまないから……」

　理刀は座ったまま、ぶよぶよしたなにかを手で数回押したあと、あらためて頭上へ目をむけた。

　巴も、横に足を投げ出した格好で、顔を上にむける。

「けっこう、高い、ね。のぼれるかしら？」

「ちょっと無理だろうね」

「ぁっ、なに？」

　巴が、慌あわてて立ちあがった。

　理刀も、それに気づいた。

　ぶよぶよとした床から、ぬめりけのある液体がにじみ出てきた。

「な、これは？」

　理刀も、急いで立ちあがった。

　べたっとした光が、ぬめぬめとした液体の上を走る。

　巴が、泣きそうな顔で理刀に身を寄せてきた。

「ここ、なんだか胃の中、みたい……」

「胃の中？」

　そう言われると、床や壁が胃壁に見えてくる。ということは、このぬめぬめとした液体は消化液？　溶かされちゃうの？

　理り刀とは、上にむかって大声を張りあげた。

「すみませぇ～ん、だれかいませんかぁ！　すみませぇ～ん！」

　直後、床がどくぅぅぅんと大きく波打った。

　あっ、と思ったときにはもう、バランスを崩して足をすべらせていた。

「きゃん!?」

　巴ともえが、とっさに抱きついてくる。

　ふたりで、濡ぬれた床にべちゃっと倒れた。

　なんの加工もされていない、自然そのままといった甘ったるい匂においが、理刀の鼻び孔こうにもぐり込んできた。

　これ、本当に消化液？

「あ、ごごご、ごめんなさい！」

　くっついていた巴が、赤い顔をして、目をくるくる回しながら理刀から飛び離れた。その際、背中から倒れ込んでしまい、服をベタベタぬるぬるにしてしまう。

　また、どくぅぅぅんと床が動いた。しかも、ぐるるるるるるるぅと腹が鳴るような音まで聞こえてくる。

「いやぁあああん!?」

　距離をとったと思った巴が、這はうようにして理刀に近づき、再び抱きついてきた。

　くっついたり離れたり、大忙しである。

　巴はすでに、頭から粘液をかぶっており全身ベタベタになっている。そんな彼女からしがみつかれる理刀も、すぐベタベタになった。

「と、巴ちゃん、落ち着いて」

「りりり、理刀くん、お願い、離れないで。こ、ここ、怖いの」

「大丈夫。ここって、たぶん胃の中じゃないと思う」

「怖いぃ」

　巴が、理刀の胸に顔を押しつけるようにして、ぐりぐりと体を寄せてくる。彼女らしくない強引さだ。

「そんなに怖い、の？」

「ぐすっ。くすん。こ、怖いのぉ。ふぇ～、もぅ、暗いとこやだぁ～」

　とうとう泣き出してしまった。

　あの｛謎エニグマ｝が、理刀の腕にしがみついて子どものように。

　ベタベタで、ぬるぬるになったまま。

　暗いところがこんなに嫌いだったなんて。

　最高の【死霊使いネクロマンサー】というイメージが、ボロボロと崩れていく。

　彼女は、ちょっと気弱な、本当に普通の女の子なのだ。

「心配ないから」

　理り刀とは、巴ともえの頭をそっと胸に抱いた。

「理刀くん、は、放さないで。お、おお、お願い。このまま、ぎゅってしてて」

「吊つり橋がなくなったのに気づいて、だれかきてくれるよ。もう少しがんばって」

「もっと強く、ぎゅってして。こ、怖いの」

　巴の細い体が、小刻みに震えている。呼吸も乱れている。闇やみが心底怖いのだろう。

　理刀は、ほんの少しだけ腕に力を入れた。

　なんの抵抗もなく、彼女が身を委ゆだねてくる。親に抱かれる子どものように。

　理刀は、巴の細い体を、震えを、体熱を、ゆっくりと抱きしめた。

　ふたりの体についた粘液が、とろとろと流れ落ちていく。

「ぐすっ。理刀くんって、あったかいね」

　巴がつぶやいた瞬間だった。

　またまた、どくぅぅぅん、と床が大きく波打った。

「ひゃん!?　もうやだぁぁ、あぁん」

　巴の泣き声に呼応するかのように、どくぅぅん、どくぅぅん、と床がうねり続ける。

　ぐねぐね、うねうね、ぐにゅぐにゅと動き続ける床の上で、理刀は巴の体を必死で抱き寄せた。が、粘液ですべり、うまくつかまえることができない。そのため、かなり力を入れなければならなかった。

　　　　　　　　　　　どくぅぅん。　ぐねぐねぐね。

　　　　　　どくぅぅん。　「な、なんだ!?」　　　　うねうねうね。

　どくぅぅん。　　　　　　　　　「ぃやぁぁぁ」　　　　　　　ぐにゅぐにゅぐにゅ。

　　　　　　どくぅぅん。　「うわわっ!?」　　　　ぬめぬめぬめ。

　　　　　　　　　　　どくぅぅん。　ぬるぬるぬる。

「ふぇ、ふぇ～ん、り、理刀くん、放さないでぇ」

「巴ちゃん！」

　すべって体が離れそうになったため、理刀はよろけながらも巴に強く抱きついた。

　結果、彼女をぬめぬめべちゃべちゃの床に押し倒すかたちになる。

　真っ赤な顔で、巴がこちらを見あげている。

　この体勢って……。

　床は、ぐねんぐねんぐねんと動き続けている。

　なんとか体を起こそうとするものの、手も体も足もぬるぬるつるりとすべるから、うまくいかない。

　怯おびえて泣き続ける巴ともえを抱き起こそうにも、逆にふたりいっしょに抱き合って転がるハメになって……。

　もうぐちゃぐちゃのべちゃべちゃだ。

　理り刀とは顔についた甘ったるい香りの粘液をぬぐいながら、ふと壁に目をやった。

　縦一メートルほど。幅三メートルほどの巨大なひとつ目と視線がぶつかった。本来なら白いはずの部分が、一週間連続で徹夜しました！　といった感じに充血しているから、異様な迫力がある。

「おわっ!?」

　理刀の叫びに、巴が「ぁ？」と顔をあげた。

「……………」

　彼女が、巨大な目の存在に気づいた。

　ひうっ、と息を吞のみ込んだあと、眼球がまぶたの裏へ逃げ込んだ。そして、そのまま動かなくなる。

「巴ちゃん？　もしもし、巴ちゃん？」

「…………………………………………」

　完全に気絶してしまったようだ。

　そんな巴を気づかうように、床のうねりがピタリととまった。

　壁の巨大な目も、スッと消えてしまう。

　直後、

「しょわっ！」

　頭上から、可愛かわいい天使が降りてきた。




　天使に見えたのは、レゾン学院小等部の制服を着た百もも香かだった。

「春日かすがさん、落っこちちゃったんですか？」

　宙に正座をするような格好で、彼女が理刀の目の高さまで降りてくる。

「ハハ、急に吊つり橋が消えてね」

「巴ちゃん、大丈夫ですか？」

「うん、気絶しただけで、ケガとかないみたいだよ」

「べちょべちょになっちゃいましたね」

「シャワー借りなきゃ」

「制服も洗濯しないといけませんね。巴ちゃんも」

「巴ちゃん、起こさなきゃ」

「えっと……………春日さんが、起こすんですか？」

　百もも香かが、スススーッと空中をすべるように近づいてくる。そして、理り刀との目の前でとまり、顔を覗のぞき込んできた。続けて、倒れたまま動かない巴ともえに目を落とす。

　微妙な空気。彼女を起こしてはいけない理由でもあるのだろうか？

「春日かすがさん、パンフレット、ちゃんと読みました？」

　百香が、とうとつに質問を放ってきた。

「パンフレット？」

「はい、入口でもらったヤツです」

「あ……そういえば……」

　入場する際、チケットの件で魔族生徒ともめたため、パンフレットをもらい損そこねていたことを思い出す。

　理刀は、ベタベタになった頭を搔かきながら、百香に笑いかけた。

「もらってないんだ」

「なぁんだ。そうだったんですか」

　どこかホッとした様子の百香が、自分の背に手を回し、ジャケットの下からＡ４サイズのパンフレットをとり出した。スカートのウエスト部分に差していたようだ。

　おもむろにページを開いた。

「パンフレットに、こう書いてあります。

『教室の外だからといって、油断は禁物！　廊下にも秘密のラブラブ・トラップがたくさん仕掛けられているぞ！　さあ、真実の愛を欲する者たちよ、心の底から愛を叫べ！　愛を目指せ！　愛を渇望せよ！　さすれば与えられん』

　この地下祭って、モンスター＆ラブラブ・フェスティバルなんです」

　百香が、ニパッと笑った。

「モンスター＆ラブラブ・フェスティバルって……」

「わたしがこうやってプカプカ浮いていられるのも、〝大宇宙地獄〟でフォンターナのお姉さんに愛の浮遊術式をかけてもらったからなんです」

「あ、それは羨うらやましいな。オレも、一度でいいから空を飛んでみたいよ」

「うん、春日さんは残念ながら、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力をもっていらっしゃいますから……」

「だよね」

　理刀は、百香と苦笑いを重ねた。

　巴は、まだ目を覚まさない。気絶したばかりだから仕方ないけど。

　理刀が巴に目を落としたため、気をつかった百香が、すぐにパンフレットのページをめくった。

「えっと、ここは地下五階ですから……っとと、このページですね。

『ドキドキ橋で、ドキドキをたっぷり味わっちゃえ。ふたりでいっしょにのったら、グラグラゆれちゃうぞ。互いを支え合って、グラグラをのりきろう！　渡りきったあと、きっと愛情が深まっているはず！』

　だそうです」

　百もも香かが、頭上を見た。

　ドキドキ橋は、すでになくなっている。おそらく、魔法でつくられたモノだったのだろう。だから理り刀とがのった途端、消滅した。

　いわゆる『つり橋効果』というものを狙ねらっていたのだろうか？

　理刀は、「で、この場所は？」と百香に先を促うながした。

「えっとですね、ここは……。

『ドキドキ橋のグラグラに耐えきれず、橋の下に落っこちちゃったら、さあ大変！　そこはガード・ワームの王様、キング・ワームの寝室だ。しかも、ガード・ワームの食堂も兼ねてるから二度ビックリ』

　って書いてあります」

　言いながら、百香がページをめくる。

　この薄暗い場所は、キング・ワームの寝室だったのか？　あの巨大な目は、王様のもの？　甘ったるい匂においの粘液は、ガード・ワームの食料だった？

　理刀は、気絶したまま動かない巴ともえの頰ほおや口もとをなで、粘液をふきとってあげた。

　おかしさが込みあげてくる。

　つい先日、雨あがりの午後、ふたりでトラックや乗用車がはねた泥水を浴び、ずぶ濡ぬれになった。

　そしてきょう。粘液まみれになっている。

　おかしすぎて、また大笑いしたくなった。

　理刀の心裏に気づくことなく、百香が薄明かりの下で目を細めながら、パンフレットの文章を読み進める。

「キング・ワームって、けっこう可愛かわいいですね。こう書いてありますよ。

『驚きたい人は、跳びあがらんばかりに驚いちゃえ！　ガード・ワームの食堂は、キング・ワームの体そのものなんだぞ！　キング・ワームが体内から出す液体が、ガード・ワームにとってはご馳ち走そうなんだ。心やさしくて力もち、蟲むし界かいの黄金蟲ヒーロー、千のガード・ワームの頂点に立つキング・ワームに出会えたら、よろしく伝えといてね』

　べた褒ぼめですね」


　　　★★★



　巴は、幼い頃ころから暗い場所が大嫌いだった。

　陽光が当たらない場所にはいつも、彼らがいたから。

　声をかけてもこたえてくれない人々。

　視みえるのに触れることができない人々。

　いつも恨めしそうな目をしている人々。

　石を投げても、こちらが泣いてもついてくる人々。

　一〇歳の冬、自分が【死霊使いネクロマンサー】だと気づくまで、彼らは心の底から恐ろしい存在だった。暗くら闇やみと同じ。大嫌い。怖い。怖い。怖い。

　どこか遠くへいってくれればいいのに……。いつもそう思っていた。

　死霊たちとのつき合い方は、少しずつ学んでいる。まだまだ未熟だけど、学び続ける覚悟は胸に刻んでいる。

　でも、暗い場所に身を置くといまでも心がすくむ。ほんとに嫌い。すごく怖い。理由はよくわからない。説明できない、前世から魂に刻印されているかのような、そんな恐怖。

　いまでも、夜は電気を点つけて寝ている。恥ずかしいけど、強い雨が窓を叩たたいたり雷が鳴る夜は、両親の寝室へ枕まくらをもっていく。

　一七歳にもなって、まだ暗いところが怖いなんて……、情けない。

【死霊使い】なのに……。

　遠くから、百もも香かの声が聞こえてくる。理り刀との声も。

　ふたりで、なにか話しているようだけど……。

　巴ともえは、薄く目を開けた。

　弱々しい光。

　ハチミツのような匂におい。

　人影。だれ？　男の人？　春日かすがくん？

　理刀がそばにいてくれる。彼を感じただけで、心が軽やかになる。不安がやわらぐ。

　もう少し、このまま……。甘い空気と時間を味わっていたい。

　もう少し。

　このまま。


　　　★★★



「とにかくですね、巴ちゃんの目を覚まさせるためには、だれか、男の人のキスが必要なんです。パンフレットにですね……、

『キング・ワームの体液をペロペロしちゃった女の子は、その場でダウンだ！　魔法の眠りに落ちちゃうぞ！　でも安心。王子様のキスでスッキリ爽そう快かい、お目覚めチュ♡』

　って書いてあります」

　百香が、ぱふっとパンフレットを閉じた。そして、ジッと理刀へ目をむけてくる。

　どうしますか？

　小学五年生の目が、そうたずねてくる。

　どうしよう？

　王子様のキス？　他ほかに方法はないの？

　理り刀とは、ぬるベタになったまま動かない巴ともえを見下ろした。安らかな寝顔。きれいな顔。

　レゾン学院のだれもが憧あこがれている【死霊使いネクロマンサー】。あの｛謎エニグマ｝にキス？　いいのか？

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』でも、体内に入った体液の効果は打ち消せないようだ。現に、巴の顔や手に触れても、彼女は目を覚まさない。

　理刀は、大きく息をついた。

「「「「「「「「「「キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス！」」」」」」」」」」

　とうとつに大合唱が降ってきた。

　廊下の縁から顔を出した一〇数人の魔族生徒たちが、こちらを見下ろしている。

「「「「「「「「「「キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス！」」」」」」」」」」

　地下祭の裏方たちが、来場者のラブを成じよう就じゆさせようと、お節介にも見守ってくれている。騒そう々ぞうしいほどの手拍子までして。

　百もも香かが、困ったような顔で肩をすくめた。

　理刀は、もう一度大きく息を吐いたあと、巴を見下ろした。

　さて、どうする？





エピローグ




「「「「「「「「「「キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス！」」」」」」」」」」

　巴は目を閉じたまま、大合唱を浴び続けた。

　百香がパンフレットを読んだ声も、もらさず聞いていた。

『キング・ワームの体液をペロペロしちゃった女の子は、その場でダウンだ！　魔法の眠りに落ちちゃうぞ！　でも安心。王子様のキスでスッキリ爽そう快かい、お目覚めチュ♡』

　魔法の眠り？

　壁に現れた大きな目を見たとき、驚いて息を吞のみ込んだ。その際、口についていた体液もいっしょに吸い込んでしまったから……。おそらく、そのせいで気を失ったのだろう。

　でも、理刀に触れてもらったお陰で、再び意識をとり戻すことができた。

　どのくらいの間、気を失っていたのだろう？　たぶん、ほんの数秒のはずだけど……。

　目を閉じたまま、ボッとした頭で周囲の声を、理刀の気配を、どこかのんびりとした気持ちで探っていた。

　頃ころ合あいを見計らって、目を開けようと思っていたのに……。王子様のキスって……。

　この場に、王子様はひとりしかいない。

　同い年の男の子。

　レゾン学院普通科の生徒。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者。

　春日かすが理り刀と。

　彼だけ。

　心臓の鼓動が、先ほどからずっと乱れている。いつもよりはるかに強く。そして危ういほど速く。

　理刀とキス？　大勢の前で？　しちゃうの？

　大いなる眠りの迷宮を彷徨さまよっているお姫様は、凛り々りしい王子様のキスでその出口を見つけることができる。

　でも、いまの自分は偽の眠り姫で……。

　意識、戻ってるし。

　寝たフリをしているだけだし。

　理刀にキスをしてもらう資格なんてないし。

　キスなんてされたら、それこそ、自分は……、どうなるんだろう？

　嫌なら、目を開ければいい。

　起きていることをこの場の全員に伝えればいい。

「「「「「「「「「「キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス！」」」」」」」」」」

　大勢の声は、いまだに降り続いている。壁に声が反響し、とても騒そう々ぞうしい。

　息苦しくなってきた。

　大合唱が、重くのしかかってくる。

　キスが本当に嫌なら、いますぐ目を開けばいい。ぱっちりと。

　巴ともえは何度も、自分の中で繰り返した。

　ほら、目を開けて。

　心の準備が、できてないでしょ。

　魔法の眠りは、もう覚めてるでしょ。

　気絶したフリなんて、ズルはダメでしょ。

　まぶたをパッと開くだけでしょ。

「…………………………」

　はい、いまから目を開けます。

　一、二の、三！

「──────────」

　開かない。

　童話なんかで、眠ったお姫様がキスをされる前に目覚めたら……。

　ルール違反、だと思う。

　だ、だから……。


　　　★★★



「「「「「「「「「「キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス！」」」」」」」」」」

　魔族生徒たちは、しつこかった。

　しつこく、しつこく、しつこく、爽さわやかなほど空気を読もうとせず、楽しげに、元気に、半なかば悪のり気味に、驚くほどの肺活量で大合唱を続けてくれた。

　ここまで煽あおられたら……。

　理り刀とは、宙に浮いた百もも香かと顔を見合わせた。

　彼女が、どこか不満げな顔でチラッと上を見たあと、〝しかたない〟といった感じに肩をすくめた。

　理刀は、巴ともえの手に触れてみた。ぬるっとした感触。

「巴ちゃん？」

「……………」

　返事はない。

　今度は頰ほおに触れてみた。ぺたぬるっとした手触り。

「もしもぉ～し？」

「…………………………」

　やはり、反応ナシ。

「「「「「「「「「「キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス！」」」」」」」」」」

　魔族生徒たちの声に追い立てられるようにして、理刀はぬめった床に両手をついた。そうやって、巴に顔を近づける。

　自分がつくった影の中で目を閉じた巴は、本当にきれいだった。

　キュートやスイートのように、魔族的な妖あやしい美しさはない。

　黒くろ媛ひめのように、対する者を圧倒するような美しさでもない。

　慎つつましさ。

　なにも飾らず、自己主張をせず、気負わず、あるがままの自分を、等身大の自分を、そのままの状態で保っている。

　そんなやさしさに満ちた美しさを、美み々み津つ巴という女の子はもっている。

　キング・ワームの粘液にまみれ、髪も顔もジャケットもシャツもスカートも足も、べとべとぬるぬるになった巴。体にべたっとくっついたシャツから、青っぽい色のブラが透けて見えている巴。目を閉じたままぴくりとも動かない巴。

　そんな巴に、理刀はさらに顔を近づけた。

　彼女の小さな唇が、ゆっっっくりと近づいてくる。

　そして……。


　　　★★★



「キュートさんたちを呼んできましょうか？」

　目を閉じ、天キ恵スの訪れを覚悟していた巴ともえの耳に、百もも香かの声が飛び込んできた。

「あ」

　という理り刀との吐息が、唇をふわりとなでた。

　とまった？　彼が、百香の言葉に反応した？

　童話なんかで、眠ったお姫様がキスをされる前に目覚めるのはルール違反。

　それなら、キスもせずにお姫様のそばを離れる王子様もよくないと思う。

　でも、理刀は、百香の声で動きをとめた。気配でわかる。

　どうしよう。どうしよう。どうしよう。どうしよう。どうしよう。どうしよう。

　お姫様が、キスをされる前に目覚めるのは……、ダメ？

　もう、頭の中がぐちゃぐちゃになって……。


　　　★★★



「キュートさんたちを呼んできましょうか？」

　百香の声に、理刀は動きをとめた。思わず、「あ」と息がもれる。

　すぐ目の前に巴の寝顔。距離は、ほんの数センチ。

　キュートやスイートを呼んできてもらったほうが、このラブ罠トラツプを簡単にクリアできるかも。でも、下へ手たに助けを求めたら、彼女たちが他ほかの魔族生徒たちと衝突することになるかも。楽しいはずの地下祭が、嫌な思い出になるかも。刹せつ那なの迷い。

　気を失った女の子にキスをするより、だれかに助けてもらったほうがいい。

　すぐに結論を出した理刀は、巴から顔を離そうとした。そのとき、

「っ!?」

　なんの予告もなく、巴の顔が近づいてきた。

　チュ。

　軽く。本当に軽く。理刀と巴の唇が擦こすれ合う。

　そのときにはもう、巴の目も開いていて……。キスで目を覚ましたのか、すでに意識をとり戻していたのか、どちらともつかないタイミングだ。でも、キスは、巴のほうから、だったよね？　床がうねった、なんてこともなかったし。

「ふぇ～」

　チュ、から数秒遅れて、百香がどこか間の抜けた声を出した。

　ぴょこんと上体を起こした巴が、お尻しりですべるようにして理刀から離れた。

「あわわわわわわわわわわ」

　とんでもなく狼狽うろたえた様子で。

　赤というよりも、少し黒ずんだ顔になった巴ともえが、自らの唇に指先を当てた。

「あぅ、わ、わたひ、りり、理り刀とくんに……」

「巴ちゃん？」

「キ、キ、キ」

「ちょ、大丈夫？」

「ス、ひ、ひちゃった」

　巴が、ポロポロと涙を流しはじめた。

　なにがなんだか、サッパリわからない。

「巴ちゃん、気分はどう？」

　百もも香かが、巴の近くに移動した。

　騒いでいた魔族生徒たちも、巴の涙を見て声をひそめている。

　理刀は、とにかくここから出ようと、立ちあがって巴に右手を伸ばした。

「さ、外に出てシャワーを浴びよう。このままじゃ気持ち悪いからね」

「わ、わたひ、理刀くんに……」

　理刀が差し出した手を見つめたまま、巴がフッと口もとをゆるめた。

　内包していた可愛かわいさや美しさや女の子としての魅力、そのすべてを瞬間的に解放するかのような微笑ほほえみである。












　巴ともえが、理り刀との右手を見つめたまま右腕をあげた。が、その手はまた、ぺちゃっと床に落ちてしまった。

「ふぅぅぅ」

　細い息を吐きながら、巴がふにゃり、ぱちゃんと床に倒れた。微笑ほほえみを浮かべたまま。

「巴ちゃん？」

「きゃあ、巴ちゃん!?」

　理刀と百もも香かが、ほぼ同時に巴の顔を覗のぞき込む。

　巴は目を開かない。どうやら、再び気絶してしまったようだ。

　理刀は、百香と顔を見合わせた。

　間を置かず、

「「「「「「「「「「キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス！」」」」」」」」」」

　魔族生徒たちが、合唱を再開した。

　無限ループかい！

　というツッコミはせず、理刀は巴の顔についた粘液を丁寧に手でふきとってやった。

「キュートさんたちを呼んできますね」

　百香が、魔族生徒たちが覗いている穴から外へ飛び出していく。

「「「「「「「「「「キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス、キ～ス！」」」」」」」」」」

　大合唱を送ってくれる魔族生徒たちに、理刀は大声でこたえた。

「もうしないから、静かにしててくれ！」

　途端、

「「「「「「「「「「ブ─────ッ！　ブ─────ッ！　ブ─────ッ！」」」」」」」」」」

　合唱がブーイングに早変わりした。

　理刀は、騒そう々ぞうしくも憎めない魔族生徒たちを見あげ、思わず笑ってしまった。

　笑いながら、その場に座り込む。

　すぐ横には、倒れたまま動かない巴。

　理刀は、彼女の手をそっと握にぎった。

　学院最高の【死霊使いネクロマンサー】は、恐こわがりで、気が弱く、引っ込み思案で、いつもオドオドしてばかりだけど……。

　それこそが、美み々み津つ巴らしさだから。

　彼女の寝顔は、とても甘そうで。

　その肌は、とても甘そうで。

　赤い唇は、甘い微笑みのかたちで。

　夢の中で、死霊たちを天に導く甘い歌を唱うたっているのかもしれない。





あとがき




『ＳＳ』も、巴ともえ編であるこの巻で３冊を数えることとなりました。

　黒くろ媛ひめ編やスイート編と同じく、『ＳＳ』の意味は様さま々ざま。

　ショート・ストーリー。サイド・ストーリー。サービス・ストーリー。スナック・サクサク。サッパリ・ショーユ味。流石さすが・最高。などなど。読者の方々が、読後の余よ韻いんそのままに『ＳＳ』の意味を想像して頂いただければ、と考えています。




　ここで、美み々み津つ巴という少女について。

　レゾン学院高等部の能力開発学科ペンタグラムに籍を置く二年生。一七歳です。

　学院の数少ない能力者たちは、スターライトと呼ばれています。

　彼女は、そんなスターライトの中でも最高の能力値を誇っており、｛謎エニグマ｝のふたつ名をもっています。でもでも、『他人を押し退のけてでも好成績を出してやるわ！』という気合いがないため、ときどきポロッと最低ランクの能力値も出してしまいます。

　なので、中間ランクであるエメラルド第二級に位置づけされているという、ちょっと……、というか、かなり気弱なもじもじちゃんです。異性と視線を合わせるのも苦手。

　両耳にいくつものピアス。十指にはたくさんの指輪。細い首にはネックレス。身につけたそれらは、すべて白金プラチナ。

　白金は、【死霊使いネクロマンサー】としての力を引き出す媒体なのです。

　彼女自身は、自らを着飾ることにそれほど関心をもってはいません。肌身離さずもち歩ける媒体は？　と考えた末、装飾品という結論にたどり着いたというわけです。もちろん〝女の子らしさ〟を少しは意識した結果でもありますが……。




　作者からすると、とてもつき合いやすい娘こです。

　書いている最中、ストーリーの中で勝手に動き回ったりしません。優等生です。

　その分、彼女の表情、言葉、口く調ちよう、態度、心理には気をつかっています。

　美々津巴という女の子は、とても一いち途ずです。

　キュートやスイートや黒媛や百もも香かや、その他ほかの登場人物たちもみんな、それぞれ独特な〝一途〟という面をもっているのですが、巴のそれは少しばかり違ったかたちなのです。

　一途と執しつ拗よう。貫徹と粘着。一生懸命と猪ちよ突とつ猛もう進しん。純愛と盲愛。命懸けと命知らず。

　似て非なる正負の感情や動きをあわせもち、そのギリギリのラインで品よく〝正〟の側に踏みとどまっている彼女は、カラカラに乾いた落ち葉のように脆もろく、だからこそ表からは見えづらい確かな骨をもった少女なのです。いろんな意味で可愛かわいい子ですよ？




『きゅーきゅーキュート！』の女の子たちを、〝弱さ〟という切り口から見てみると。

　過去の弱さを踏みしめ、現在に立ちむかっているのは黒くろ媛ひめ、スイート、ササラ。

　自らの弱さに気づかず、同時に本当の強さもまだ手にしていないのは幼い百もも香か。

　ときどき己おのれの弱さに揺らぎながらも、懸命に前へ進んでいるキュート。

　弱さと強さを巧たくみに共存させつつ、不器用ながらも仲間たちに支えてもらい、自分をあきらめない。それが巴ともえです。

　この『ＳＳ』で、そんな［美み々み津つ巴］という女の子を少しでも多くの方々に伝えることができたら、と思っています。彼女に興味をもって頂いただけることを願っています。




　最後になりましたが、謝辞を。

　本編を含め、この『ＳＳ３』でシリーズ一五冊目となりましたが、そのすべてに可愛かわいさ全開のイラストを描いて下さった武む藤とう此史くりひと先生。

　そのときどきで表になり裏になり。様さま々ざまな角度からとてもしっかりと支えて下さる担当の笹ささ尾おさん。ならびに編集部の皆様。

　そして、いつもおつき合い下さっている心暖かな読者の皆々様。

　ありがとうございました！









　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　歩いている途中、パラパラと小雨が降ってきました。

　　傘をもっていなかったので、そのまま弱い雨を着るようにして歩いていると、数分でやんでくれました。

　　すると、空には大きな虹が！

　　禍福は繫がっているんだな、と感じた瞬間でした。

　　写真はウチの愛猫ですが……。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　挿絵とか原画描いて生活しています。

　　主な仕事は「オオカミは懐かない!?」（ファミ通文庫）「操り世界のエトランジェ」（角川スニーカー文庫）等。

　　ちょっと前にＴｗｉｔｔｅｒをはじめましたよ。

　　はじめたは良いけど机に向かってばかりだと話す内容無いよね…！

　　主に朝昼夜に呟くので時報ちゃんと呼んで下さい。

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

　　装丁／blue
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